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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　浅草がまだ浅草と呼ばれる前の遥はるか昔。

　誰だれも住まない浅あさ茅ぢばかりの湿しめった土地の、大きな池のほとりに、醜みにくい老ろう婆ばと美しい娘むすめの母娘おやこが住んでいた。

　浅あさ茅ぢヶが原はらの一つ家やは、旅人にとって救いの灯あかり。

　旅人を美しい娘が誘さそい、醜い老婆は旅人をもてなす。

　真夜中すっかり寝ね静しずまり、老婆はにやけて紐ひもを切る。

　ドシンと地じ響ひびき、旅人は石の枕まくらに潰つぶされた。

　老婆は歌を口ずさむ。

「ああ、面おも白しろい、面白い。ああ、やめられない。やめられない。今夜も落とそう石枕」

　老婆は死んだ旅人の懐ふところから金品を取り出し、にやりにやりと笑った。

　血まみれの旅人を、腰こしの曲がった老婆が引きずって、池に沈しずめる。

　美しい娘は鬼おに婆ばばと化した老婆を悲しげに見つめていた。

　しかし、美しい娘は、次の日も旅人を誘う。

　今日で九九九人目。

「ああ、面白い、面白い。ああ、やめられない。やめられない。今夜も落とそう石枕」

　鬼婆の歌は今日も浅茅ヶ原に響ひびく。

　浅草がまだ浅草と呼ばれる前の遥か昔の出来事。
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　墨すみ田だ区く向むこう島じまにある三み囲めぐり神じん社じや。

　江え戸ど時代に、日本橋で三みつ井い越えち後ご屋を創業した三みつ井い高たか利としとその一族が、熱心に信しん仰こうした神社だ。江戸で大おお店だなといえば越後屋というほど、三井越後屋は有名な老舗しにせである。

　その三井越後屋とは、現代の三みつ越こしデパートである。三越の本店、支店の屋上には三囲神社の分社があり、現代でも三井グループと縁えんが深い神社である。

　三井高利が信仰する以前、三囲神社の祖は元々、田んぼの中の小さな祠ほこらであった。その祠が、村人たちにより改修される時、地中から白しろ狐ぎつねに乗る老人の神像が掘ほり出された。すると、どこからか白狐が現れ、神像の周りを三周回って、天へ昇のぼったという。そこから、三囲神社の名はついたのだ。







　四月、新学期を迎むかえたばかりの今、三囲神社の境けい内だいは春の光に溢あふれている。

「……うーん」

　三囲神社の巫女みこである三みつ井いゆき乃のは、カーテンのすき間まから射さす朝あさ陽ひを避さけるように寝ね返がえりを打つ。浅い眠ねむりに夢を見る。

　女性と小さな女の子。それは母と幼い娘だ。

「あなたの肌はだは、雪のように白くて綺き麗れいね。頰ほおは血のように赤く美しい。そして黒い髪かみは黒こく檀たんのよう。私の可愛かわいいお姫ひめ様さま」

　母親は歌うように、娘である小さな女の子を讃たたえた。

　女の子は母親に抱だかれて質問した。

「お母さん？」

「なあに？」

「お母さんのお耳は、どうして白しろ猫ねこさんみたいなの？」

「……」

　母親は答えない。

「お母さんには、なぜ狛こま犬いぬさんのような白い尻尾しつぽがあるの？」

「……」

　やはり、母親は答えない。

「ねぇ、お母さん？」

　小さな女の子は、母親を見上げる。

「……あなたには、見えるのね」

　やっと答えた母親のその声は、震ふるえている。

「お母さんはね……狐きつねなのよ」

　母親の声は、涙なみだ声ごえとなる。

「お母さん、お狐様なの？　それとも、お稲荷いなりさん？　すごい、すごーい！」

　小さな女の子は手を叩たたいて喜ぶ。

「お母さんはね、稲荷いなり神しん使しなのよ……」

　母親は涙を流した。

「……お母さん？」

　母親の涙に気付き、女の子は黙だまってしまう。

「それを知られてしまったら、もう一いつ緒しよにいられないのよ」

「なんでっ？　ごめんなさい！　ごめんなさい、お母さん！」

　母親の言葉に驚おどろいた小さな女の子は、母親にすがりつく。

「さようなら、ゆき乃。愛してる……」

　母親は白い狐へと姿を変えた。白狐は白い尾おを揺ゆらし去って行く。

「お母さんっ……お母さ──ん！」

　ゆき乃は、自分の寝ね言ごとでハッとして目を覚ました。

（また、同じ夢。お母さんは、ずっと前に死んだのに……）

　そして、自分が涙を流していたことに気づく。涙を拭ふくと、ぼやけていた視界がハッキリとしてきた。時計の針が視界に飛び込んでくる。

「やだ！　遅ち刻こくしちゃう！」

　ゆき乃は、ベッドから飛び起きて、朝の支し度たくを始めた。







　今は春。

　隅すみ田だ公園の桜は満開。

　空は抜ぬけるような青空。

　桜のピンクと空のブルーのコントラストが、とても気持ちいい。

　隅田川にかかる桜橋を、ゆき乃は自転車で駆かけ抜ける。黒い瞳ひとみは、まっすぐに進む方向を見つめ、長い黒くろ髪かみはサラサラと音を立ててなびく。

「どうしよう！」

　桜橋を過ぎ、カーブを曲がると、江戸時代の水路跡あとである山さん谷や堀ぼり公園が見えてくる。その隣となりにある円柱状の建物。その学校とは思えない存在感ある建物が、ゆき乃が通う浅草第一高校だ。

　自転車を置き、猛もうダッシュで階段を駆け上る。浅草第一高校の昇しよう降こう口ぐちは二階になる。

（間に合った……？）

　辺りを見回し、ゆき乃はホッとして息をついた。

「キャッ！」

　ふいに肩かたを叩かれ、ゆき乃は身を縮める。誰の気配もなかったはずだ。

「……誰？」

　振ふり向いた先には、担任教師の豊とよ川かわがいた。

「豊川先生！」

　豊川は若く、長身で端たん整せいな顔立ちをしている。その王子様的な雰ふん囲い気きが、女子生徒から人気だ。実は、ゆき乃もほのかに憧あこがれている。

　その豊川が、無表情でゆき乃へ手を伸のばす。

（……え！）

　ゆき乃は、思わず目をギュッと閉じた。

「三井さん、遅刻です。生徒手帳だして？」

「へ？」

　ゆき乃は、間の抜けた声を上げた。見ると、豊川は手のひらを上にして、生徒手帳を待っている。

「アハハ……すみません」

　慌あわてて生徒手帳を豊川に渡わたす。

「じゃあ放課後、職員室で返しますね。さあ、教室へ急ぎなさい」

　豊川は、ニッコリと笑った。

（ああ、ビックリした。でも最悪、今日は豊川先生が遅刻取とり締しまりなんて……）

　しっかり者のゆき乃だが、遅刻は常習犯である。

（近いから油断しちゃうんだよね……）

　ゆき乃は肩を落とし、教室へ向かった。







　放課後、担任の豊川から生徒手帳を受け取り、桜咲く通学路を自転車で帰る。

「もう、遅刻はダメですよ？」

　そう言って生徒手帳を返してくれた豊川の笑え顔がおを思い出していた。

（先生みたいなお兄ちゃんがいたら良かったなぁ）

　知らずに、にやけてしまう頰を押さえつつ、自宅が隣りん接せつする三囲神社の境内へ入る。

「ゆき乃！」

　突とつ然ぜん、神かん主ぬしである父の雪ゆき雄おから声をかけられた。

「お父さん、どうしたの？」

（まさか、遅刻したこと怒おこられる……？）

　ゆき乃は青ざめた。しかし、父の雪雄は申し訳なさそうに、

「明日の土曜日、俺の代わりに花はな川かわ戸どの竣しゆん工こう式に行ってくれないか？」

　と、ゆき乃に尋たずねた。

「花川戸？　辰たつおじさんのとこの町会事務所が完成したの？」

　花川戸は浅せん草そう寺じからほど近い地域だ。竣工式とは建物の完成を祝う儀ぎ式しきである。建物が無事に竣工した事を神に報告し、感謝の気持ちを示すために行う。それと同時に、竣工した建物の堅けん牢ろうと末永い繁はん栄えいを神に祈き願がんする。建築は現代でも、密接に神しん道とうと結びついているのだ。

「そうそう、辰たっちゃんの町会なんだけど、手て違ちがいでゴルフの予定入れちゃってさ。頼たのむよ、ゆき乃」

　父、雪雄は大げさにゆき乃に向かって手を合わせる。

「もう、お父さんたら……」

　ゆき乃は、ため息まじりに言いながらも、遅刻がばれなかったことに、内心ホッとしていた。

「いいよ、明日は特に予定もないし……」

「ああ、よかった。ゆき乃、ありがとな。それに明日は、浅草神社の光ひかる源げん氏じが来るらしいから期待して行けよ」

　そう言ってニヤリと笑うと、雪雄は鼻歌まじりに境けい内だいの掃そう除じを続ける。

「浅草神社の光源氏かぁ。噂うわさには聞いたことあるけど……」

　浅草神社の若き神主は、その容姿と雅みやびやかな雰囲気から「浅草神社の光源氏」と呼ばれているらしい。実際に見たことはないが、ゆき乃もその噂は知っていた。

　それから、花川戸公園の風景を思い起こす。

（花川戸……久しぶり。花川戸のおばあちゃんにも会いに行こう）

　花川戸と聞いて浮うかぶのは、花川戸公園のきれいな池と優やさしい笑顔。

　ゆき乃は花川戸公園の隣にある駄だ菓が子し屋の女主人、キヨ子こを「花川戸のおばあちゃん」と呼び、親しくしていた。血のつながりは無いが、キヨ子は本当の孫のようにゆき乃を可愛かわいがり、また、ゆき乃も本当の祖母のようにキヨ子を慕したった。キヨ子は、いつもゆき乃の髪かみを優しく撫なでて、こう言った。

「ゆき乃ちゃんはおばあちゃんの孫に、そっくりなの。このきれいな黒髪が特に……」

　ゆき乃は、思わず自分の髪に触ふれる。キヨ子の優しい笑顔に明日、会えると思うと心が弾はずむ。

「お父さん。私も、着き替がえてお掃除手伝うね！」

「おう！」

　意い気き揚よう々ようと自宅へ向かおうとするゆき乃へ、父が声をかける。

「あ、ゆき乃。そういや、駄菓子屋のキヨ子ばあさんな、ボケてしまったらしいぞ」

「……え？」

　突然、強い風が吹ふき、まだ咲さき始めたばかりの境内の桜から、いくつもの花びらがはらはらと舞まい落ちた。







「今日は宜よろしくな。辰っちゃんには言っといたから」

　翌朝、父の雪雄は、そう言い残してゴルフに出かけた。

「お父さん、ちゃんと朝ゴハン食べたかなぁ……」

　ゆき乃の母は、ゆき乃がまだ幼い頃ころに亡なくなっていた。三井家は、父の雪雄と姉の小こ雪ゆきとゆき乃の三人家族である。ゆき乃より五歳年上の姉、小雪は二十歳はたちを迎むかえてすぐに結けつ婚こんし、家を出ている。三囲神社は、雪雄とゆき乃の二人が守っているのだ。小さな頃から家事をし、神社の仕事を手伝っていたゆき乃は、自然としっかり者に育っていた。

　竹たけ箒ぼうきが土の上を滑すべる。

「終わったぁ」

　境内の朝の掃除を終えて、ゆき乃は浅草の花川戸に出かける準備を始めた。

　父、雪雄の幼おさな馴な染じみである辰が町会長を務める浅草の花川戸は、浅草寺の東側に位置する。建て直した町会事務所が完成し、その竣工式に父の雪雄は招待されていた。

「お父さんの代わりに出席するんだから、ちゃんとした服で行こうっと」

　ゆき乃は七しち分ぶ袖そでの黒のワンピースを選んだ。袖そでのパフスリーブと、襟えり元もとのリボンがゆき乃のお気に入りだ。

「浅草神社の光源氏、どんな人かな？　ふふふ……ちょっと楽しみ」

　一人呟つぶやくと、長い黒髪にブラシを通す。源氏物語の光源氏のようにキラキラと輝かがやく王子様を想像して、ゆき乃は胸を高鳴らせた。

　しかし、すぐに暗い表情になる。父の言葉を思い出したのだ。花川戸のおばあちゃん、キヨ子の優しい声と髪を撫でる優しい手の感覚が蘇よみがえる。ゆき乃は、潤うるんだ瞳ひとみを瞬またたいて頭かぶりを振る。長い髪がサラサラと音を立てた。

「おばあちゃんは、きっと大だい丈じよう夫ぶ！」

　笑顔で、そう自分に言い聞かせた。

　午前の春の風は、優しく三囲神社の境内を駆かけ抜ぬけた。
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　隅田川にかかる言こと問とい橋ばしを渡わたり、浅草の花川戸へやって来たゆき乃。

　花川戸を含ふくむ隅田川沿岸の桜並木は、現代でも都内を代表する桜の名所である。ちょうど四月のこの時季、隅田公園の桜は満開となり、花見客で賑にぎわう。

　辰の町会は、花川戸二丁目町会という。浅草の町会名は、昔の町会区割り、町会名を使っており、現在の住所とは別の物である。

　新築された花川戸二丁目町会の町会事務所は白しら壁かべの蔵くら造づくりで、浅草の雰ふん囲い気きに調和していた。そして、多くの人が町会事務所の新築を祝って訪おとずれ、人は通りにまで溢あふれている。

「辰おじさん！　こんにちは！」

　ゆき乃は、町会事務所の前で辰を見つけて、声をかけた。

「おお、ゆき乃ちゃん！　よく来たね！」

　辰は、人ひと懐なつっこい笑顔でゆき乃を歓かん迎げいする。

「またキレイになったんじゃないの？」

「……そんな。今日は父が出席できず、すみません」

　ゆき乃は、照れながら頭を下げる。

「しょうがないな、雪雄のヤツは。でも、おじさんはゆき乃ちゃんが来てくれた方が嬉うれしいよ。ありがとうね」

　町会長である辰は、盛大な竣しゆん工こう式を迎え、上じよう機き嫌げんだ。辰は、竣工式に集まった人々に向かって、

「三囲神社の美人巫女みこさんが来たぞー」

　と、大きな声でゆき乃を紹しよう介かいした。皆みな、一いつ斉せいにゆき乃に注目し、拍はく手しゆをする。

（やだー、辰おじさん！　恥はずかしい！）

　ゆき乃は真っ赤になって、周りの人々に会え釈しやくをした。

「こちらどうぞー。飲み物用意しますから」

　町会婦人部の女性が優しくゆき乃に話しかける。花川戸二丁目町会の人々は、ゆき乃を温かく迎えてくれた。ゆき乃は、笑え顔がおで花川戸の人々に挨あい拶さつする。

　突とつ然ぜん、ザワザワとし始めた。その場の空気が変わり、ゆき乃は振ふり返る。

「ほら、光源氏がお着きよ」

「まぁ、本当に芸能人みたいね」

「若いっていいわねぇ」

　町会の女性たちは口々に囁ささやく。その視線の先には、神かん主ぬしの装しよう束ぞくに身を包んだ輝くばかりの美青年がいた。クセのある黒くろ髪かみに烏え帽ぼ子し、手にした御ご幣へいの紙垂しでがサラサラとなびく。神主の装束である白の狩かり衣ぎぬは、彼のためにこそ存在すると思わざるをえない。

（あの人が浅草神社の光源氏……）

　ゆき乃は、歩く光源氏を目で追った。特に印象的なのは、陽ひに当たると少し青みがかったように見える瞳だ。その不思議な瞳は、彼の神秘さと美しさを深めている。

　光源氏は、微笑ほほえみながら挨拶をしている。その微笑みは、光源氏と呼ばれるに相応ふさわしい気品ある笑みだ。平安時代からやってきたような美青年神主に、ゆき乃は目が離はなせなくなった。

　竣工式は、町会長である辰の挨拶から始まり、進んでいった。光源氏は身じろぎもせずに、姿勢正しく立っている。やがて神事が始まり、光源氏は祭さい壇だんに向かって御幣を構えた。その姿は神のように神こう々ごうしい。光源氏により、祝詞のりとが奏上される。

「祓はらえ給たまい清め給えと申す……」

　その声は透すき通り、空気を震ふるわし、全すべてを浄じよう化かしていくように感じた。神しん道とうでいう神は偶ぐう像ぞうなどの物質ではなく、大気や木々や森や山に宿る。自然そのものが神なのだ。

　ゆき乃は、胸がいっぱいになり、瞳を潤ませた。周りを見ると皆、心なしかポーッとしている気がする。

（これがオーラなのかな……）

　同じ神職で自分とはこうも違ちがうものかと、ゆき乃は考えていた。

（かっこいい、さすが光源氏さま……）
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　竣工式は滞とどこおりなく終わり、辰が声をかけてきた。

「ゆき乃ちゃん、今日はありがとね」

　辰は嬉しそうに、ゆき乃にジュースのコップを手て渡わたす。

「こちらこそ、お招き頂き、ありがとうございました」

　つられて、ゆき乃も笑顔になる。

　辰は、「あっ」と誰だれかを見かけて声を上げた。ゆき乃の背中ごしの誰かを呼び止める。

「おい！　藤ふじ原わらくん！」

「……」

　ゆき乃が振り向くと、そこには光源氏が微笑んで立っていた。

（わっ……光源氏だ）

　ゆき乃は、思わず身構える。

「ゆき乃ちゃん、彼が浅草神社の藤原光ひか流るくんだよ」

「……！」

　辰に紹介された光源氏はゆき乃を見て、一いつ瞬しゆん、驚おどろいたような表情をする。しかし、すぐに微笑んで会釈をした。

「初めまして、藤原光流です」

　おじぎをしながら挨拶するさまも優ゆう雅がだった。

「はっ、初めまして、三井ゆき乃です」

　ゆき乃は、慌あわてて頭を下げる。

「藤原くん、ゆき乃ちゃんはね……」

「町会長──！　区長がお帰りになりますぅ！」

　辰がゆき乃を紹介しようとしたその時、誰かが辰を呼んだ。

「あー、はいはい。今行きます。藤原くん、ゆき乃ちゃん、ちょっとごめんね」

　辰は二人を残し、行ってしまった。

「……」

　光源氏は、じっとゆき乃を見つめている。

（うっ……ど、どうしよう）

　ゆき乃は視線を泳がせたが、その場を離れることも出来ない。蛇へびに睨にらまれた蛙かえるの気分だ。

「えっと、あの……」

　何とか話題を探そうとするゆき乃に光流はグイッと一歩近づいて囁いた。

「ゆき乃さん、ちょっとお時間頂けますか？」

　驚いたゆき乃は、ただコクンと頷うなずく。

（何だろう……）

　光流について近くの花川戸公園へ移動した。満開の桜は、桜色のカーテンとなり、二人を迎むかえた。

　桜の中、白の狩衣を風になびかせ、スタスタと前を歩く光流。しかし、公園に神主の衣装はイヤに目立つ。ゆき乃が周囲に視線を移したその時、光流が突とつ然ぜん振り返る。

「ゆき乃さん……」

　光流は、ゆき乃の黒い瞳ひとみを見つめる。

「あの……」

　ゆき乃は、光流の藍あい色いろの瞳に引き込まれた。ゆっくりと、光流の手が伸のびる。

（えっ！）

　次の瞬しゆん間かん、満開の桜の木に、ゆき乃は押し付けられた。何が起こったのか理解するまで時間がかかる。近寄らなければ分からないくらいの、ほのかな香こう水すいの香かおりに軽い目眩めまいを感じる。光流の藍色の瞳はゆき乃を睨みつけた。

「お前、人間じゃねーな？」

　さっきまでの丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいから、巻き舌の江戸っ子口調に変わっていた。

「……え？　人間じゃないって、私……が？」

　光流の豹ひよう変へんした態度、発せられた思いがけない言葉に、ゆき乃は掠かすれた声で聞き返すことしか出来ない。

「は？　とぼけんなよ？　昼間っから妖あやかしが堂々としてんじゃねーよっ」

　光流はゆき乃の腕うでをつかんで、見下ろした。絶対に逃にがさないという感じだ。

（……この人、私を妖よう怪かいだって言ってるの？）

　ゆき乃は、光流を見上げる。

「あの……私は……」

　それ以上、言葉が続かない。そんな、ゆき乃を見て光流は「フッ」とかすかに笑った。

「さすが……妖っつーだけに、ツラはキレイなんだな」

　光流は、軽けい蔑べつした眼まな差ざしでゆき乃を見る。そして、ゆき乃のあごに手をかけると、乱暴に顔を上げさせた。

「このツラは、男を……いや、人間を惑まどわすための道具だろ？　妖怪っ！」

「なっ……違います。私は巫女みこです！」

　ゆき乃は、光流の手を振ふりほどこうと、抵てい抗こうした。しかし、ゆき乃の腕をつかむ力は、更さらに強まる。

「噓うそつくんじゃねーよ。観念して正体を現せ！　妖怪がっ！」

　光流は、ゆき乃の耳元で怒ど鳴なった。

　──お母さんはね、稲荷いなり神しん使しなのよ──

　ゆき乃の耳に、夢の中の母の言葉が蘇よみがえる。ゆき乃は自信なさげに掠れた声で呟つぶやいた。

「……私は……私は……神使よ」

　ゆき乃の呟きを聞き逃のがさなかった光流は、眉まゆ根ねを寄せて睨む。

「はぁ？　神使だぁ？　ふざけんじゃねぇっ！　神の使いがなんで妖よう気きをまとってんだよ。最近、この辺りを騒さわがせてるのはお前だろっ!?」

　光流は持っていた御ご幣へいで、ゆき乃を桜の木に押さえつけた。神器であるはずの御幣は、今やゆき乃を押さえつける杭くいとなり、紙垂しではガサガサと音を立てる。

「私、騒ぎなんて知りません！　本当に何のことか分からないんです！」

　ゆき乃は、桜の木に磔はりつけのようにされながら、訴うつたえた。

（どうしよう！　お母さんっ！）

　母を呼びながら無意識に公園の隣となりの駄だ菓が子し屋を見つめる。駄菓子屋は数年前に廃はい業ぎようし、シャッターが閉まっている。

　その時、

「おーい！　藤原くん！　ゆき乃ちゃーん！」

　花川戸二丁目町会の町会長、辰が小走りで二人に近づいてきた。光流はチラリと辰を見てからゆき乃の耳元で呪じゆ文もんのような言葉を囁ささやく。

「波羅伊玉意喜餘目出玉」

（……声が出ない！）

　光流の囁きを聞いたゆき乃は、言葉を発する事が出来なくなっていた。見えない力により、ゆき乃の喉のどは押さえつけられている。声の代わりに涙なみだが溢あふれる。辰は、すぐ近くまで来ている。

「いいか、俺に合わせろ」

　光流は、ゆき乃の涙など気に留めない。小声でゆき乃にそう言うと、笑え顔がおで辰を振り返った。その瞬間に光流は口の悪い神かん主ぬしから、浅草神社の光源氏に変へん貌ぼうした。

「町会長、どうされました？」

「いやいや、藤原くんに話があってね……ん？」

　辰が泣いているゆき乃に気づき、驚く。

「あれ？　ゆき乃ちゃん、どうした？　なんで泣いてんだ？」

「ゆき乃さんは、私の神事に涙を流すほど感動してくれたそうなんです。そうなんですよね？　ゆき乃さん？」

　ゆき乃は濡ぬれた瞳のまま、コクコクと頷いた。

「そうかぁ、ゆき乃ちゃんも巫女さんだからなぁ」

　辰はゆき乃の肩かたをぽんぽんと慰なぐさめるように叩たたいた。

「本当に……巫女でしたか」

　光流は、ゆき乃を一いち瞥べつする。

「……どちらの神社の？」

　光流は微笑ほほえんでそう尋たずねるが、辰には分からないようゆき乃に鋭するどい眼差しを向ける。

「ゆき乃ちゃんはね、向島の三囲神社の巫女さんだよ」

　光流は三囲神社と聞いて、「あぁ」と声をあげた。そのキーワードは光流を納なつ得とくさせたのだ。

「三囲神社ですか。なるほど、白びやつ狐この……」

「白狐？　ああ、三囲神社の白狐伝説かい？」

　白狐伝説によって三囲神社と名がついて以来、三囲神社は白狐が守護していると言われており、昔は境けい内だいに何度も白狐が現れたという。

　白狐伝説の事を尋ねた辰を、光流は「いえ」と言って笑顔で流した。

「ところで町会長、お話とは何でしょう？」

　光流が話題を変えると、辰は思い出したかのように慌あわてて話し出す。

「そうそう。最近、このあたりに……出るって噂うわさ、聞いたことないかい？」

　辰は昼間の公園で、怪かい談だん話をするように小声で言った。

　冷たい春の風が、花川戸公園を舐なめるように過ぎて行った。
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　満開の桜の中、暖かかった空気が急に冷たくなる。太陽が雲に遮さえぎられたのだ。声の出ないゆき乃は、辺りを見回す。

「噂って、もしかして老ろう婆ばの幽ゆう霊れいの噂ですか？」

　光流も辰につられて小声になる。

「それだよ。もう何人も被ひ害がいにあってるんだよ。実は……うちの孫もひどい目にあったんだ」

　辰は最近、花川戸界かい隈わいに現れる白しら髪がの老婆の話を始めた。







　夜──。

　老婆がすすり泣きながら、着物の裾すそを引きずって歩いている。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　それを見かけた人は、心配して声をかける。すると、老婆はゆっくりと振り返る。

　その両目は白はく濁だくしている。

　そして、老婆はニターと笑い、目に見えないくらいの速さで動き、首を絞しめてくる。

「苦しい！」そう思った瞬しゆん間かんに老婆は忽こつ然ぜんと姿を消す。そして、襲おそわれた人は皆みな、意識を失い、その場に昏こん倒とうしてしまう。

　その後、被ひ害がい者しやは頭を割られるような頭痛と高熱に数日間、苦しめられるという。

　他にも、この花川戸公園にある池の水面に立つ老婆の目もく撃げき証言もあるらしい。

　先週は、老婆に遭そう遇ぐうし驚おどろいた中年の男性が尻しり餅もちをついて手首を骨折、その噂を聞きつけ面おも白しろ半分に肝きも試だめしに来た若者たちが、老婆に遭遇した道路上で意識を失い、救急車が数台出動するという騒ぎも起きた。

「……ということなんだよ。うちの孫も老婆を見ちまって今日も寝ね込こんじまってるし。この辺りの年寄りや子供は怖こわがって外に出ないし、幽霊の噂が大きくなって肝試しのスポットになってるみたいなんだよ」

　辰は困った顔をしながら頭をかいた。肝試しに来る若者たちは夜中に大声で騒ぎ、静かな下町である花川戸の平安は崩くずされた。

「町会役員で警備したって若者も幽霊もいなくならないし。だったら噂の根源を退治してもらおうってことで。ぜひ浅草神社にお祓はらいをお願いしたいんだ」

　そう言うと、辰はしっかりと頭を下げた。

「藤原くん、頼たのむ」

　そして、光流の瞳ひとみに訴える。

「町会長、ぜひ、私にやらせてください。むしろこちらからお願いしたいくらいです」

　光流は微笑んだ。

「そうか！　ありがとう藤原くん！」

　辰は光流の手を取って、力強く握あく手しゆをした。そして、笑顔の裏に隠かくしていた心の内を吐と露ろする。

「せっかく町会事務所を新築しておめでたいってのに、幽霊の噂が心に引っかかってねぇ」

「私も老婆の幽霊の噂を聞いて気になっていたんです。そこで、提案なんですが……」

　光流は声を封ふうじられて、口のきけないゆき乃をチラリと見た。

「ゆき乃さんにも手伝っていただきたいと思っています」

（はい!?）

　ゆき乃は目を丸くして光流を見る。

「おぉ、いいじゃないかっ！　浅草神社と三囲神社が協力して幽霊退治をしてくれるのかい」

　辰の表情から不安の色が消え、人の好よさそうな笑顔が蘇よみがえった。

「俺に縁ゆかりある二社が引き受けてくれるとは、ありがたい話だ」

　声の出ないゆき乃の前で光流と辰は話し合い、色々と決めてしまう。早さつ速そく、今日の夕方、光流とゆき乃がこの花川戸公園でお祓いの神事を行う。

　──ということになってしまった。

「じゃあ、何かあったら連れん絡らくくれよー」

　そう言い残して辰は、町会事務所の竣しゆん工こう式に戻もどっていった。光流は笑顔で辰を見送る。

「……」

　声の出ないゆき乃は、光流を睨にらむ。

「なんだ？　文句あるのか？　妖よう怪かい」

　そう言うと光流は再び、ゆき乃の耳元で何か囁ささやき、最後に「スッ」と息を吹ふきかけた。その瞬間、喉のどを締しめ付けるような感覚から解放される。

「ゲホ、ゲホ！　ちょ……何するんですか！」

　咳せきこんだせいで、涙なみだ目めになりながらゆき乃は抗こう議ぎした。

「妖怪に効く『声封じの詞ことば』だ」

「私は妖怪なんかじゃないわ！」

　ゆき乃は小声で叫さけんだ。

「お前、三囲神社の白狐なんだろ？　つーことは妖怪上がりだろーが！　全部お見通しだ、バカ！」

「……それは、ただの伝説で私とは関係ないです」

　ゆき乃は、小さな声で言った。三囲神社を守護する稲荷いなり神しん使しの白狐は、元々は強力な妖よう狐こであったと言われている。その伝説と、何度も見る母の夢が重なる。

「ハハ、どうした？　もう詞ことばは解いたぞ？　もっと言い返せよ」

　光流は嘲あざ笑わらった。

「どうして私と幽霊退治なんて勝手に決めるんですか？　なんで妖怪なんて言うんですか？」

　言いたいことが山ほどあるゆき乃は、脈みやく絡らくなく質問をぶつけた。しかし光流は、質問には答えず、真しん剣けんな顔をして、ゆき乃の腕うでをつかみ身体からだを引き寄せる。ゆき乃は、ほのかな香こう水すいの香かおりに包まれた。

「な、何するんですか？」

　ゆき乃は腕を伸のばして抵てい抗こうするが、光流には効かない。

「お前、歳いくつ？　もう大人になった？」

「はい!?」

　ゆき乃は離はなれようともがくが、光流は、しっかりとゆき乃を抱だき、耳元で囁いた。

「俺のものになれよ……」

（なっ！　何、この人！）

　ゆき乃は返事の代わりに、光流の頰ほおを思いきり平手で打った。

「いってー！　何すんだ女め狐ぎつね！」

「神職の方の発言とは思えません！　さっきの神事、素す晴ばらしかったのに。見み損そこないました！」

　頰を手で押さえ、顔を歪ゆがめる光流に、ゆき乃は息を荒あらげて言い放った。

「勘かん違ちがいすんな、キツネ！」

「私には、三井ゆき乃という名前があります！」

「分かった、ゆき乃。聞け！」

　ゆき乃の剣けん幕まくに光流は多少たじろぐ。

「今回の件が片付くまで、俺の式神になれって言ってんだよ」

「式神？　何ですかそれ？　イヤです」

　ツンと、ゆき乃は顔をそむける。

「俺を主あるじとして俺に使し役えきされるんだ。お前が俺の式神になれば、お前の力を使って怪かい異いを祓える。お前にはそれが出来る力がある」

　光流は、すでに主であるような高圧的な態度で言った。

「私の力？　私に力なんてありません。それに、私の力なんか頼たよらないで自分でやればいいじゃないですか」

「は？　なんだと？」

　光流の表情が引きつる。藍あい色いろの瞳が青く輝かがやき出した。

「……俺に逆らえると思ってんのか？」

　光流は、音を立て御ご幣へいを大きく振ふった。その瞬間、波が砕くだける轟ごう音おんが響ひびく。

「きゃあ！……う、海？」

　桜咲さく公園にいたはずのゆき乃は、春の陽ひ射ざしの大おお海うな原ばらの海面に立っていた。爽さわやかな春の海だ。底が見えそうなほど水は澄すんでいるが、底が見えるほど浅くはないようだ。ゆき乃の革かわ靴ぐつに海水がかかる。泳げないゆき乃は、かろうじて立ってはいるが、膝ひざが震ふるえる。少しでも動けば、足の届かない深い海に沈しずんでしまいそうだ。

「フッ……お前泳げねぇだろ？　狐きつねは水が苦手なはずだ。動けば、沈むぞ」

　海の色の瞳を輝かせ、海面に余よ裕ゆうの表情で立つ光流。ゆき乃の反応を面白がっているように見える。

「なんなんですか、これ！　ここ、どこですか！」

　ゆき乃は、声を張り上げた。

「俺の神通力は、綿わだ津つ見み大おお神かみの力だ。お前も巫女みこなら知ってるだろ？　綿津見大神は海の神だって」

　ゆき乃はどこまでも広がる大海原を見た。幻まぼろしにしてはリアル過ぎる。一いつ瞬しゆんにしてどこかの海へ移動させられてしまったようだ。

「協力しないなら、ここに封ふう印いんしてやるよ。お前みたいな怪あやしいモノ、今のうち封印した方がいいだろ」

「封印!?」

「封印されれば、そこから動けないまま、親とも友だちとも金こん輪りん際ざいサヨナラだな」

「そんな。あなたにそんなことする権利があるんですか！」

　ゆき乃は、浅草神社の光源氏との出会いを心から後こう悔かいした。

「いちいち、わめくなよ。うぜーな。何も、ずっととは言ってねぇんだ。今回だけ協力してくれりゃあいい。仮契けい約やくってとこだ。そうしたら、ここから出してやる」

　光流は御幣を肩かたに担かつぎ、片方の口角を上げた。ゆき乃は、引きつった表情で足元の海面を見る。訳も分からず自分が狐や妖怪扱あつかいされ、このまま封印されるのは嫌いやである。その上、幽ゆう霊れい騒さわぎに困っている辰の顔を思い出すと、協力したほうがよいという考えが頭を支配する。

　今回限りの式神契約で封印を避さけられ、辰や花川戸の人々の笑え顔がおが取り戻せるなら──。

　選せん択たく肢しは一つしかないのだ。

「……協力します。式神やります。でも、あなたの為ためじゃありませんから！」

　後半部分を、ゆき乃は涙声で叫ぶように言った。

「フン、ひと言余計だ！」

　面めん倒どうくさそうにバサリと御幣を振る光流。

「……！」

　ゆき乃はハッとする。蜘蛛くもの糸のような柔やわらかな糸が、体を縛しばった気がした。しかし、その直後、陽射しに輝く春の海と共に縛られた感覚も消えた。

「あれ……？」

　ゆき乃は、さっきと変わらず花川戸公園の桜の木を背に立っていた。一歩も動いてはいなかったのだ。光流の見せた幻は完かん璧ぺきにゆき乃を騙だましたのだ。恨うらめしそうに光流を見るゆき乃。

「浅草神社の光源氏が、こんなに俺様で性格が悪いなんて知りませんでした」

　その冷ややかな視線と言葉を、光流は鼻で笑った。

「知らなくて結構。今から俺が主だからな、俺の言うことは絶対だ。分かったか、狐」

　光流は不敵な笑みを浮うかべ、御幣の先をゆき乃に向けた。瞳ひとみの色は青から藍色に戻っている。

「……はい、分かりました。でも、私のことを妖怪とか狐とかって呼ぶのやめてください！　私は本当に、ただの巫女で……」

「へいへい……」

　光流は、馬ば鹿かにした表情で返事をする。ゆき乃を自分の思い通りになる小こ娘むすめだと思っているようだ。

　ゆき乃は、悔くやしさから奥歯を嚙かみしめる。主だというこの神かん主ぬしは、どんな思いでゆき乃が式神を引き受けたのか分からないらしい。

「じゃあ、まずは社務所で打ち合わせと準備だな」

「……はい」

　ゆき乃は、絶望と怒いかりで声を詰つまらせる。

「あ、もうすぐ昼だけど、仲なか見み世せあたりでなんか食うか？　おごってやるよ」

　フンと鼻を鳴らして、光流は得意げに言った。

「せっかくですがお断りします。午後に社しや務む所しよにお伺うかがいします。失礼します！」

　ゆき乃はきっぱりと断ると、光流に背を向け、歩き出した。

「おい！」

　背後で光流の声が聞こえたが無視をする。途と端たんに、我が慢まんしていた涙が堰せきを切って溢あふれ、嗚お咽えつが漏もれそうになる。ゆき乃は光流の失礼な態度に腹を立てていた。そして、初めて見せられた神通力と、その神通力を持つ光流との出会いに動どう揺ようした。

（……どうしよう、どうしよう、どうしよう、どうしよう……）

　答えは出てこない。ふと、キヨ子の駄だ菓が子し屋が視界に入る。

「ゆき乃ちゃんのことは、おばあちゃんが守ってあげるからね」

　その時、キヨ子の言葉がゆき乃を温かく包んだ。いつの間にか、ゆき乃は（おばあちゃん……おばあちゃん……）と、心の中でキヨ子を繰くり返し呼んでいた。

　ゆき乃は、キヨ子の駄菓子屋を目指して歩く。小学生の頃ころは、困ったことがあると、忙いそがしい父、意地悪な姉よりもキヨ子に相談していた。月に何度もキヨ子を訪ねたものだ。しかし、歳を重ねるごとに、ゆき乃の世界は広がっていき、徐じよ々じよに足は遠のいていった。ゆき乃がキヨ子を訪ねるのは、一年ぶりである。

　光流との衝しよう撃げき的てきな出会いに動揺するゆき乃の足は、どんどん速まっていく。店てん舗ぽだった間口はシャッターが下りているが、昔ながらの引き戸の玄げん関かんは、少しだけ開いている。ゆき乃は涙なみだを拭ふいて、戸のすき間まから中を窺うかがおうとした。すると、引き戸は勝手に勢いよく開いた。

「アンタ、まだいたのかい!?　私はどこにも行かないよ！　何度来たって同じだよ！」

「……おばあちゃん」

　一年ぶりのキヨ子は、以前とはガラリと雰ふん囲い気きが変わってしまっていた。鬼おにの形相で睨にらみつけ、怒ど鳴なるキヨ子にゆき乃は言葉を失う。息をするのも忘れ、ゆき乃はキヨ子を見つめた。

　ゆき乃が知るキヨ子は、ふんわりとした茶のショートヘアであったが、今は総白しら髪がである。頭の後ろでキュッと一本に結ゆった白髪頭は、更さらにきついイメージを与あたえる。

　この変へん貌ぼうぶりは周囲の人々がキヨ子をボケてしまったと思うのも、悲しいが納なつ得とく出来てしまう。

「……ん、アンタ、ゆき乃ちゃんじゃないかい？」

　ゆき乃は、コクリと頷うなずいた。すると、キヨ子は以前と同じ優やさしい笑顔になった。いつも子供達に囲まれている駄菓子屋の優しい女主人の顔だ。

「……おばあちゃん、どうしたの？」

　ゆき乃は声を詰まらせながら、やっと尋たずねた。

「いや、またお役所が来たのかと思ったのよ。それより、ゆき乃ちゃん。久しぶりねぇ」

「おばあちゃん……」

　以前と変わらないキヨ子の笑顔と口ぶりに、ゆき乃は安あん堵どした。

「あのね、私ね、近くへ用事があって寄ったの。突とつ然ぜん、ごめんなさい」

「いつでも大だい歓かん迎げいだよ。来てくれてありがとう」

　キヨ子は嬉うれしそうにゆき乃の手を握にぎった。

「おばあちゃん……あのね……」

　その手の温かさに、ゆき乃の瞳は再び潤うるみ始めた。

「あらあら、どうしたんだい。上がってお茶でも飲んで落ち着きなさいな」

「うん、ありがとう。おばあちゃん」

　ゆき乃は、泣きながら笑顔を作った。

　キヨ子はゆき乃に温かいお茶を出した。それは、昔のキヨ子の言葉と同じく温かかった。

「ゆき乃ちゃん。何があったの？　おばあちゃんに話してごらん」

「うん……」

　ゆき乃は、慎しん重ちように話し出した。

「あのね、浅草神社の若い神主さんに会って……」

「三さん社じや様さまの若い神主？　じゃあ、倅せがれの方だね」

「うん……」

　地元の人々は、浅草神社を三社様と呼ぶ。生まれてからずっと浅草に住むキヨ子は、光流を知っていたようだ。

「意地悪でもされたのかい？」

　ゆき乃は首を振ふったが、涙がポタポタと零こぼれ落ちた。

「その神主さんとね、一いつ緒しよに仕事をすることになったんだけどね……私、自分が分からない……ごめんなさい、私、混乱してて」

　そう言うと、ゆき乃は両手で顔を覆おおって泣き出してしまった。

「あらあら、ゆき乃ちゃん、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ゆき乃の向かいに座っていたキヨ子は、緩かん慢まんな動きで立ち上がり、ゆき乃をふんわりと抱だいた。高価な線せん香こうの匂においは、懐なつかしいキヨ子の匂いだ。キヨ子の腕うでの中は、安心して安らげる場所に思えた。

「私、不安なの。おばあちゃん、助けて……」

　ゆき乃は心の内を打ち明け、キヨ子に抱きついた。

「よしよし、大丈夫よ。おばあちゃんが助けてあげるよ」

　ゆき乃と一緒にいる今のキヨ子は、昔と何も変わっていなかった。

「ゆき乃ちゃんを泣かせるなんて悪い神主さんだねぇ。ゆき乃ちゃんのことはおばあちゃんが守ってあげるからね」

　キヨ子の年老いた手が、ゆき乃の髪かみを優しく撫なでる。

「ゆき乃ちゃんはおばあちゃんの娘むすめに、そっくりなの。このきれいな黒くろ髪かみが特に……」

　小さい頃、何度も聞いた言葉だ。しかし、その声は奇き妙みようなほどにしゃがれて聞こえた。

「おばあちゃん！」

　ゆき乃は子供のように、わんわんと泣いた。

　キヨ子の奇妙なしゃがれ声も、孫が娘に変わっていたことも、ゆき乃は些さ細さいな事として気にしなかった。
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　キヨ子と別れ、三囲神社に戻もどったが、まだ父の雪雄は帰っていなかった。

　ゆき乃は、光流に式神になれと言われたことを父の雪雄に黙だまっていようと思った。以前、何度も見る母の夢のことを父に尋ねたが、その時の父の戸と惑まどった様子を思い出すと、相談するのがためらわれたのだ。

「今回の花川戸の件が終わるまでのことだもの。お父さんに心配かけたくないから、黙っていたっていいよね、お母さん？」

　ゆき乃は、写真立てへ問いかけた。母の写真である。

　ゆき乃の母は、二人の幼い娘を残し、若くして亡なくなっていた。

　写真の中の母は、着物姿で微笑ほほえんでいる。ゆき乃は、この写真の母が大好きだ。その優しい微笑みは、どんな質問にも優しく答えてくれている気がするのだ。

　残っている母の写真は、この一枚だけだ。

　母が亡くなったのは、ゆき乃が五歳の時である。記き憶おくの中の母は、ぼんやりとしている。時々、夢に登場する母も、顔ははっきりとしていない。写真の母と変わらない気もするし、全く違ちがう気もする。

　透すき通るような色白の肌はだと、墨すみのような艶つややかな黒髪と、鈴すずのような優しい声が、かすかに母の記憶として残っているだけだ。

「お母さんは稲荷いなり神しん使しなの？　あれはただの夢だよね？　私、狐きつねじゃないよね？」

　ゆき乃は、母が真っ白な狐になり、去って行く後ろ姿を思い出す。しかし、それは夢の中のシーンだったはずだ。

　浅草神社の藤原光流は、その夢を知っているかのように、ゆき乃を白びやつ狐こだと言った。しかも、強力な神通力を持つ稲荷神使だという。稲荷神使はただの狐ではない。霊れい獣じゆうとしての狐を示す。山の神や、稲荷神の神の使いである狐だ。

「私、ただの巫女みこなのに。あの人はなんであんなことを言ったんだろう。お母さん、私……怖こわいよ」

　母は変わらない笑え顔がおでゆき乃を見ている。しかし、その母の笑顔は、いつものようにゆき乃を安心させることが出来なかった。

　不安な気持ちを抱かかえたまま、巫女の衣い装しようや神器、筆記用具をカバンにつめる。

「お母さん、私どうなっちゃうの？」

　頭がグルグルするような、目眩めまいに似た感覚を振り払はらおうと、ゆき乃は頭を振った。







　軽く昼食を済ませ、光流が待つ浅草神社へ向かう。ゆき乃は、再び言問橋を渡わたり、浅草へやってきた。

　午前中、光流と出会った花川戸公園を通り過ぎ、重要文化財である朱しゆ色いろの二天門から浅草寺境けい内だいへ入る。

　浅草神社は、浅草寺境内にあり、浅草寺本堂のすぐ隣となりにある。観音様を祀まつった三人の賢けん人じんを祭神とした、平安時代よりも前に創建された由ゆい緒しよある神社だ。地元の人々には三さん社じや様さまの愛あい称しようで親しまれている。

　江戸三大祭の一つであり、多くの人に知られる三社祭は、浅草神社の祭礼である。

　四月の初めである今は、三社祭ほどの賑にぎわいはないが、浅草は人気の観光地だけあり、人は多い。

　ゆき乃は一礼して鳥居をくぐり、社しや殿でんをお参りしてから光流の待つ社務所に向かった。

「はい」

　浅草神社の社務所のインターホンを押すと、女性の声で返事があった。ゆき乃は緊きん張ちようの面おも持もちでインターホンに向かって話す。

「三囲神社の三井ゆき乃と申します。藤原光流さんとのお約束で参りました」

「はい、伺うかがっております。少々お待ちくださいませ」

　ゆき乃は声の主の女性を待った。

（……あの人に会いたくないな）

　花川戸公園での光流の横暴な態度を思い出すと、ここから逃にげ出したくなる。

「きゃあ！」

　大きな音に驚おどろいてゆき乃は声を上げた。引き戸が乱暴に、勢いよく開けられたのだ。

「おぅ、ちゃんと来たな」

　ゆき乃を出で迎むかえたのは、インターホンの女性ではなく、藤原光流だった。光流は、ゆき乃が来たことにホッとした様子だ。

（なんか、チャラい……）

　神かん主ぬしの装束から私服に着き替がえている光流は、腰こしまである黒のカーディガン、ジーンズ、首元にはボリュームのあるストールを巻いている。烏え帽ぼ子し姿から一変して、クセのある黒髪は今どきのヘアスタイルだ。

「あの、先さき程ほどはすみませんでした。お約束どおりお伺い致いたしました」

　ゆき乃は嫌いやみのように、礼れい儀ぎ正ただしく挨あい拶さつをした。

「おう、上がれ、上がれ」

　そんなゆき乃の思おも惑わくも跳はね返し、光流は嬉うれしそうに軽く答えた。

　ゆき乃は社務所に通され、あぐらで座る光流の向かいに正座する。

（うぅ……なんか気まずい……）

　居い心地ごこちの悪さに、ゆき乃は俯うつむいて自分の指先を見つめる。そのゆき乃の居心地の悪さは、向かい合う光流にも伝でん染せんしたようで、光流は急に大人しくなった。しばし沈ちん黙もくの後、光流は重たそうに口を開いた。

「昼飯……食ったのかよ」

　気まずさを誤ご魔ま化かすように、ふて腐くされてボソッと聞いた。

「あ、はい。食べてきました」

「そうか……」

「……」

　会話に詰つまったゆき乃は、仮の主あるじである光流に尋たずねた。

「あの私、なんとお呼びしたら良いですか？」

「何？　俺を？」

「はい。藤原さんとお呼びしていいのでしょうか？」

「あー……ピカルかな」

「はい？」

（……ピカル？）

　ゆき乃は固まってしまった。目の前の光流は真しん剣けんな顔でゆき乃を見つめている。

「ぷっ……アハハ」

　リアクションを待ってる光流の顔が、おかしくなって、ゆき乃は噴ふき出してしまった。

「はぁぁ、良かったぁ」

　光流は大きなため息をついて言った。

「……？」

　ゆき乃は、首を傾かしげる。

「怒おこらせちまったと思ってたから、良かった」

　光流は安心した様子で髪かみをかきあげ、笑う。

（思ったより性格悪くないのかな？）

　笑顔の光流に、ゆき乃は微笑もうとした。

「狐の祟たたりは強くて、しつけぇからな」

　茶ちや化かすような光流の狐という言葉に反応し、ゆき乃は光流を睨にらむ。

「私のことを狐って呼ぶのやめてください！　本当に私は、ただの巫女で……」

「はいはい。おーこわ。別に見た目は人間と変わらねぇんだから、そんな気にしなくてもいいだろ？　俺のことはフジワラでも、ヒカルでも好きなように呼んでくれていい」

「……はい、藤原さん」

　ゆき乃は、唸うなるように光流の呼び名を口にした。

　突とつ然ぜん、光流は深刻な表情になる。

「……ここへ来たってことは式神として協力してくれるってことでいいんだな？」

　花川戸公園では選せん択たく肢しは無いに等しかったのに、今さら決意を尋ねてくる光流にゆき乃は苛いら立だった。

「だって、そうするしかないじゃないですか！　だいたい、なんで私なんですか？」

「いちいち怒んなよ……俺だってそうするしかないんだから」

　光流は吐はき捨てるように言った。

「……え？」

　ゆき乃は口をつぐんだ。どういう意味かは分からないが、ゆき乃を必要だと遠回しに言っているようだ。今は、花川戸公園での攻こう撃げき的てきな光流ではない。ゆき乃には、藤原光流という人物が、ますます分からなくなってきた。

「知ってると思うけど、俺は浅草神社の神主で藤原光流。十九歳」

　そこまで早口に言うと、急に小声になる。

「副業で妖よう怪かい退治をしてる」

「妖怪退治……」

　ゆき乃も小声になり、繰くり返した。藤原光流という男は、神主でありながら陰おん陽みよう師じのようなことをしているようだ。

（じゃあ、今回が初めてじゃないんだ）

　少しだけ、ゆき乃は安心した。

「副業のことと、俺の力は他言するなよ？」

「はい、分かりました」

　ゆき乃は頷うなずく。光流は神通力を持っていることを周囲に隠かくしているようだ。

「んで、お前は？」

　光流は、あごでうながす。

「はい。私は三囲神社の三井ゆき乃、十六歳です。浅草第一高校の二年生です」

「お前、女子高生なの？　ガキじゃん」

　光流は鼻で笑う。

（ガキ？）

　ゆき乃は眉まゆ根ねを寄せるが、今は言い返したい気持ちを飲み込んだ。今のゆき乃にとって、ガキと言われることよりも式神になる不安の方が大きな問題だ。

「藤原さん……式神の件、今回だけという約束で引き受けましたけど……私、どうしたらいいか分からなくて……私なんて、何も出来ないです」

　自分でも分からない自分の正体、式神になるということ、老ろう婆ばの幽ゆう霊れい退治のこと、不安要素はいくつもある。静かな生活を送ってきたゆき乃には、これから何が起きるのか想像がつかない。短時間で生まれた多くの悩なやみに押しつぶされそうだった。

「……」

　しかし、光流は不ふ機き嫌げんそうに、ゆき乃の瞳ひとみを見つめた。瞳の奥よりさらに奥を覗のぞかれているような気持ちになり、ゆき乃は目を伏ふせる。

「そんなに強い力を持ってんのに何が不安なんだよ？　ハナっから出来ないって決めつけて、『私なんて』っていうヤツ、俺は嫌きらいだ。だってお前、今日俺に言われるまで自分の神通力に気づいてなかったんだろ？　やってもいないのに出来ないなんて言うな」

　そう言った後、ハッとする光流。

「あ……ワリぃ」

　光流は気まずそうに唇くちびるをかんだ。思わず、ゆき乃が十六歳の少女であることを忘れて、真ま面じ目めに説教をしてしまった。

「私、自覚が無いんです。神通力なんて……全然分からないんです！」

　ゆき乃は、今にも泣きだしそうな声でそう答えた。

「わ──！　おい！　泣くな！　ぜってー泣くなよ！」

　光流は慌あわてる。

「お前が不安なのは分かった。何でも初めては不安なもんだ。俺に任せとけばいいから安心しろ！」

　ゆき乃は、泣き出しそうになる気持ちを抑おさえて頷く。

「はぁぁ。なんなんだよ、笑ったり泣いたりよぉ。花川戸では俺をフルスイングで殴なぐるほど強気だったのに、泣き虫キツネ！」

「だって、藤原さんだって花川戸では異常なくらい意地悪だったじゃないですか」

「異常は余計だ」

「それと、私のことを狐きつねって呼ばないでください。私は三囲神社の巫女みこなだけです」

「あーはいはい。すいません。お前は普ふ通つうの女のコだ……でもな、そのうち分かるはずだ……」

　その時、

「失礼します」

　先さき程ほどのインターホンの女性の声が障子の外から聞こえた。

「光流さん、お茶をお持ちしました」

「はい、どーぞ」

　光流の返事と同時に障子が開き、巫女装しよう束ぞくの美しい女性が入ってきた。二十代後半くらいだろうか。不思議な妖よう艶えんさを持つ女性だ。

「お茶をどうぞ」

　ゆき乃の前に煎せん茶ちやと浅草神社御ご用よう達たしのお菓か子しが置かれる。

「あ、ありがとうございます」

　ゆき乃は美しい巫女の女性に頭を下げた。巫女の女性は、ゆき乃に柔やわらかく微笑ほほえむ。

「私わたくし、浅草神社の巫女をしております美み津つと申します。宜よろしくお願い致いたします」

　美津と名乗った巫女は、畳たたみに両手をつき、丁てい寧ねいな挨あい拶さつをした。

「三囲神社の三井ゆき乃です。宜しくお願い致します」

　緊きん張ちよう気味のゆき乃に微笑んだ美津は、光流に視線を移す。

「光流さん、こんな美人さんを泣かしたらダメですよ」

　光流をからかう美津。

「お、俺、泣かしてないですよ！」

　光流は慌てて抗こう議ぎした。

「ふふふ、そうなんですか？」

　二人の会話が聞こえていたのか、美津は意味ありげに笑った。

「あの、美津さん。美津さんにも話があるんで、また後で来てもらえます？」

　光流は、美津を部屋から追い出すように急せかした。

「あら、なんでしょう。では、ひとまず失礼します」

　美津は柔らかく笑って、立ち上がる。

（ホントにキレイな人……）

　ゆき乃は、部屋を後にする美津の後ろ姿を見つめた。

（あれ!?）

　ゆき乃はパチパチと目を瞬またたく。

　美津の後ろ姿に一いつ瞬しゆん、金色の尾おのようなものが見えた。豊かな金色の毛並みが、美津の腰こしから足元にかけて揺ゆれた気がしたのだ。しかし、次の瞬しゆん間かん、障子はスッと閉じられ見えなくなった。

「……何か、見えたか？」

　瞬きを繰り返すゆき乃に、光流はお茶をすすりながら聞いた。

「あの……美津さんの後ろに……」

　ゆき乃はどう伝えていいか分からず、しどろもどろに答える。

「ああ、あの人、キツネだよ」

「えぇっ！」

[image: ]

　いとも簡単に光流の口から出た言葉に、ゆき乃は口元を両手で押さえた。

「飛ひ驒だのお美み津つ稲荷いなりのお美み津つ狐ぎつねだよ。うちに修しゆ行ぎように来てんだ」

「お美津稲荷……」

　聞いたことがある名だった。

「しかもオス。女に化けてる」

「えぇ！」

　ゆき乃は、さっきの美津の美しい容よう貌ぼうと所作を思い出す。

　言われてみれば「お美津稲荷」はお美津という美しい娘むすめに化ける狐を祀まつった稲荷であったのを思い出した。お美津狐とその仲間の話は、飛驒地方、下げ呂ろ温泉周辺では有名な昔話である。

「ふっ……驚おどろいてばっかりだな」

　光流はニヤニヤしながら言った。ゆき乃の反応を面おも白しろがっている。

「……だって、本当に狐が人間に化けて生活しているなんて、おとぎ話の中だけだと思っていました。そんなことが現実にあるなんて……」

　信じられないような真実が、光流にとっては当たり前のことなのだとゆき乃は思った。

「あー、まあ、美津さんみたいな稲荷神しん使しが紛まぎれて生活してるってのは現代では稀まれだから。俺んとこの親父おやじだって、職員だって気づいてないし」

「そうなんですか？」

　美津の正体が見えた自分は、やはり普通の人とは違ちがうのだろうかとゆき乃は思った。

「美津さんは上手うまく化けてたけど、なんかの拍ひよう子しに耳と尻尾しつぽが見えてさ、ちょーっと懲こらしめたら泣いて白状したってワケ」

「藤原さん……ひどいですね」

「なんでよ？　自分んとこの神社に妖あやかしが紛れてたら、一大事だろ？」

「まぁ、そうですけど……」

　そんな事態は神社の品格、祭神の神格に関かかわる。しかし、美津も自分と同じように光流に脅おどされたのかと思うと、この若き神かん主ぬしが更さらに憎にくく感じる。

「私、自分では分からないんですが、私にも耳や尾があって、藤原さんにはそれが、見えるんですか？　だから花川戸公園で私を狐だって言ったんですか？」

　ゆき乃は、頭の上を両手で押さえ、光流の藍あい色いろの瞳ひとみに尋たずねた。

「お前は実体が人間だから耳や尾なんてねぇだろ。耳生えてたらアキバでバイトさせてるわ。あの時は、お前の中に妖よう気きに似た強力な神通力があるって感じただけだ。それに、三囲神社って言ったら白びやつ狐こだろ？」

「私の……中にですか？」

　ゆき乃は難しい顔をして、両手で自分の胸を押さえた。

「お前は、まだ気づいてないだけだ。ま、いいや。お茶飲んで？　うちのうまいよ」

　光流は、自信を持って煎茶を勧すすめた。

「頂きます」

　浅草神社御用達の煎茶は、とても良い香かおりがした。そのお茶の温かさは、ゆき乃の不安を少しだけ小さくした。

「で、老ろう婆ばの霊れいだけど、お前、見当ついた？」

　ゆき乃は、首を振ふる。

「私には全然……藤原さんは、見当がついたんですか？」

「当たり前だろ。俺を誰だれだと思ってんだよ。あれはな、老婆の幽ゆう霊れいなんかじゃねぇよ」

　光流は、花川戸公園の中にある姥うばが池の伝説を語り始めた。







　はるか昔、浅草寺の周辺が浅茅ヶ原と呼ばれていた頃ころ。

　荒あれ地ちに一いつ軒けんのあばら家があった。

　それは、浅茅ヶ原の一つ家やと呼ばれた。

　そこには、老婆と美しい娘が住んでいた。

　浅茅ヶ原には奥おう州しゆう（東北）と下総しもうさ（千葉）への小道が通っており、多くの旅人がその小道を利用していた。

　日が暮れて困っている旅人を美しい娘があばら家へ誘さそい、老婆は親切にもてなし、一晩の宿を旅人に与あたえる。

　夜になり旅人が眠ねむりにつくと、老婆は天てん井じように吊つるしてある石いし枕まくらの縄なわを切る。

　石枕は、あばら家が揺れるほどの大きな音を立てて落ちる。

　老婆はニヤリニヤリと笑いながら、しゃがれた声で歌を口ずさんだ。

「ああ、面白い、面白い。ああ、やめられない。やめられない。今夜も落とそう石枕」

　老婆は、頭部を割られた旅人の懐ふところから財さい布ふを抜ぬいた。財布の中身を勘かん定じようして再び、ニヤリニヤリと笑う。

　腰の曲がった老婆は、旅人の死体を引きずって、あばら家の裏の大きな池に沈しずめる。

　旅人の死体はゆっくりと沈んでいく。旅人が浅茅ヶ原を訪おとずれた足あし跡あとも、今まで生きてきた証あかしも沈む。

　こうして二人は旅人を殺害し、金品を奪うばって生計を立てていた。

　殺された旅人の数が九九九人になったとき、これを見かねた浅草寺の観音様が高こう僧そうを遣つかわした。

　僧は、娘に誘われるままに、このあばら家に泊とまった。

　そうとは知らず、老婆は千人目の旅人の犠ぎ牲せいを喜んで、歌う。

「ああ、面白い、面白い。ああ、やめられない。やめられない。今夜も落とそう石枕」

　そして、いつものように石枕を落とした。

　しかし、殺されていたのは僧ではなく娘であったのだ。

　僧は、観音様のお導きにより逃にげおおせたのだった。

　老婆は、なげき悲しみ、九九九人の旅人の死体を捨てた池に身を投げて死んでしまった。

　それから、その池は「姥が池」と呼ばれ、この事件は「浅茅ヶ原の鬼おに婆ばば」という伝説となった。この伝説が、全国の鬼婆伝説の元となったといわれている。

　創建の詳しよう細さいは不ふ詳しようであるが、姥が池には姥うば宮みや沙さ竭か羅ら龍りゆう王おうと福ふく寿じゆ稲荷いなり大だい明みよう神じんの小さな祠ほこらが建っている。身を投げた老婆は観音様の力により龍りゆう神じんになった──という伝説に基もとづく祠である。

　現在の姥が池は埋うめ立てられ小さくなったものの、花川戸公園内に人工池となり残っている。明治以前までは隅田川まで通じる、かなり大きな池だったようだ。

「浅茅ヶ原の鬼婆」の伝説は、花川戸公園内の史し跡せき案内看板にも書かれており、旅人の殺害に使った石枕や、天井絵馬が現代でも浅草寺の子院に実際に残っている。







「……っていう伝説は知ってた？」

　光流はペンを器用に指で回しながらゆき乃に聞いた。

「花川戸公園のあの池が姥が池と呼ばれているなんて知りませんでした……」

　ゆき乃は、桜の花びらが浮うかぶ池を思い出す。

　小さな頃から慣れ親しんだ公園の池に、そんな恐おそろしい伝説があるとは夢にも思わなかった。

「地域の歴史を勉強するのも神社をお守りする者の務めですよ？」

　光流は、おどけて言った。

「確かにそうですね。では、老婆の霊というのはやっぱり……」

　ゆき乃は途と中ちゆうで言葉を切る。

「そうだ……例の幽ゆう霊れい騒さわぎの老婆は完全に浅茅ヶ原の鬼婆だろうなぁ」

　光流は、ため息をついて天井を仰あおいだ。そうすると、光流の瞳は照明に照らされ青く見えた。

「なぜ、千四百年も前の鬼婆が今になって現れたんでしょう？」

　ゆき乃は瞳の色には触ふれなかった。今は別の疑問がある。

「その噂うわさが出る少し前に、姥が池の石せき碑ひが折れたんだけど、その石碑に鬼婆が封ふう印いんされてたんだろうな。ちょうど、幽霊騒ぎが起き始めた時期と、石碑が折れた時期が一いつ致ちしてるし」

　光流は、その時期を思い出そうと遠い目をする。折れた石碑はしばらく放置されていたが、最近になり新しいものに建て直された。

「そういえば、前に父から石碑が折れたことを聞きました。藤原さんは鬼婆をもう一度、封印出来るんですか？」

「うーん、封印じゃなくて……」

　ゆき乃の疑問に曖あい昧まいに答える光流。

「……」

　ゆき乃の表情が曇くもる。

「そんな名の通ったモノ、封印じゃなくて消しよう滅めつさせた方がいいだろ。お前の神通力を借りれば出来ると思う」

　魂たましいの消滅は死よりも重い。まさに読んで字のごとくこの世からもあの世からも消滅するのだ。

「でも、私、どうすれば神通力を貸せるのか分からないです。神通力を持っているかどうかも分からないのに……」

　ゆき乃の不安は、更に大きくなった。

「大だい丈じよう夫ぶ、俺に任せなさーい」

　そう言って鼻歌を歌いながら、光流は広げていたメモやペンを片付け始める。

「も、もう行くんですか!?」

　ゆき乃も慌あわてて筆記用具をカバンにしまう。

「藤原さん！　私、どうすればいいのか全然分からないんですけど！」

　ゆき乃は巫女みこ装しよう束ぞくをカバンから出しながら訴うつたえる。

「おい！　そんなの着て行くなよ。目立つだろ！」

「え！　そのカッコで行くんですか？」

　渋しぶ谷やにいそうな男の子のファッションをした光流を、ゆき乃は上から下まで眺ながめた。

「だって、このストール買ったばっかだから、巻きてぇし。このジーンズはわざわざ取り寄せて……あっ！」

　そして、光流は何かを思い出し、手を叩たたく。

「そうだ、そうだ。お前の先せん輩ぱい、紹しよう介かいすんの忘れてた！」
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「改めて紹介する。お美津稲荷のお美津狐だ。人間の姿の時は『美津さん』と呼ぶように」

　光流の紹介に、美津は笑えみを浮かべ会え釈しやくをした。ゆき乃も笑顔を返す。しかし、その直後、美津の笑顔が冷たい表情へと変わった。美人のそういう表情は、迫はく力りよくがある。

「光流さん。この小こ娘むすめが第二の式神ですか？　お客様かと思っておもてなししたのに……」

「え……」

　美津の態度の急変に、表情を失なくすゆき乃。

「今回だけっていう期限付きだけど、宜よろしく頼たのみますよ。美津さん」

　光流は美津を見るが、美津はゆき乃から目を離はなさない。

「あなた、何か出来るの？」

「私……まだ自覚がなくて……何も……」

　ゆき乃は、しどろもどろになって答える。

「何も出来ないなら、式神の資格もないんじゃないかしら？　そうでしょう？」

　美津は責めるような強い口調で言った。

「あ……えっと……私」

　ゆき乃は、助けを求めて光流を見た。

「プッ！」

　光流は噴ふき出す。

「おもしれー！　女の戦いだ。つーか、オッサンと女か」

　光流は楽しそうに、ケラケラと笑う。

「藤原さん！」

　ゆき乃は、笑う光流に抗こう議ぎの声を上げたが、怒おこるゆき乃を光流は更さらに笑った。しかし、その光流とゆき乃のやりとりは、余計に美津を苛いらつかせたようだった。

「何？　言いたいことがあるならハッキリ言いなさいよ。それに、光流さん！　笑い事じゃないでしょう。むやみに式神を増やさないでください。それもこんな使えない娘。浅茅ヶ原の鬼婆なんて、私、一人で充じゆう分ぶんです」

　そして、美津はゆき乃に言う。

「ねぇ、あなた帰って？　必要ないから」

　睨にらむようにゆき乃をじっと見つめる。

「あ……はい。すみませんでした」

　ゆき乃は美津の迫力に負け、この場を去ろうと立ち上がった。

「あっ！」

　しかし、光流がゆき乃のワンピースのスカートを引っ張って座らせる。

「ダメだ！」

「なぜっ!?」

　ゆき乃の代わりに美津が反応した。

「コイツは、仮だけど、もう契けい約やくしてるんですよ。美津さんもいつまでもワガママ言ってないで、分かってください。ハイ、もう終わり！」

　光流は手を叩いた。

「……」

　美津は、今度は光流を睨む。気が治まらないようだ。

「ほら、美津さん。花川戸公園へ行きますよ」

　そう言って、光流は困った表情を浮うかべる。

「私、行きません……」

　美津は、唸うなるように言った。

「はぁ!?……仕事しろよ」

　いつまでも聞き分けない美津に、光流も苛つき始めた。

「その小娘が行くのなら、致いたしません。その子と行ってくださいな」

　美津はツンと横を向く。清せい楚そな巫女装束と、その攻こう撃げき的てきな態度は対極にあるようだ。美津は黙だまって立ち上がり、部屋から出て行く。勢いよく障子を閉める木の乾かわいた音が、社務所中に響ひびいた。

「あー、もうー、なんなんだよ。面めん倒どうくせーな」

　光流は、ワサワサと頭をかいた。

「じゃあ、俺らだけで行こうぜ」

「……はい」

　花川戸公園に行く前に、既すでにゆき乃は疲つかれ切ってしまった。今まで穏おだやかな生活の中にいたゆき乃には、光流や美津との出会いは刺し激げきが強すぎた。

「私、嫌きらわれちゃいましたね……」

　ゆき乃は悲しく笑った。

「……気にすんな」

　光流はポンとゆき乃の頭に手を置いて顔を覗のぞき込む。

「あの人さ、人間に換かん算さんしたら団だん塊かいの世代のオッサンだからな？」

　ゆき乃の頭に、スーツを背広と呼ぶ世代の、ずんぐりむっくりとした男性の姿が浮かんだ。

「フフ……」

　思わず笑みが漏もれる。

「な？　気持ち悪わりぃだろ？」

　光流は笑った。その笑顔につられるようにゆき乃も微笑ほほえむ。

　小さく萎しぼみかけていた心が、元に戻もどっていくような気がした。大だい嫌きらいなはずの光流のその笑顔には、何か魔ま法ほうのような効果があるようだとゆき乃は思った。

　結局、光流もゆき乃も私服のまま、花川戸公園へ向かっている。浅草神社から花川戸公園は徒歩三分ほど、目と鼻の先だ。

　神事は夕方から行うはずなのに、夕方と呼ぶにはまだ早い時間だ。

「藤原さん。まだ外、明るいですね……」

「江戸っ子はせっかちだからな」

　光流はブーツをゴツゴツ鳴らしながら、ゆき乃の先を歩く。手には大きな紙かみ袋ぶくろを持っている。

　午後の花川戸公園は暖かい陽ひ射ざしに満たされていた。桜は満開で、誰だれをも歓かん迎げいしていた。

　午前中にゆき乃を押し付けた桜の木の前で、光流は立ち止まる。そして紙袋からレジャーシートを取り出し、おもむろに広げる。

「……」

　ゆき乃は訝いぶかしげに光流の様子を見る。

「それ、何ですか？」

「は？　敷しき物ものだろ。どう見ても……」

　光流は呆あきれた表情でゆき乃をチラリと見て、再びシートを広げる。

「それは、分かりますけど……何をするんですか？」

「桜キレイだから花見？」

　光流はゆき乃を見上げ、半疑問形で答えた。

「え、でも……」

　ゆき乃は姥が池を見て、不安な顔をする。

「いーから、いーから。ちょいちょい」

　と、言いながら、光流はシートに座り、隣となりをポンポンと叩たたく。

「……じゃあ、失礼します」

　ゆき乃は、光流の隣にちょこんと座った。シートに座ると目の前は姥が池だった。現代の整備された姥が池は、澄すんだ水に鯉こいや亀かめが泳いでいて、長閑のどかだ。とても浅茅ヶ原の鬼おに婆ばばが出るようには見えない。

「……ここに鬼婆が出るなんて信じられないですね」

　ゆき乃は独り言のように呟つぶやいた。

「そーか？　空気が澱よどんでる……邪じや気きだ」

　光流は池をチラッと見てから、紙袋から金の盃さかずきと浅草神社のラベルの神酒みきを取り出した。

「ほれ」

　光流は金の盃をゆき乃に差し出して、あごでうながす。ゆき乃が受け取った金の盃には浅草神社の神しん紋もん、三みつ網あみ紋もんが刻印されている。

「あの……」

　戸と惑まどっているゆき乃に構わず、光流は盃に神酒を注いだ。

「清めの酒だ。三さん社じや権ごん現げんの加護を得られるから飲んどけ」

　三社権現とは浅草神社の古こ称しようであり、浅草神社の祭神のことである。浅草神社は、明治六年に改かい称しようするまで三社権現社と称しようしたのだ。浅草神社が三社様と呼ばれる由来でもある。

　光流は自分の盃の神酒を一気に飲み干した。

「口つける程度でいいから……ケホッ」

　渋しぶい顔をしながら言う。

「はい……」

　ゆき乃は、神酒に口をつけた。巫女みこをしているものの、今まで神酒を口にしたことが無かった。父の雪雄から「お神酒だって酒だ」と言われ、飲むふりだけをしてきた。

　コクリと喉のどを鳴らしてゆき乃は神酒をほんの一口飲んだ。途と端たんに身体中を何かが生き物のように駆かけ巡めぐる。神酒が血管を一気に流れていくように感じる。そして、胸が押されるように締しめ付けられ、息が苦しくなる。

　今度はゾワゾワと身体からだの奥から何かが沸わき上がり、鳥とり肌はだが立つような感覚に襲おそわれた。肌はだがピリピリと敏びん感かんになるのが分かる。初めての感覚にゆき乃の心臓は早はや鐘がねを打つ。

　突とつ然ぜん、パリンと薄うすいガラスが割れたような音が耳に響く。

「あ……噓うそ……」

　ゆき乃は小さく声を上げた。空気が澱んでいるという光流の言葉の意味が分かったのだ。

「あ？　どした？」

　光流の声も耳に入らず、ゆき乃は姥が池を凝ぎよう視しした。池から灰色の霧きりが立ち上っているのだ。何かが燃えているときの煙けむりとは違ちがう。モヤのような霧だ。それを光流は邪気と言ったのだ。

「私にも、澱みが……邪気が見えます」

　ゆき乃は、姥が池を見つめたまま言った。

「そうかっ！　神酒を飲んだせいか？」

　光流は、興奮気味に聞いた。

「……そうかも知れません」

　ゆき乃は池を見つめたまま答える。神酒を飲んで何らかの変化があったのは確かだ。

（私、藤原さんが言うように本当に神通力を持っているのかな？）

　ゆき乃は自分の中の神通力の存在を少しずつ認め始めていた。

「じゃあ、もしかすると神酒を飲めば！」

　光流が興奮気味で言いかけたその時、

「おーい！　ピカルー！」

　クロスバイクと呼ばれる自転車に乗る青年が光流に声をかけた。青年は明るい色の髪かみを輝かがやかせ、手を振ふっている。

「うわぁ、面倒くせー奴やつに見つかった」

　光流は小声で呟いた後、軽く舌打ちした。

（噓でしょ！　本当にピカルって呼ばれてる）

　驚おどろいたゆき乃は、姥が池から目を離はなし、不ふ機き嫌げんそうな光流の横顔を見る。

「えー、何してんの？　花見？」

　自転車の青年は親しげに光流に話しかけた。ゆき乃は「ピカル」への笑いを堪こらえながら、自転車の青年に会え釈しやくをする。

「あれ？　もしかして彼女？」

「ちげーよ」

　光流は面倒くさそうに答える。

「初めましてー。俺、ピカルの同級生の本ほん田だでーす」

　本田と名乗った青年は、ゆき乃に自己紹しよう介かいをした。明るい色の髪に、シャツとパンツのきれいめカジュアルなファッション。メッセンジャーバッグを斜ななめ掛がけにし、クロスバイクに乗る、その姿は都会的に見えた。

「三井ゆき乃です。初めまして」

　ゆき乃は頭を下げる。

「おい本田、そのピカルってやめろよ」

「なんだよ、なんだよ。機き嫌げん悪いなぁ……」

　そう言いながら、本田はゆき乃の隣に腰こしかける。

「おい、勝手に座んな」

　光流を無視して、本田はゆき乃に話しかける。

「ゆき乃ちゃんだっけ？」

「あ、はい」

　本田の人ひと懐なつこい雰ふん囲い気きに、ゆき乃は笑え顔がおで返事をした。

「こいつさ、光源氏なんて呼ばれてるけど、正体は俺様で口が悪い、ただの江戸っ子だからね。気を付けてね、ゆき乃ちゃん」

　本田は「言ってやった」というような、得意げな表情で言った。

「アハハ、はい……」

　ゆき乃は、愛あい想そ笑わらいをする。

「おっと、急いでるんだ俺。今から花二青年部の部会なんだ」

　本田は立ち上がった。

　本田は午前中に竣しゆん工こう式を行った花川戸二丁目町会の青年部に所属している。青年部は町会有志で結成され、地域活動をする若者の団体である。花川戸二丁目町会は花二と略される。

「そういや、お前、青年部員だったな」

「そう。今夜から一週間、夜警だよ。やだなぁ」

　本田は天を仰あおぐ。

「幽ゆう霊れい騒さわぎは俺たちに任せて、お前は近きん所じよ迷めい惑わくのうるさい奴ら、追い出しとけよ」

　光流は、本田を早く去らせたくて、早々に手を振った。

「おぅ、じゃーね。ゆき乃ちゃんもまたね」

　ゆき乃は、本田に会釈をしてから手を振った。

「はぁ……」
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　予定外の訪問者が去り、光流は大きなため息をついた。ゆき乃は笑いを堪えながら言う。

「本当にピカルって呼ばれてたんですね。冗じよう談だんだと思ってました」

「ああ、小学生のときな」

「今も呼ばれてたじゃないですか」

　からかうようなゆき乃の言葉に、光流は舌打ちする。

「それより、神酒みきの話だ」

　光流は話題を変え、考え込むように遠くを見つめた。

「神酒を飲んで澱よどみが見えたなら、神酒が力を引き出すきっかけになるかもしれねーな」

「実は、初めてお神酒を飲んだんです」

　ゆき乃は告白した。「巫女のくせに……」と言われると思ったが、光流はゆき乃の神通力の謎なぞ解ときに夢中になった。

「ふーん。飲んだことがねぇから神通力に気づかなかったんじゃねぇの？　でも、神酒だけでは完全に力が解放されたワケじゃないみてぇだな。そもそも、なんでいまだに目覚めてないのか不思議だよな」

　そして、なぜ、ゆき乃が神通力に目覚めないのかアレコレと考えを口にした。

「覚かく醒せいを怖こわがって自分自身で封ふう印いんしてるか、何かに封印されてるか……」

　あごに手を当てて、考えを巡らせている。

「どっちにしろ、俺が解放してやる」

　光流は桜を見上げながら言った。

「……どうして私の力にこだわるんですか？」

　ゆき乃は、出会った時からの疑問を口にした。光流は姥が池を見つめた横顔のまま、呟つぶやくように言う。

「……俺一人では出来ないことなんだ。それに、神通力を持ってるヤツなんてそう滅めつ多たにいるもんじゃない」

「藤原さん一人では出来ないこと……？」

「ああ」

　光流は、姥が池を見つめたままそれ以上、答えなかった。

（本当に私に神通力があって、その力が解放されたら、私、どうなるんだろう）

　ゆき乃の金の盃さかずきに桜の花びらが落ちた。隣となりの光流は無言で、姥が池を見つめている。

（……ねぇ、どうなるの？）

　ゆき乃は、桜の木に問いかけた。

「……」

　返事は、無かった。ただ、はらはらと花びらが散るばかりだった。







　時が経たち、陽ひはかなり傾かたむいてきた。姥が池から立ち上る灰色の霧きりが濃こくなり始める。

「藤原さん……澱みが……」

　不安になったゆき乃は、光流に呼びかける。

「おう、現れるぞ。予想通りだな」

「えっ！　夜じゃなくて、夕暮れ時なんですか？」

　日が暮れる前の夕方の公園をゆき乃は見回す。

「夕暮れはな、『逢おう魔まが時とき』って言って、妖あやかしや魑ち魅み魍もう魎りようが活動しだす時間なんだ」

　光流は早口で説明した。

「よっと」

　そして、立ち上がる。いつの間にか手には御ご幣へいが握にぎられている。

「逢魔が時の妖はまだ力が弱い。大だい丈じよう夫ぶだ」

　光流はそう言うと、ゆき乃の目を見て頷うなずいた。

　池の上の霧のようなものは、ますます濃くなっていく。雨雲が次から次へと生まれ出いでるようだ。

　その霧の中に、ぼんやりとした黒い影かげが現れた。濃くなっていく霧や黒い影は公園の外の通行人には見えないようだ。

「ゆき乃、そこにいろよ」

「はい」

　光流は、ゆき乃の前へ歩み出る。邪じや気きを祓はらい、浅茅ヶ原の鬼おに婆ばばを弱らせるのだ。御幣を構えると、光流の藍あい色いろの瞳ひとみは海の青に変わり、輝かがやき出す。

「掛麻久母畏伎産土大神祓戸大神乃大前爾……」

　光流は祝詞のりとの清せい祓ばつ詞しを奏上した。

　ゆき乃は息を吞のむ。そうする間にも、黒い影は人の形へと変わっていった。

　目を閉じて祝詞奏上に集中している光流には見えていない。霧のような邪気の澱みは、光流の祝詞を嫌いやがるように、サアッと引いていく。

「……！」

　ゆき乃は目を見張る。霧が去ると黒い人ひと影かげが現れた。しかも、それは、こっちを見ている。

（気づいた……）

　そう、ゆき乃は感じた。

　立ち姿だった影は、緩かん慢まんな動きで両手をつき、四つん這ばいとなった。その直後、影だったものがハッキリと姿を現す。四つん這いの影の正体。それは、ボロを纏まとった白しら髪がの老ろう婆ばだった。いや、老婆と言える姿ではなく、まさに妖よう怪かい、鬼婆と言える醜みにくいものだった。

（これが、浅茅ヶ原の鬼婆……）

　ゆき乃は震ふるえる指先をギュッと握った。

　光流の清祓詞により、浅茅ヶ原の鬼婆はその姿を晒さらされたのだ。清祓詞の奏上を終えた光流は、ゆき乃に言う。

「お前の力を解放したら、それを利用して鬼婆を消しよう滅めつさせる。お前はただ、そこにいればいいから！」

　早口でまくし立てる光流。ゆき乃は大きく頷いた。

「いくぞ！」

「はい！」

　光流の合図に、ゆき乃は身構える。

「稲荷いなりの神よ……」

　光流は、ゆき乃の神通力を解放するためなのか、口の中で何か唱え、集中している。

「あぁぁあ……」

　鬼婆は、涎よだれを垂れ流す口から、言葉にならない声を発する。そして、白はく濁だくした目で光流とゆき乃を見み据すえ、ユラリ、ユラリと身体からだを揺ゆらす。

「……！」

　ゆき乃の耳にパリンと薄うすいガラスが割れるような音が響ひびいた。

（さっきと同じ音……）

　ゆき乃は思わず、片方の耳を手で押さえた。

「封印が一枚とれた！　お前、何重にも封印されてるぞ！」

「えぇ！」

　再び、薄いガラスの割れる音がゆき乃の耳に響く。ゆき乃は、何重ものガラスケースに保管された人形を想像した。もちろん人形は今の自分だ。

「もう一枚とれた！　あと、いくつあんだよ!?」

　次の瞬しゆん間かん、浅茅ヶ原の鬼婆は、四つん這いの蜘蛛くものような動きで迫せまって来た。そのとてつもない勢いと速さは、老婆のものでも、人間のものでもない。

　光流が一いつ瞬しゆん、振ふり向く。

「やっべ！　間に合わねぇよ！　解放できねぇ！」

「えぇっ！　鬼婆が！」

　ゆき乃は、硬こう直ちよくした。鬼婆は、すぐ近くまで迫っている。

「させるか！　ゆき乃、動くなよ！」

　光流は、ゆき乃を背にかばうように御幣を構え直す。

「稲荷神納成じよう就じゆなさしめ給たまへ！」

　そして、大声で叫さけび、御幣を振った。

「きゃあ！」

　衝しよう突とつ音が響く。二人の目の前まで迫っていた浅茅ヶ原の鬼婆が、金色の何かとぶつかった。鬼婆は弾はじかれて遠くに転がる。

「え……何……？」

　ゆき乃は、その「何か」を見る。それは、金色に輝く大きな狐きつねだった。

（……大きな狐、キレイ）

　常識ではありえない大きさの狐は、金色に光り輝き、ひと目で稲荷いなり神しん使しである狐だと分かる。

「急に呼び出すなや！　さっき、わしは仕事せんと言うたやろ！」

　金色の大おお狐ぎつねは、鬼婆から目を離はなさずに光流に怒ど鳴なった。

「予定外だ！　悪わりぃ！」

　光流も怒鳴り返す。

　金狐は、鬼婆を警けい戒かいし、低い体勢でグルグルと唸うなる。狐でありながら、百ひやく獣じゆうの王ライオンのような迫はく力りよくだ。

（さっき？　誰だれ？　もしかして……）

　ゆき乃は、金色の狐の後ろ姿を見つめた。金色の毛並みの豊かな尾おは見覚えがある。

「急にお前の助けが必要になったんだ！」

　光流は、金狐の背に叫ぶ。

「阿あ呆ほう！　そないな小こ娘むすめに頼たよるからやさ！」

　金色の狐は、そう吐はき捨てると、ゆき乃をジロリと睨にらむ。

（もしかして、美津さん？）

　金狐は起き上がろうとする鬼婆に向かって走りだした。

　ザワザワと人々のざわめきのようなものが、聞こえてきた。ゆき乃は目を凝こらす。すると、鬼婆の背後にたくさんの人影が現れていた。群衆と呼べるほどの大人数である。

「お美津！　ダメだ！」

　走る金狐に、光流は叫んだ。

（やっぱり！　美津さん!?）

　現れた金狐は、美津の本来の姿、お美津狐である。

　ゆき乃は再び、息を吞む。背後に大勢の人影を連れた鬼婆とお美津狐は衝突寸前だ。だが、光流の声が届いたのか、お美津狐は天に駆かけ、衝突を逃のがれた。

「浅茅ヶ原の鬼婆に殺された九九九人だ。ババァ取り込んでやがった！　お美津、そこから動くな！」

　光流は悔くやしそうに叫んだ。「動くな」という命令により、式神であるお美津狐は言こと霊だまに束そく縛ばくされる。押さえつけられるように地に降ろされ、「伏ふせ」をする格好になった。

「えーさ、えーさ。藤原の！　丸ごと蹴け散ちらさまいか！」

　お美津狐は、頭を持ち上げて叫ぶ。

「ダメだ！　罪のない人間の魂たましいが消滅しちまう！」

「どもならん！」

「その飛驒なまり、やめろ！　わっかんねー！」

　光流はそう言うと、御幣を構え直す。

「ゆき乃！　来い！」

「きゃあ！」

　光流は、御幣を構える腕うでの中へゆき乃を導く。ゆき乃を後ろから抱だく格好になった。

「藤原さん？」

「ここがお前の安全地帯だ」

　囁ささやくように言うと、光流は再び清祓詞を奏上した。浅茅ヶ原の鬼婆をあぶり出した結界の中に更さらに結界を張り、ゆき乃やお美津狐、そして自らの身を守ろうとしているのだ。

　鬼婆は数本しかない歯を見せ、笑った。

「……？」

　光流の腕の中からゆき乃は、目を凝らす。鬼婆のその笑え顔がおに見覚えがあるように思う。白濁した不気味な瞳の奥に、何かが見えた気がした。

「その海の力くれぃぃ。おぉぉお前さん……千人目になれぃぃ。そそうすれば、むむむ娘にああ会えるぅぅぅ」

　奇き妙みようにしゃがれた声で鬼婆は言うと、四つん這いのまま、光流とゆき乃の方へ走り出した。その背に九九九人の亡ぼう霊れいを連れて──。

　お美津狐は光流の言霊に縛しばられ、身動きが取れない。

「ウォォォーン！」

　お美津狐が吠ほえるように叫んだ。悲痛な叫びだ。

「八重雲乎吹伎……」

「きゃー！」

　祝詞が終わる前に鬼婆と九九九人の魂は光流とゆき乃を取り巻いた。光流の腕はしっかりとゆき乃を包み込んでいるが、亡霊たちは光流の腕の中へと徐じよ々じよに侵しん入にゆうし、ゆき乃の肌はだにもまとわりつく。光流の祝詞のりとを奏上する声が詰つまる。ねっとりと重い空気はゆき乃の鼻と口も塞ふさぎだした。

（もう、だめ！）

　その時、何かがゆき乃の髪かみを優やさしく撫なでた。ゆき乃は、うっすらと目を開ける。

「……！」

　目の前には鬼おに婆ばばではなく、花川戸のおばあちゃん、キヨ子がいた。

（おばあちゃん!?　どうして!?）

「この神かん主ぬしだね、ゆき乃ちゃんをいじめたのは。おばあちゃんが守ってあげるからね」

　キヨ子の枯かれ枝えだのような手が伸のびて、光流の首を絞しめる。

「……！」

　ゆき乃は声にならない叫び声を上げた。光流の祝詞の声が更に苦しそうに詰まる。

「恐美恐美母白須！」

　その時、祝詞が終わり、弾けるように視界が開けた。同時にキヨ子の姿である鬼婆と九九九人の亡霊は、光流の清せい祓ばつ詞しにより完成した結界の外に弾き出され、海水で出来た縄なわのようなものに束縛された。

「ゆき乃、生きてっか？」

　光流の問いかけに、恐きよう怖ふで口の利きけないゆき乃はコクコクと頷うなずく。

「うっ……」

「藤原さんっ！」

　神通力を消しよう耗もうし、鬼婆に首を絞められた光流は、地面に片かた膝ひざをついた。大きく肩かたで息をしている。

「藤原のっ！　大だい丈じよう夫ぶか!?　わしの言霊を解けー！」

　叫さけぶお美津狐に向かって、光流は親指を立てた。

「いいからそこにいて、俺に守られてろ」

　しかし、その顔は青ざめている。

「クソ……絶対、消しよう滅めつしてやる」

　光流は、ゆき乃とお美津狐の盾となるように立ち上がり、瞳ひとみを青く輝かがやかせた。

「あぁあああ……」

　鬼婆は呻うめきながらゆき乃を見つめる。

「あ……」

　その白はく濁だくした瞳の深しん淵えんをゆき乃は覗のぞいてしまった。







　浅茅の荒あれ野を、ズルズルと着物を引きずる老ろう婆ば。

　浅茅ヶ原の鬼婆である。

　引きずるのは着物ではなく、着物姿の若い女の死体であった。

　先刻、石いし枕まくらで娘を殺してしまったのだ。

　その若い女の死体は、娘の死体である。

　鬼婆は、メソメソと泣く。

「痛かったろう、痛かったろう」

　鬼婆は娘を失って初めて、殺害した九九九人の旅人たちと、その家族を思った。

　今までの悪行を後こう悔かいする。

「わしゃ、鬼おにの如ごとき所業を繰くり返してしまったのだ。これは天てん罰ばつじゃ」

　あばら家の裏の、大きな池にたどり着き、鬼婆は娘の死体を池に沈しずめた。

　そして、娘を追うように、自分も池にその身を沈める。

　浅草寺の観音様は、死の間ま際ぎわに改心した鬼婆を、龍りゆう神じんに変えた。浅茅ヶ原の鬼婆は姥が池の守り神、姥宮沙竭羅龍王となった。

　龍神となり、千四百年近く姥が池を守ってきたが、明治になり池はほとんどを埋うめ立てられ、形ばかりの小さな池が花川戸公園内に残された。

　移りゆく町並みや、生活に忙いそがしい人々、忘れ去られる信しん仰こう心しん。今では、姥が池の伝説も姥宮沙竭羅龍王の祠ほこらの意味も、知る人は少ない。

　姥宮沙竭羅龍王は悲しんでいた。

　そして最近になり、姥宮沙竭羅龍王は、自分と同じように悲しみに沈む心を見つけた。

　花川戸公園の隣となりで孤こ独どくに暮らすキヨ子である。キヨ子の娘と孫を求める心と鬼婆であった頃ころの娘を求める気持ちを重ねた姥宮沙竭羅龍王は、そっとキヨ子を見守っていた。

　ある日、人の力によるものか、自然の力によるものか、姥が池の石せき碑ひが折れた。石碑には浅茅ヶ原の鬼婆の邪じや気きが封ふう印いんされていた。姥宮沙竭羅龍王は封印されていた邪気を取り戻もどし、浅茅ヶ原の鬼婆へと戻ってしまった。鬼婆は、失った娘に会いたいという悲願を達成するため、キヨ子に取り憑つく。キヨ子は鬼婆に肉体と魂たましいを乗っ取られ、正気と異常を繰り返すようになってしまったのだ。

　そこで場面は変わり、ゆき乃の姿が映し出される。

（私……？）

　光流に、式神になれと脅おどされ、「助けて」と泣きながらキヨ子にすがる自分の姿。

　──大丈夫よ。おばあちゃんが助けてあげるよ──

　自分を抱だきしめるキヨ子の顔は、白濁した瞳の鬼婆の顔であった。

（私がおばあちゃんに助けてって言ったから、今こんなことに……？）







「うう……ゆき乃ちゃん……」

　苦しそうなキヨ子の声が聞こえ、ゆき乃は白昼夢から目を覚ました。幾いく重えにも重なる封印の、いくつかが解放された神通力が見せた鬼婆の心の風景だった。

（おばあちゃん……）

　光流とお美津狐には鬼婆にしか見えないが、ゆき乃にはキヨ子の姿が見えていた。

　光流の清祓詞が、今はキヨ子の姿をした鬼婆を苦しめる。光流は自らの神通力だけで、身動きの取れない鬼婆を消滅させようとしているのだ。

「藤原さんっ！」

　ゆき乃は祝詞奏上中の光流に飛びついた。御ご幣へいを構える右みぎ腕うでをつかむ。

「何すんのやさ！　小こ娘むすめ！」

　怒ど鳴なったのは、言こと霊だまにより身動きの取れないお美津狐だ。集中している精神を無理に現実に戻すのは危険なのである。

「……」

　光流は一いつ瞬しゆん、ゆき乃を睨にらむが、祝詞奏上を続けた。

「藤原さん！　消滅なんてやめてください！　藤原さん！」

　ゆき乃は、光流の腕を力いっぱい揺ゆすった。

「はぁ!?　んだよ!?　逃にがしちまうだろうが！　消滅させなきゃ俺たちがやられるぞ！」

　とうとう光流は、祝詞奏上をやめてしまった。

「浅茅ヶ原の鬼婆は、私の知っているおばあちゃんに憑いているんです」

「は？　お前、鬼婆の仲間なのか？」

　光流の目つきが鋭するどくなる。

「違ちがいます！」

「だったら俺に従え！　じゃなきゃお前を封印するぞ！」

「どっちもいやです！」

　その時、キヨ子の姿の鬼婆は言った。

「耳みみ障ざわりな祈き禱とうを止めてくれて、ありがとうね。ゆき乃ちゃん」

　それは、奇き妙みようにしゃがれた声ではなく、キヨ子の優しい声であった。

「あっ！　おばあちゃん」

　浅茅ヶ原の鬼婆と九九九人の亡ぼう霊れいは消えた。それと共に邪気の澱よどみもなくなり、重かった空気が軽くなる。

　花川戸公園は、いつもの夕暮れの公園に戻った。







　それから、浅草神社の社務所に戻った光流、美津、ゆき乃の三人。

　社務所の座敷にて、それぞれ憔しよう悴すいしきった表情で虚こ空くうを見る。その沈ちん黙もくを破ったのは光流だった。

「おい、ゆき乃。てめー、なんであんなことしたんだよ。お前のせいで逃げられたんだぞ」

　神通力を使い過ぎた光流の頰ほおは青白く、目にも疲つかれの色が濃こく出ている。

　美津はゆき乃を睨んで言う。

「式神は主あるじに従い、その心に寄り添そうものよ。今日はあなたのせいで私、仕事しないなんて言ってしまったけれど、いつだって召しよう還かんされれば光流さんに従うわ。あなたは、もう式神をやめた方がいいわ。だって光流さんに従うことが出来ないのでしょう？」

（私だってやめたいよ……）

　ゆき乃は心の中で呟つぶやき、俯うつむく。しかし、勇気を奮い立たせ二人に言う。

「浅茅ヶ原の鬼おに婆ばば退治をやめてください。浅茅ヶ原の鬼婆は、鬼婆に憑かれたキヨ子おばあちゃんなんです」

「なんだよ、ソレ。誰だれだよ」

「花川戸公園の隣にあった駄だ菓が子し屋さんのおばあちゃんです」

「ああ、いたな。がんこババァが」

　そう言う光流も小さな頃、駄菓子屋へ通っていた子供の一人だ。この近所の子供は皆みな、キヨ子の駄菓子屋に通ったのだ。

　そして花川戸公園は、駄菓子屋目的の子供達の声がいつも溢あふれていた。

「お前、駄菓子屋のばあさんを知ってるのか？」

「はい、とても優やさしいおばあちゃんです。浅茅ヶ原の鬼婆は、キヨ子おばあちゃんの寂さびしい心と同化して、おばあちゃんに取り憑いているんです。私、あの時、鬼婆の心の中が見えたんです」

「いくら取り憑かれてるからって、そんな優しい人が人間を脅かして失神までさせるかしら？」

　美津は冷ややかな瞳でゆき乃を見つめる。

「それは……」

　ゆき乃は口ごもる。

「人の心の闇やみに鬼が巣食うんだ。鬼に憑かれるような心の隙すきが、ばあさんにあったんだろ？　ばあさんを助けたいなら、なおさら浅茅ヶ原の鬼婆を退治しなきゃまずいだろ。元、姥宮沙竭羅龍王だろうが関係ねぇ。俺は鬼婆を消しよう滅めつさせる」

「そんな！　鬼婆にだって心があって、娘さんを亡なくした悲しみで暴走しているだけなんです！」

「は？　今度は鬼婆の味方もするのか？」

　光流は不ふ審しんな眼まな差ざしでゆき乃を見る。ゆき乃は、分かってもらおうと自分が見た鬼婆の心の内を必死に説明した。そして、もう一度懇こん願がんする。

「浅茅ヶ原の鬼婆退治をやめてください！　お願いします！」

　頭を下げるゆき乃を、光流は苛いら立だたしげに見る。

「お前さ、何言ってんの？　実際に人に被ひ害がいが出てんだぞ？　人を救うのが俺の……俺たちの使命なんだからな？　式神を引き受けたなら自覚しろ」

「人を救うというなら、鬼婆だって元は人間です。欲よく望ぼうに駆かられて鬼婆となる前は、娘さん思いのお母さんだったんです」

「お前は鬼婆をかばって、多くの犠ぎ牲せい者しやを見捨てるのか？　このまま放ほうっておけば、犠牲者はもっと増えるかも知れねぇんだぞ！」

「だけど私、おばあちゃんと戦うことなんて出来ません！」

　光流は大きくため息をつく。そして、言う。

「……ああ、そうか。分かったよ」

「藤原さん……」

　思わずゆき乃は、感激の呟きを漏もらす。しかし、それも束つかの間──。光流は立ち上がった。固く握にぎられた拳こぶしが、かすかに震ふるえているように見える。怒いかりに燃える瞳ひとみで、ゆき乃を見下ろす光流。

「お前はさ、人間じゃねぇから化け物の肩かたを持つんだ。人が傷ついても化け物の味方なんだろ？　俺には人でないヤツの気持ちは分かんねぇ！　分かりたくもねぇ！」

（化け物……）

　ゆき乃は、ショックのあまり言葉を失う。冷ややかな表情の美津がゆき乃の視界に入る。

「でも、美津さんとは……人ではない美津さんとは分かり合ってるじゃないですか……」

　ゆき乃は囁ささやくような小さな声で言った。

「は？　美津さんは人間の味方だろ！　でも今は話が別だ！　お前は人が困ってても放っておくのかよ！　これ以上、被害が広まってもいいのかよ！　どうなんだ!?」

　光流は怒りで肩を震わせながら、ゆき乃の答えを待った。

「……」

　幽ゆう霊れい騒さわぎに困る辰の様子が思い起こされ、ゆき乃は俯く。だからといってキヨ子や鬼婆を見捨てることも出来ない。ゆき乃は、何も言い返せなかった。そんなゆき乃に、光流は呆あきれた表情で言った。

「お前もういいよ。帰れよ！」

「……！」

　光流の言葉に弾はじかれるように席を立ったゆき乃は、その場から逃げ出した。

　初めて神通力を使ったせいか、今日一日、色々なことが起こり過ぎたせいか、身体からだが重い。いや、重いのは身体だけではない。心は、更さらに重かった。重い足がもつれる。

「あ！」

　浅草神社の鳥居を過ぎた所でゆき乃は転んだ。

「うぅ……」

　涙なみだがとめどなく溢れ、夜の浅草の風景は滲にじんだ。







　トボトボとゆき乃は歩く。花川戸公園を避さけて、キヨ子の家を遠くから眺ながめた。

「こちらは花二青年部です。最近、この近くで……」

　拡声器を使った注意喚かん起きが聞こえてきた。町会内を夜警する花川戸二丁目町会青年部が角を曲がり現れる。

　数人いる中で、拡声器を持つ明るい髪かみの青年が目立つ。夕方、花川戸公園で出会った本田だ。

「おやすみ前には戸と締じまりをご確かく認にんください」

「うるさいっ！　何時だと思ってるんだ！」

「うおーっ！　ビビったぁ！」

　しゃがれた怒ど鳴なり声に、一同、身を縮める。驚おどろいた本田の声は、拡声器を通して町内中に響ひびいた。

（おばあちゃん！　無事だったんだ）

　玄げん関かんを開け、怒鳴りつけたのはキヨ子だった。以前のキヨ子は、地域の為ために活動する青年部をいつも労ねぎらい、温かい言葉をかける優しいおばあさんであった。しかし、今は青年部員を鬼おにの形相で睨にらみつける。やはり鬼婆に取り憑つかれたキヨ子は、変わってしまったようだ。とにかく、ゆき乃はキヨ子の無事を確認することが出来た。

「すいませんでしたぁ」

　本田は拡声器を下げ、謝った。

「うるさい！」

　キヨ子は怒鳴り返し、玄関が壊こわれそうな勢いで戸を閉めた。

（おばあちゃん……）

　ゆき乃は、しばらく閉とざされた戸を見つめていたが、今はそれ以上確かめる気力もない。再びトボトボと歩き出すと、一歩踏ふみ出すたびに涙が溢れた。ゆき乃は、自宅である三囲神社を目指した。
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　その夜、ゆき乃は部屋で布ふ団とんにくるまって小さくなっていた。心は鉛なまりのように重いが、もう涙は出なかった。身体中の水分が、既すでに失われてしまった気がする。

　ふと、小さい頃ころの記き憶おくが蘇よみがえる。花川戸公園で男の子に「狐きつね」「化け物」と罵ののしられ、姥が池に突つき落とされた嫌いやな思い出だ。キヨ子が助けに来るまで、小さなゆき乃は池の中で泣きじゃくった。その時の絶望感と孤こ独どく感かんが、ゆき乃を襲おそう。

　その男の子は誰だれだか分からない。しかし、今、ゆき乃の中でその男の子と光流が重なってしまった。

（あの時は、ただの意地悪だと思っていたけれど、あの男の子には私の正体が見えていたんだ。もし、本当に私に神通力があるのなら、私は神通力を持った「人間」ではなくて、やっぱり「狐」なのかな……昨日までは普ふ通つうの女の子だったのに……）

　どうしてこんなことになったのか、今日、花川戸に行かなければこんなことにはならなかったのか。何が原因なのか、行動したからか、それとも行動しなかったからか。ゆき乃は悩なやんだ。

（私が、おばあちゃんにもっと早く会いに行っていれば、おばあちゃんに鬼おに婆ばばが憑くこともなかったかも知れない）

　ゆき乃は頭かぶりを振ふる。今さら後こう悔かいしても遅おそいのだ。

　部屋は薄うす明あかりで、無音の空間であった。向島の花街が近く、いつもなら芸者たちが歩く下げ駄たの音や三味線しやみせんの音で賑にぎやかな街も今日は静かだった。

　突とつ然ぜん、携けい帯たいがゆき乃を呼ぶ。

「ひゃっ」

　静かな部屋に鳴り響く携帯の着信音は、大音量に感じる。ゆき乃は布団を跳はね上げて、慌あわてて携帯を手に取った。

　画面には、０９０で始まる知らない番号が表示されていた。一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよするが、通話ボタンを押す。

「もしもし……？」

　ゆき乃は、恐おそる恐る応答した。

『……あー、俺。えっと、藤原光流です』

　携帯を通して初めて聞く藤原光流の声は、実際の声と違ちがって聞こえた。元気がない。……と感じるほど落ちついている。ゆき乃は光流からの電話に驚き、声をうわずらせた。

「あ、三井です」

『あのさ、さっきは……』

　言いにくそうに話しだす光流。

「藤原さん、式神をやめさせてください。お願いします」

　ゆき乃は声を詰つまらせながら言う。こういうお願いごとは苦手だ。

『お願いされても、契けい約やくしてるし……』

　話を遮さえぎられた光流は、ふて腐くされた声で言った。

「じゃあ、契約を切ってください」

『それは出来ない』

　光流の口調はハッキリしていた。

「どうしてですかっ!?」

『昼間も言ったけど、俺にはお前が必要なんだ。それに、途と中ちゆうで投げ出すことは許さない』

　確かに途中で投げ出すのは卑ひ怯きようだとゆき乃は思った。光流は続ける。

『浅茅ヶ原の鬼婆は妙みように力を増している。何かがおかしい。お前の協力が必要なんだ。さっきは言い過ぎたよ』

　光流は、しばし沈ちん黙もくした。

『……ごめん』

　光流の切実な声は、式神をやめようとするゆき乃の決心を鈍にぶらせた。

『お前の意見を聞かせてくれ』

　ゆき乃は式神を続けることを悩みつつ答えた。

「式神のことはまだ答えを出せません。でも、鬼婆を消しよう滅めつさせるのはやめてください」

『やめたって被ひ害がいがなくなるわけじゃねぇぞ』

「鬼婆が人間と共存できる方法はないでしょうか？　邪じや気きを取り戻もどす前の姥宮沙竭羅龍王へ戻すとか……」

　光流は、しばらく黙だまっていたが、重い口を開く。

『そっか……じゃあ、とにかく明日あしたの午後、社務所に来てくれ。会ってちゃんと話そう』

「……はい、分かりました。それじゃあ明日」

　ゆき乃は通話を切る。出来れば、二度と藤原光流にも、美津にも会いたくなかった。

（行くの、やだな……）

　疲つかれたゆき乃は、そのまま寝ねてしまった。夢を見ることもなく、深い眠ねむりに落ちて行った。







　次の日、日曜日の朝。

　春の陽ひ射ざしが世界を照らし、鳥や虫や人も春を喜び、心躍おどらす。しかし、巫女みこ姿のゆき乃は、重い足を引きずるようにして玄関を開けた。

「うぅ……」

　冬の間、待ち望んでいたはずの春の陽射しに、ゆき乃は顔をしかめる。神通力の消しよう耗もうは、体力の消耗とは違うようだ。いつも使っている竹たけ箒ぼうきが、今日は鉄アレイのように重い。

（浅草神社に行かなくちゃいけないのに……）

　ゆき乃は大きく深呼吸をした。

「おはようございます」

　朝の参拝客にかろうじて笑え顔がおで挨あい拶さつする。

　境けい内だいの奥から掃はき掃そう除じを始めた。竹箒は地面を滑すべらず、引っかかるように感じる。

「……」

　ゆき乃の手が止まった。

　目の前に背の高い男が立っている。逆光に、ゆき乃は目を細めるが、男の顔は見えない。

「おはようございます」

　男は静かな声で言った。聞き覚えのある声だが、思い出せない。

「……おはようございます」

　ゆき乃は、頭を下げた。

　その時、陽ひが翳かげり、男の顔が見えた。彫ちよう刻こくのように整った顔と、濃こい茶ちやの髪かみと同じ色の瞳ひとみ。男は、優やさしげな笑みを浮うかべている。

「……先生！」

　男は担任教師の豊川であった。ゆき乃は、憧あこがれの豊川との突然の出会いに戸と惑まどう。

「いいお天気ですね」

　豊川は、空を見上げる。境内は木が多いが、茂しげる葉のすき間から青空が見えた。

「どうしたんですか、先生。どうしてここに？」

　神社は誰だれをも受け入れるはずであるのに、ゆき乃は思わず尋たずねた。

「今日は、なぜか早く目が覚めてしまって……散歩をするうちに足がこちらに向いてしまったようです」

　春の陽射しに似合う爽さわやかな笑顔だった。

　ゆき乃は豊川が浅草の雷かみなり門もん近くに住んでいるらしいという学校の噂うわさを思い出した。

「……ここは懐なつかしい場所なんです」

　豊川の言葉にゆき乃は、驚おどろく。

「そう、なんですか？　三囲神社が……？」

　ゆき乃は学校で人気の豊川との共通の接点を知り、高鳴る胸を手で押さえた。神通力を消耗した疲れを忘れ、微笑ほほえむ。

「三井さん……疲れていますね」

　しかし、豊川は、ゆき乃のその微笑みから疲れを読み取った。ゆき乃の顔を覗のぞき込む。

　綺き麗れいな顔が近づき、動どう揺ようしたゆき乃は、思わず竹箒を落とした。

　カ────ン……。

　竹箒の柄えが、地面の飛び石に当たり、鹿しし威おどしのような音を立てる。

「せっ、先生っ！」

　驚いたのは鹿しかではなくゆき乃だった。豊川が、ゆき乃の右手を両手で包んだのだ。

「ど、どうしたんですか、先生……」

　不思議な展開に、ゆき乃は頰ほおを紅潮させた。

「とても疲れているようなので……」

　豊川は、いつもと変わらぬ笑顔で言った。

　豊川の手は大きく、男の手ということを感じさせるが、柔やわらかく、優しく、温かい。小さい頃ころ、手を繫つないで歩いた父の手の温ぬくもりにも似ている。ゆき乃の身体からだは、温かい飲み物を飲んだ後のように、ポカポカとしてきた。

（緊きん張ちようして、熱くなってきた。どうしよう！）

　そう思った時、スッと手は離はなされた。

「ああ少し、血行が戻ってきましたね。応急処置ですが、良かった」

　豊川は、ゆき乃の両頰を見て微笑む。

「……ありがとうございます」

　ゆき乃はボーッとしながら、訳が分からないまま礼を言った。

　豊川は担任の教師ではあるが、特に親しくしているという訳ではない。こんな風に話をしたのも初めてだ。しかし、多くの豊川ファンの女子生徒と同じように、憧れの対象として豊川を見ていたのは事実である。

　豊川は、学校で見せたことのない表情でゆき乃を見つめる。それは、嬉うれしそうでもあり、切なそうでもある複雑な表情だ。

「あの……先生？」

　豊川は、戸惑うゆき乃に言う。
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「君は、僕にとって特別な生徒なんです」

「え……」

　ゆき乃は耳を疑った。頭の中で、「特別」の意味がグルグルと回る。

「いや、生徒というのは、おかしいかな……」

　そう言って、豊川は首を傾かしげた。

「……」

　浅草第一高校の特別進学コースのことかと一いつ瞬しゆん思ったが、成績が、ずば抜ぬけて良いわけではないゆき乃には、全く関係がない。

　ゆき乃は、ただ豊川を見つめることしか出来ない。そんなゆき乃の様子に気付き、豊川はいつもの教師の顔に戻った。

「では、そろそろ行きますね。三井さん。無理をしないようにしてください」

「あ、はい……ありがとうございます」

「明日、学校で会いましょう。さようなら」

　豊川は、帰りのホームルームの挨拶と同じ口調で言った。

「……はい。先生、さようなら」

　いつも学校で聞いているはずの「さようなら」は、今のゆき乃を切なくさせた。今いま頃ごろになって、速くなっていた鼓こ動どうに気づく。

　江戸時代から「墨ぼく堤ていの桜」と呼ばれる隅田川沿いの桜並木。その向こうに豊川の姿は見えなくなった。







　午後になり、ワンピースに着がえたゆき乃は約束通り浅草神社へ向かった。

　昨日の社務所での出来事を思い出すと足がどんどん重くなってくる。日中は心配ないと言われたが、姥が池のある花川戸を避さけて迂う回かいした。道すがらゆき乃はキヨ子と鬼おに婆ばばの両者を救う方法を考える。

（鬼婆になる前の姥宮沙竭羅龍王に戻もどす力が私にあればいいのに。もしかして式神を続けたら何か出来ることがあるのかも知れないけれど……）

　ゆき乃は眉まゆ根ねを寄せて考え、一人呟つぶやく。

「藤原さんともう一回ちゃんと話してみようかな」

　浅草神社へたどり着いたゆき乃は、昨日と同じく社務所のインターホンを押す。しばらく待つが、返事が無い。ゆき乃の胸に不安がよぎる。

「わっ！」

　もの凄すごい勢いで引き戸が開いた。驚いて声をあげたゆき乃の目に飛び込んできたのは、春らしいピンクのカーディガンと黒ぶちのメガネ。

「よう！」

　──藤原光流だった。

「あ、あの、こ、こんにちは」

　心の準備をしていなかったゆき乃は、ぎこちなく挨あい拶さつした。

「おう！　上がれよ」

　藤原光流は何事もなかったように、笑え顔がおで言った。







　社務所に通されたゆき乃は、ハート形に切り抜かれている欄らん間まを見つめる。ハート形に見えるが、それは猪いのししの目を象かたどった猪いの目め紋もんと言われるものである。猪目紋には魔ま除よけの意味がある。

　そのハートに囲まれた座ざ敷しきで、ゆき乃は光流を待った。突とつ如じよ、サッと開けられた障子にゆき乃は身を縮める。

「プリン食う？」

「プ……？」

　光流が、盆ぼんに煎せん茶ちやとプリンを載のせて現れたのだ。

「マジでうまいから食ってみ？」

「……はい……頂きます」

　プリンは、牛乳瓶びん形のガラス容器に入っていて、瓶には「浅草シルクプリン」と書かれている。名の通り、絹のように滑なめらかな舌した触ざわりのプリンは、カラメルのほろ苦さとカスタードの甘みが口の中で調和する。

「本当にすごく、美味おいしいです」

「だろ？　やっぱ、女はこういうの好きなんだなぁ」

　光流は感心した様子で、プリンの瓶を手にとって眺ながめる。そんな光流を見て、ゆき乃は言う。

「コレって、もしかして、ご機き嫌げん取とりだったんですか？」

「え!?　いや……」

　図星をさされた光流は、慌あわててプリンをたいらげ、「あー、うまかった」と、わざとらしく言った。

　そして、光流は深刻な表情をした。

「あのさ、式神やめるなんて言うなよ。昨日は俺も言い過ぎた。お前に分かって欲しくて、熱くなり過ぎた」

　光流が申し訳なく思う気持ちは表情に表れていた。

「はい……」

　その浅草神社の光源氏らしからぬ光流の表情に、ゆき乃は戸と惑まどう。ゆき乃は、なんと言えばいいのか迷った。

「美津さんにも言っといたからさ。だって、花川戸の辰さんも駄だ菓が子し屋のばあさんもお前の知り合いなんだろ？　だったらなおさら、今回の件、俺はお前と一いつ緒しよに解決したいと思ってる」

「藤原さん……」

　光流は、まっすぐにゆき乃を見た。

「あー、俺さ、あれから考えて、お前の言うこと間ま違ちがってねぇなって思ったんだ。浅茅ヶ原の鬼婆だって元は人間だもんな。確かに鬼婆を救うのは人を救うのと同じことだ」

　そこまで言うと、光流はニッと笑った。

「そこで作戦変へん更こうだ。浅茅ヶ原の鬼婆を消しよう滅めつさせるんじゃなくて封ふう印いんする。俺は神じゃねぇから、昨日お前が言ったように浅茅ヶ原の鬼婆を姥宮沙竭羅龍王へ戻すことはできない。だけど、鬼婆を消滅じゃなくて封印するっつーなら、駄菓子屋のばあさんも鬼婆も救う事にはならねぇかな？」

　新しく建て直された石せき碑ひに浅茅ヶ原の鬼婆を封印すれば、キヨ子と鬼婆の両者を救うことができ、花川戸の平安も取り戻せるのだ。ゆき乃が望んでいた鬼婆を神に戻す方法とまではいかないが、誰だれも傷つかない解決方法を光流は提案した。

「藤原さん……私……」

　ゆき乃は、自分の甘い考えを恥はずかしく思った。昨日のゆき乃は、自分の考えを押し付けるばかりで、その解決方法も行動も全すべてを光流に委ゆだねてしまったのだ。それと同時に、光流がゆき乃の意見を取り入れ、真しん剣けんに考えてくれたことが嬉しかった。

「私、昨日は式神をやめるなんて簡単に言ってごめんなさい。私は、ただ藤原さんを責めて、投げ出そうとしただけでした。鬼婆のこともキヨ子おばあちゃんのことも色々考えてくださってありがとうございます！」

　ゆき乃の言葉を聞いた光流は、少し弾はずんだ声で尋たずねた。

「じゃあ、今回だけ式神やってくれるか？」

「はい、はいっ」

　ゆき乃は嬉うれしさのあまり、何度も頷うなずいた。

「昨日も言ったけど、浅茅ヶ原の鬼婆が妙みように強い。何かがおかしいんだ。駄菓子屋のばあさんが元々、神通力を持っていたなら話は分かるが、そうとは思えない。お前は、ばあさんを昔からよく知ってるんだろ？」

　ゆき乃は、キヨ子との出会いと、キヨ子に対する思いを光流に話す。

「はい。おばあちゃんには、小さい頃ころから可愛かわいがってもらって、いつも助けられていました。小さい頃、花川戸公園で男の子に池に突つき落とされたことがあって。その時、おばあちゃんが駆かけつけて助けてくれたんです。それがきっかけで仲良くさせてもらっています。血のつながりはないけれど、私にとっては、本当のおばあちゃんと同じなんです」

「ふーん。それにしても、女の子を池に突き落とすなんて、ひでぇガキだな」

　光流は、キヨ子のことよりも、男の子について感想を言った。

　ゆき乃は、嫌いやな思い出を辿たどる。

「私、その男の子に狐きつねって言われたんです」

「へぇ、その子には見えてたんだな。思春期前の感受性の強い子供には見える場合があるからな」

「……もしかして、あの男の子って藤原さんですか？」

　昨日、ゆき乃はそう思ったのだ。

「は？……なワケねぇだろ。俺が神通力を持ったのは十七の時だし、それまでは何も見えなかった。もし、その頃に会ってたとしてもお前の神通力に気がつかなかったと思う。それに俺、誰かを池に突き落とすような悪ガキじゃねぇよ」

「そ、そうですか……」

　悪ガキじゃなかったという主張も引っかかるが、十七歳の光流に何があったのか、ゆき乃は気になった。

「あの、藤原さんはなぜ、妖よう怪かい退治をしているんですか」

「あー、約束だから……昔、約束したんだ。浅草の、つーか下町の平和を守るって」

「約束……ですか」

　誰と交かわした約束かまでは聞けなかった。

「それに、神かん主ぬしの家に生まれたからには、地域と氏子を守るのが務めだろ。それにさ……き……だから」

「え？」

　単語が聞き取れず、ゆき乃は聞き返した。

「……」

　光流は、言おうか言うまいか悩なやむ様子を見せたあと、座ざ卓たくを叩たたいた。

「だからぁ！　俺は、この街も浅草神社も三社祭も好きなの！　浅草が大好きなの！」

　光流は大声で言った。

「……」

　驚おどろいたゆき乃は絶句する。

（好き、大好き……？）

　興奮の為ためか、照れている為か、光流の目元は赤い。

「フフフ……」

　ゆき乃は、光流の意外な一面を垣かい間ま見みて笑った。

「笑うなっ！」

　光流は、頰ほお杖づえをついてそっぽを向く。

（一番の理由は、きっとそれなんだ……）

　好きなものを守ろうと必死になるあまり、乱暴に思える態度をとる光流の心の一部に触ふれた気がした。

「私、頑がん張ばります！　あ、今回だけですけど」

　光流はズルッと肘ひじを落とした。

「お前な……」

　呆あきれた顔でゆき乃を見る。

「まあ、いいや。改めてヨロシクな」

「はい」

　光流とゆき乃は笑え顔がおで握あく手しゆをした。光流の手は、豊川の柔やわらかな手とは違ちがい、男らしい力強さがあった。この人について行こうと思わせる力強さだ。

「光流さん！　まだそんな格好でいるんですか？　早くお着き替がえください。日が暮れちゃいますよ！」

　巫女みこ装しよう束ぞくの美津が、厳しい表情で二人の前に現れた。

「はいはい」

　光流は、だるそうに頭をかく。

「じゃあ俺、着替えてくるから二人共ケンカすんなよ」

　ゆるゆると立ち上がって、座ざ敷しきを出る光流。

　光流がいなくなった途と端たん、ゆき乃は不安に襲おそわれた。昨日の美津を思い出し、身体からだも心も緊きん張ちようしだした。

「こんにちは、ゆき乃さん」

　しかし、昨日とは打って変わって、ゆき乃に優やさしく微笑ほほえむ美津。

「美津さん、こんにちは。宜よろしくお願い致いたします」

　ゆき乃も、なんとか微笑みを返した。

「さあ、ゆき乃さんも着替えて！　それからお茶出しますから」

「はい」

　美津は、ゆき乃を別の部屋に案内した。

「光流さんに言われたから、今回はあなたと一いつ緒しよに仕事するけど……ちょっと言わせて」

　部屋に入ると、美津は昨日よりは柔らかい表情でゆき乃に言った。

「街を守護するっていうのはね、あなたみたいに迷いながら、中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで果たせるものではないの。自分を犠ぎ牲せいにしてまで守らなきゃいけないの。確かにあなたの中には大きな力が眠ねむってると思うわ。でも、それをあなたが認めて使おうとしなければ、それは何の力も持たないのと同じことよ。今のあなたは、飛ぶことを怖こわがる飛べない鳥よ」

　美津の言葉は強いが的確だった。その言葉と美津の表情には昨日のような棘とげはない。厳しさの中に優しさが含ふくまれている気がした。

　確かに、キヨ子のことも鬼おに婆ばばのことも救いたい、街も救いたいと心から思うならば、自分が行動しなければならないのだ。

「ああ見えて、光流さんの街や人々を守ろうとする気持ちは本物よ。式神は主あるじに従わなければならない。それは契けい約やくに基もとづくものだけれど、それだけじゃない。あの人には、ついて行こうと思わせる何かがある。ただの人間じゃないの。それに……」

　美津は一いつ瞬しゆん、言うのをためらったが続けた。

「それに、あなたには言うなって光流さんに言われたけれど、光流さんは昨日、あなたや私を守るのに神通力を使い過ぎて、あなたが帰ったあと倒たおれてしまったのよ」

「え……そんな」

　電話での光流は、そんなことはひと言も言わなかったが、声に覇は気きがなかったのは、そのせいだったのかとゆき乃は思った。光流は命がけで美津とゆき乃を守ろうとしたのだった。

「ま、あれだけ口が悪いとそういうところ、分かりにくいと思うけどね。それと……」

　途と中ちゆうで言葉を切った美津は、真しん剣けんな眼まな差ざしでゆき乃を見る。

「私、光流さんのことが好きなの。言いたいことは、それだけ」

　そう言うと、ニコッと笑った。

「美津さん……」

　ゆき乃は改めて美津と光流の絆きずなの強さを知った。

「あ、ゆき乃さん、今朝起きた時から身体が怠だるいでしょう？」

「はい……」

　豊川に手を握にぎられた時に、多少疲つかれが回復したように思えたが、それは完全ではなかったようで、身体の怠さは今も残る。

「手、出して」

　ゆき乃は美津に言われるまま、手のひらを出した。ポンと何かが置かれる。

「これは？」

　手のひらに収まる大きさの朱しゆ色いろの巾きん着ちやくだ。

「私たち稲荷いなり神しん使しがお仕えする宇う迦か之の御み魂たまの神かみから賜たまわった稲いな穂ほの御お米こめよ」

「宇迦之御魂神……」

　巾着を広げると中には金色に輝かがやく米が入っていた。宇迦之御魂神は稲荷神だ。三囲神社も祭神は宇迦之御魂神である。

「神通力が回復するから食べてみて」

「どうやってですか？」

　ゆき乃は、巾着と美津を交こう互ごに見る。

「何粒つぶか、そのまま飲み込むのよ」

　美津は冷水のコップを差し出した。

　稲荷神である宇迦之御魂神から賜った稲穂の御米。ゆき乃は数粒を手のひらに載のせた。

（大きくて、なんてキレイ……）

　精米されていないその米は、金色にキラキラと輝く。その輝きは、神が触れたものだという証あかしだ。

「……」

　ゆき乃の中で突とつ如じよ、飲み込んでしまいたいという衝しよう動どうがこみ上げた。ゆき乃は思い切って米を口に運び、冷水で流し込む。

「はぁ……」

　一気に飲んで息をつく。パリンと薄うすいガラスが割れた音が耳に響ひびいた。それ以外に身体に変化はない。

「それ、あなたにあげるわ」

「え！　こんな貴重なもの頂けません」

「いいから。あなたの事は嫌きらいだけど、あなたが足手まといになると光流さんが大変だから助けただけよ」

　美津は、ゆき乃の瞳ひとみをまっすぐに見る。

「……ありがとうございます」

　ゆき乃は、素す直なおに受け取る。ゆき乃は宇迦之御魂神の御米を手に入れた。

「じゃあ、着替えて。向こうで待ってるわね」

「あ、美津さん！」

　部屋を出て行こうとする美津を、ゆき乃は呼び止めた。

「昨日はごめんなさい。お米ありがとうございます。大切にします」

「ふん。私は謝らないわよ……私はあなたが嫌いなんだから」

　美津は、昨日のようにゆき乃を睨にらみつける。

「はい！　でも、私は美津さんのこと嫌いになれません。一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばりますので宜しくお願いします」

　ゆき乃は美津からもらった巾着を大事そうに両手で包み、笑顔を返した。

「そう。じゃあ、向こうで待ってるわね」

　部屋を出て、障子を閉めた美津は脱だつ力りよくし、「変な子ね……」と呟つぶやいた。

　ゆき乃は手て際ぎわよく巫女装束に着替え、美津と光流が待つ部屋へ向かった。

「失礼します」

　障子を開けると二人が同時に、ゆき乃を見る。

「……お前、何した？」

　神かん主ぬしの装束に身を包んだ光流が、ゆき乃を見て驚おどろいている。

「なんですか？」

　ゆき乃は何のことか分からず、首を傾かしげた。そして、自分の姿を見下ろす。

（私って巫女装束が似合わないのかな？　それって巫女として致ち命めい的てき……）

「何、神こう々ごうしくなってんの？」

「え？」

「神酒みきを飲んだのか？」

　光流には何かが見えているようである。

「あ……お米を。宇迦之御魂神のお米を飲みました」

（そう言えば、身体が軽い……）

　ゆき乃は、自分の身体を見回す。

「宇迦之御魂神!?」

　光流は立ち上がった。

「スゲーじゃん！　なんでよ？　どうしたんだよ？　どうしてそんなの持ってんだよ？　もしかして神通力が解放されたんじゃね？」

　光流は興奮し、神主の姿に似合わないガッツポーズをした。今度は、ゆき乃が目を丸くし、言う。

「美津さんから頂いたんです」

「そっか、そっか！……で？　どんな感じ？」

　光流はワクワクした様子で尋たずねたが、

「何も変わらないです。でも、身体からだが軽くなりました」

　というゆき乃の言葉を聞いて、力が抜ぬけたように座った。

「はぁ、まったくお前の封ふう印いんは強力だな」

　光流は、あぐらをかいてお茶をすする。

　ゆき乃も美津の入れたお茶を飲む。気持ちが落ち着く。緑茶の香かおりは心をリラックスさせる効果があるという。

「おし、幣へい殿でんで戦勝祈き願がんしてから花川戸公園行くか！」

　光流は言った。

「はい！」

　美津とゆき乃は声を合わせる。

「ゆき乃、ばあさんも鬼婆も助けるんだろ？　もう迷いはないな？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい！」

　ゆき乃は力強く答えた。

「よっしゃ！」

　光流は、狩かり衣ぎぬを翻ひるがえして幣殿に向かおうとする。

「ちょっと光流さん！」

　美津が声を上げた。

「私のことも気き遣づかってくださいよ！」

　美津はプンプンしながら言う。

「なんだよ、面めん倒どうくさい男だな」

「女です！」

　美津は床ゆかを軽く踏ふみ鳴らす。

「なんで俺が妻子持ちの怪かい力りきキツネに『大丈夫？』なんて言わなきゃいけねぇんだよ」

　そう言うと光流は、さっさと幣殿に向かってしまった。

「ちょっ！　ちょっと光流さん！」

　美津は光流を追う。

（美津さん、奥さんとお子さんがいるんだ……）

　光流を好きだと言った美津の真剣な表情を思い出し、ゆき乃は複雑な表情をする。そして、慌あわてて二人を追う。

　浅草神社の社しや殿でんは、本ほん殿でん、幣殿、拝はい殿でんからなっている。本殿には御祭神や御神体が祀まつられている。本殿は神のいる場所で、立ち入ることは許されない。幣殿は祭さい儀ぎを行い、供え物を奉たてまつる社殿であり、拝殿は祭さい祀し・拝礼を行うための社殿である。

　幣殿と拝殿は朱しゆの渡わたり廊ろう下かでつながれている。この朱の渡り廊下を渡りの間という。

「わぁ」

　江戸時代初期から建つ社殿内を、初めて目まの当たりにし、ゆき乃は声を上げた。

　火事の多かったこの地域で、神み輿こし庫こなどは焼けてしまっても社殿は焼けなかったという神かみ懸がかった場に立てる事を誇ほこりに思う。幣殿から見る本殿は、より重じゆう厚こうで神聖である。

　週末は神前結けつ婚こん式を行うことが多いが、仏ぶつ滅めつである今日の幣殿は静かだ。シンと張りつめた空気が心地ここちいい。

　光流は御ご幣へいを持ち、祝詞のりとを奏上する。ついさっきまで騒さわいでいた美津も真しん剣けんな表情となり、頭を下げる。

　光流の声は幣殿だけではなく、社殿全体に響き、空気を浄じよう化かしていく。

（不思議な力……）

　ゆき乃は満たされた清せい浄じような空気を深く吸い込んだ。

　違ちがった出会い方をしていれば、もっと素直に光流と接することが出来たかも知れない。ゆき乃は祝詞を奏上する光流の後ろ姿を見つめた。

（キヨ子おばあちゃん、鬼おに婆ばばのおばあちゃん、お母さん、お父さん。私、やってみるからね）

　パリンと薄いガラスが割れた音が耳の中に響く。そして、身体の奥で何かが燃え上がったような気がした。その小さな炎ほのおは篝かがり火びとなり、ゆき乃に勇気を与あたえた。ゆき乃の神通力は一枚ずつ扉とびらが開くように解き放たれようとしていた。
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　子供の騒ぐ声、大人の笑い声が響ひびく公園。

　光流、美津、ゆき乃の三人は花川戸公園へやってきた。桜咲さく休日の公園は、人が多い。

　アスレチックで遊ぶ子供達を、おしゃべりしながら見守る母親たち。自転車にまたがって、たむろする中学生たち。桜の下で花見をする若者たち。皆みな、神主と巫女みこの姿を見て、ギョッとする。

「何、何？　お祭りかな？」

「コスプレじゃなくて？」

「芸人じゃない？」

　ヒソヒソと話す声が聞こえ、ゆき乃は顔を伏ふせた。

「あのー、今から何かあるんですか？」

　母親グループの一人が話しかけてきた。答えようとする美津を遮さえぎって、光流が答える。

「夕方から、この公園のお祓はらいを行います。それでお邪じや魔ましています」

　光流は微笑ほほえみながら言った。

「そ、そうなんですかー」

　話しかけてきた母親は会え釈しやくをしながらグループの輪の中に戻もどって行った。

「やっぱり、光源氏だった！」

「私、祭りの時に見たことあるー」

　若い母親たちの、キャーキャー騒ぐ声が聞こえる。ゆき乃は、光流が地元のちょっとした有名人だということを改めて知った。光流は母親たちに向かい、光源氏の微笑みで会釈をする。更さらにキャーキャー騒ぐ母親たち。

「俺、すげー人気ある」

「光流さん、遊んでないで準備しましょ」

　美津が、ため息をつきながら言う。

「日が傾かたむきはじめたら、結界張って善良な区民の皆さんを退たい避ひさせるか」

「はい。そうしてください」

　美津はウンウンと頷うなずいた。

「俺、力温存しときたいから美津さん、お願いします」

「え？　私!?」

　美津はセミロングの髪かみを揺ゆらして勢いよく光流を見る。光流は御幣を担かついで言った。

「だって、ゆき乃は何にも出来ないし」

「……じゃあ、なんで連れてきたのよ」

　美津は、聞こえないよう小声で文句を言った。

「美津さん、もうちょいしたら公園内、グルッと結界張って下さい。その前に、そこに床しよう几ぎお願いします」

「……はぁぁ、狐きつね使いの荒あらい神かん主ぬしだこと」

　美津はブツブツ言いながら折りたたみ式の腰こし掛かけである床几を広げた。

「私にも手伝わせてください」

　ゆき乃も美津と一いつ緒しよに床几を広げ、準備を手伝う。そうしながら、ゆき乃は浅茅ヶ原の鬼婆と向き合う心構えをした。

　昨日と同じ桜の前で三人はその時を待った。目の前は姥が池だ。

「浅茅ヶ原の鬼婆、やっぱ怒おこってんなぁ。澱よどみがひでぇ」

　光流は周囲を気にして小声で話した。美津は姥が池を見つめながら、光流に同意して頷き、「本当ですね、息苦しいわ」と言う。ゆき乃も二人と同様に姥が池をじっと見つめた。

「……」

　しかし、何も見えない。昨日のように邪じや気きの澱みを見ることは出来なかった。

「ゆき乃……見えねぇか？」

　その様子を見ていた光流は、ゆき乃に尋ねる。

　ゆき乃は寂さびしそうに首を振ふる。光流と美津の会話についていけない。一人ぼっちの気分だった。

　光流と美津の世界はゆき乃には未知であり、人間でありたいと思うゆき乃の気持ちと反する世界である。しかし、神通力の存在を認めはじめ、キヨ子と鬼婆、そして街を救いたいと思う今は、自分の無力さを痛感する。

　二人に見えるものが自分には見えない。やはり母が狐であるというのは、ただの空想だったのではないだろうか。よく見る母の夢は、ただの夢なのではないだろうかと思えてくる。

　そう思うと昨日見えたはずの澱みや、浅茅ヶ原の鬼婆の存在さえ幻げん想そう、幻げん覚かくであったのではないかと危あやぶまれる。

「……」

　目を凝こらして姥が池を見ても、普ふ段だんの池と変わらない穏おだやかな池である。

「私、何も見えないし、感じません」

　そう言って切なげに光流を見るゆき乃。

　キヨ子と鬼婆を救い、花川戸の人々に平安を取り戻したいという気持ちと、光流や美津の期待に応こたえたいという気持ちが重なって、ゆき乃は焦あせっていた。

「な、なんだよ。なんつー顔で俺を見んだよ」

　光流は小声で言った。

「本当に私、藤原さんが言うように神通力があるのかなって思って……」

　ゆき乃は俯うつむく。

「チッ！」

　光流は、舌打ちした。女子のそういった雰ふん囲い気きは苦手だ。

「俺、言っただろ？」

　ゆき乃の顔を覗のぞき込む光流。

「俺が妖よう怪かいと間ま違ちがえるくらい妖よう気きの強い神通力を持ってんだから、お前は」

　そして、光流は強い眼まな差ざしをゆき乃に向けた。

「お前、もっと誇りを持てよ。お前のとこの神社の守り神は妖よう狐こから神しん使しになった伝説的な白びやつ狐こなんだろ？」

「はい……そう聞いてます。それと……」

　ゆき乃は、繰くり返し何度も見る夢のことを二人に話した。

「その夢の中で母は、白狐になって去って行くんです。でも、私が物心ついた頃ころには、母はすでに亡なくなっていたので、どこまでが真実か夢か分からないんですけど……」

　光流は「えっ」と小さく声を上げた。

「……亡くなった？」

　真剣な顔で聞き返す。

「はい……私が小学校へ上がった頃です」

　ゆき乃は怪け訝げんな顔で光流を見る。

「……そう聞いてるのか？」

　光流は、ゆき乃を見つめたまま独り言のように呟つぶやいた。

「はい？」

　ゆき乃は光流の声が聞き取れず、首を傾かしげる。

「何ですか？」

　ゆき乃はもう一度、聞き直した。

「いや……なんでもねぇ」

　そう言うと、光流と美津はチラッと目を見合わせる。三人は沈ちん黙もくした。それを打ち破ったのは光流だった。

「だから、お前がしけたツラしてるって言ったんだよ！　ほら、ゆき乃！　神酒みきで清めるぞ！　そのしけたツラどうにかしろ！」

　光流は金の盃さかずきと神酒を両手に持った。

「はい、すみません。へへへ」

　ゆき乃は、「しけたツラ」を直そうと笑ってみせる。

「ヘラヘラすんなっ！　仕事中だ！」

（なっ！　何よ）

　ゆき乃は今度はムッとした表情で光流を見るが、光流は構わず盃をゆき乃に差し出す。

「あ、ありがとうございます」

　ゆき乃が盃を受け取ろうと手を伸のばすと、

「は？　ちげーよ。神酒、注げよ。巫女だろ？」

　と、光流は横おう柄へいに言い、神酒をあごで指した。

「うぅ」

　ゆき乃は恨うらめしそうに光流を見て、うめき声を漏もらした。

　三人は盃を掲かかげ、神酒を飲む。昨日と同じように、ゆき乃の身体からだを何かが駆かけ巡めぐる。それは、すぐに効果として現れた。

「わ……」

　ゆき乃は驚おどろいて手で口を押さえる。昨日と同じように姥が池の澱みが見えたのだ。昨日は立ち上る霧きりのようだった澱みが今は渦うずを巻いている。まるで、池から真っ黒な雨雲が湧わいているようだ。規模も明らかに昨日より大きい。

「見えたか？」

　光流は姥が池を睨にらみながらゆき乃に聞いた。

「はい……本当に昨日より酷ひどいですね」

　見ているだけで、ゆき乃はケホケホと咳せき込んだ。浅茅ヶ原の鬼おに婆ばばの怒いかりが、邪気の澱みとなって現れている。

「日暮れまでちょい早いけど、美津さん始めてください」

　光流がそう言うと、美津は自分の周囲に結界を張り、人々から見えなくなった。小さな結界の中で、美津は軽々と宙返りをする。

　その瞬しゆん間かん、白はく煙えんが上がり、美津はお美津狐に変へん幻げんした。

「ファァァ……」

　光流とゆき乃の前に現れた巨きよ大だいな金色の狐は、猫ねこのように伸びをする。その姿は公園内の人々からも公園外の人々からも見えない。

「お美津、結界を頼たのむぞ！」

　光流は言った。

「ウォーン！」

　お美津狐は一声吠ほえると空へ駆けた。そして、花川戸公園の周囲を駆け巡る。その軌き跡せきは金色に輝かがやき、巨大な金のカーテンが引かれていく。

　浅茅ヶ原の鬼婆を閉じ込めると同時に、人間を遠ざける結界だ。

　ブゥン……。

　結界が張られると、照明が絞しぼられるように明るさが落ちた。春の夕暮れにはまだ早い時間だ。

「なんか肌はだ寒ざむくなってきたね」

「そろそろ帰ろうかー」

「帰るよー、おもちゃ片付けなさーい」

　公園内にいる人々は本能で危険を察知し、帰り支じ度たくを始める。公園内が暗くなったことは分からないまでも、結界内に閉じ込められた邪気が渦うず巻まく嫌いやな空気は皆みな、感じたようだ。

（みんな早く、早く逃にげて……）

　ゆき乃は祈いのるように人々を見回した。

　その間にも、姥が池の澱よどみは大きくなり、ヘドロがガスを吹ふき出すようにボコッボコッと音をたて始めた。結界で囲まれたことに、浅茅ヶ原の鬼婆は更さらに腹を立てたようだ。

「……藤原さん」

　昨日とは明らかに違ちがう姥が池の雰囲気に、ゆき乃は思わず光流の名を口にした。

「結界を張ったことで逢おう魔まが時ときが早く来ちまったな」

　光流は公園を見回し、言った。

　ゆき乃は昨日、光流から聞いた「逢魔が時」の話を思い出す。

　江戸時代の日暮れ時、行き交かう人の顔の区別がつきにくく「誰たそ彼かれは？」と尋たずねる頃ころ合あいを、黄昏たそがれと言うようになった。黄昏時は妖あやかしや魑ち魅み魍もう魎りようが活動しだす魔に逢あう時間。それが逢魔が時だ。

　いつの世も闇やみとは、人にとって不気味で恐おそろしいものなのだ。

　公園内に人がいなくなった頃、夕暮れ前だというのに、姥が池のある花川戸公園だけは薄うす闇やみになっていた。

「区民の皆さんは、もういねぇな」

　光流はもう一度、公園内を見回し確かく認にんする。花川戸公園には光流とゆき乃とお美津狐しかいない。

　それと、もう一人……今まさに現れようとする浅茅ヶ原の鬼婆だ。

　お美津狐が姥が池を睨みながら、檻おりの中の猛もう獣じゆうのようにウロウロとしている。浅茅ヶ原の鬼婆を警けい戒かいしているのだ。

　光流は自分とゆき乃の周囲に神酒を流し、大きな円を描えがいた。更にそこへ、塩を振ふり撒まく。

「ゆき乃。ここから出るなよ。これはお前を守るための結界だからな」

「はい」

　それは、浅草神社の祭さい壇だんに供えられた神酒と塩の結界だ。簡易的なものであるが、人の亡ぼう霊れい程度なら一時的に侵しん入にゆうを防ぐことは可能である。完全に神通力に目覚めていないゆき乃と光流自身をこの結界で守るのだ。

「……」

　ウロウロと落ち着かなかったお美津狐が、姥が池を見つめて静止した。

「藤原の、はよう始めるがええ。ババが出るぞ」

　お美津狐は今にも飛びかからんと構える。

「言われなくたって、今やるとこだ！」

　そう言うと光流はゆき乃を振り返り、力強く頷うなずいた。ゆき乃も頷く。

（おばあちゃん、今助けるからね）

　姥が池の澱みは今や、真っ黒な煙けむりのように宙に留とどまり、不気味な音を立てている。

　光流は御ご幣へいを構え、清せい祓ばつ詞しを奏上する。瞳ひとみの色が藍あい色いろから、あざやかな青に変わる。海の神、綿津見大神の神通力が発動した証あかしだ。清祓詞により、浅茅ヶ原の鬼婆をあぶり出すと共に、ゆき乃の力を解放しようというのだ。

　花川戸公園に大おお海うな原ばらが現れる。光流の神通力により公園は夜の海へと景色を変えた。ゆき乃と光流は、月を映す群ぐん青じようの海原の上に立つ。海は光流の神通力が最大限発揮出来る場所であり、怪あやしき者を寄せ付けない結界でもある。

　これにより、鬼婆を公園内に閉じ込めるお美津狐の金のカーテンの結界、鬼婆を寄せ付けない光流の海の結界、ゆき乃を守る神酒と塩の結界で構成された三重の結界が完成した。

「此乃所乎祓比清米氏神籬刺立氏招岐奉里坐世奉留……」

　清祓詞が始まると、黒い塊かたまりであった澱みは横に広がり始めた。黒こく煙えんのような澱みはユラユラと形を変えていく。

　それは、やがて、大勢の人間たちの姿となった。何かは聞き取れないが、皆、口々に何かを呟つぶやいている。ザワザワとしたその呟きは、徐じよ々じよに大きくなっていく。

（今日は、鬼婆に殺された九九九人の亡霊が先に出てきたのね）

　ゆき乃は目を凝こらす。心臓がドキドキと早はや鐘がねを打ち、息いき遣づかいは浅く短くなっていく。

　まるで雑音により神事を邪じや魔ましようとするかのように亡霊たちは騒さわぐ。

　群青の海面が波立つ。すると、一いち陣じんの風が姥が池を吹き抜ぬけた。風はザァッと嵐あらしのような音を立てる。ゆき乃は風の香かおりを嗅かいだ。

（……潮風？）

　その風は海の香りがした。

「うあぁぁあああぁ……」

　光流の起こした潮風に燻いぶし出されるようにして、九九九人の人ひと影かげの真ん中に浅茅ヶ原の鬼婆が姿を現した。

　しゃがれた不快な声は、何か不満を吐と露ろしているようにも聞こえる。

　祝詞のりとを奏上する光流は、集中している。

（鬼婆が姿を現したら、次は私の番……）

　いよいよ、ゆき乃の力が解放される時が来た。その解放された神通力を利用して、光流が鬼婆を新しい石せき碑ひへ封ふう印いんする。

　そうすれば、浅茅ヶ原の鬼婆は消しよう滅めつすることなく、駄だ菓が子し屋の女主人キヨ子も鬼婆から解放される。

（誰にでも優やさしいおばあちゃんに戻もどってくれるよね……）

　ゆき乃は、浅茅ヶ原の鬼婆を見つめた。パリン、パリンと薄うすいガラスが割れる音が、耳に響ひびく。

「おぉぉぉぉぉ。よくもぉ、よくもぉ」

　鬼婆は口から涎よだれをだらだらと垂れ流して恨み言を言っている。

「よくも、娘むすめをぉぉぉぉぉ」

　腰こしの曲がっている鬼婆は、祝詞を奏上する光流を白く濁にごった瞳で睨みつけながら、地に手をつき、四つん這ばいになった。

「おばあちゃん！　ダメ！」

　思わずゆき乃は叫さけんだ。しかし、ゆき乃の叫びは届かず、浅茅ヶ原の鬼婆は突とつ進しんしてきた。

「……！」

　光流の祝詞は、ようやく終しゆう盤ばんに差し掛かかったところである。

「ぐわぁぉぉぉぉぉああ！」

「ウォ────ン！」

　お美津狐も咆ほう哮こうし、走り出す。お美津狐は浅茅ヶ原の鬼婆を食い殺そうとする勢いで口を開く。

　その瞬しゆん間かん、九九九人の亡霊が、盾たてとなるように鬼婆の前にズラリと並んだ。

「ギャン！」

　お美津狐は勢い余って、九九九人の中へ転がりこむ。九九九人はお美津狐を取り囲んだ。

「ああ！」

　この先の悲劇を予感したゆき乃は、両手で頰ほおを覆おおった。助けに行きたくても、神酒みきと塩の結界から出られない。

　ゆき乃は、お美津狐の金色の尾おが、群がる人影の奥に、力なく消えていくのを見た。お美津狐は、罪の無い九九九人を傷つけるなという光流の言葉を守ったのだ。

（美津さん！）

　その時、人影から腰を曲げた鬼婆がユラリと姿を現す。数本しかない黄ばんだ歯を見せ、ニタリと笑った。

「ゆき乃ちゃん、千人目の魂たましいを取り込んだら願いが叶かなうんだよ。娘に会えるんだ。そうしたら、おばあちゃんと娘とゆき乃ちゃんの三人で暮らそうねぇ。楽しみだねぇ」

「千人目の魂……」

　ゆき乃は鳥とり肌はだを立てた。

　千という数には、沢たく山さんという意味があり、力の宿る数字とされる。悲願を達成するため千本の刀を奪うばおうとした武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けい、病人の回復を願う千せん羽ば鶴づるや、戦時中、腹巻きに千人の女性が結び目を縫ぬい、兵士の戦場での幸運を祈る千人針。多数の人の祈き願がんによって目的を達成させる合力祈願に結びつき、千は悲願達成の数字となった。

　ゆき乃に一いつ緒しよに暮らそうと言う浅茅ヶ原の鬼婆。

　その千人目のターゲットとは、

「その神かん主ぬしの魂をいただこう」

　光流であった。

　鬼婆は、ゆっくりと四つん這いとなった。それは、突進の合図のようなものだ。

（また、来る！）

　鬼婆は再び、光流をめがけて突進してきた。ゆき乃は目を見張る。

（鬼婆に結界が、効かない？）

　海面を泳ぐように、容易たやすく大海原の結界を四つ足で走る。怪しい者を寄せ付けず、光流たちを守るはずの海の結界は役目を果たさなかった。光流の祝詞はまだ終わらず、ゆき乃の神通力は解放されない。

　鬼婆は、神酒と塩で出来た結界を破は壊かいしようと体当たりした。

「……神職仲取持知氏……！」

　祝詞を奏上する光流の声が一いつ瞬しゆん、詰つまる。

　簡易的な神酒と塩の結界は、きしんだ音を立てた。風もないのに光流の御幣の紙垂しでが舞まい、光流のこめかみから汗あせが一筋流れた。

（どうしよう！　私たちを守る最後の結界が破られてしまう！）

　ゆき乃の耳では、バリバリと何枚ものガラスが割れる音が響く。それは、結界の崩ほう壊かいする音なのか、ゆき乃の神通力の封印が解かれる音なのか分からない。

　鬼婆は神酒と塩の結界を破壊しようと大きく両りよう腕うでを振り上げた。

「……かしこみかしこみもうすっ！」

　地を揺ゆるがす大だい音おん響きようが花川戸公園に響く。爆ばく発はつ音と共に白はく煙えんが大きく上がった。

　結界が破れたのと、光流の清祓詞が終わったのは、ほぼ同時だった。

「うぅ！」

　光流は、その場に倒たおれこむ。千人目の犠ぎ牲せい者しやにはならずに済んだが、結界が崩壊し鬼婆の攻こう撃げきを受けた光流は、全身に裂れつ傷しようを負っていた。白しろ狩かり衣ぎぬが赤く染まっていく。

　大きく上がった白煙は花川戸公園の全すべてを隠かくした。

「ゲホゲホ！　ゆき乃！」

　光流は痛む身体からだを引きずり、ゆき乃の名を叫んだ。返事がないことに背筋がスッと寒くなる。

「ゆき乃！　ゆき乃！　どこだ！　返事をしろ！」

　何とか起き上がった光流は、全身の痛みに顔を歪ゆがめる。嫌いやな予感に心臓が何かに貫つらぬかれたように痛む。ゆき乃に何かあれば、それは全て自分の責任だと光流は自分を責めた。

　まだおさまらない白煙の中に、季節外れの木の葉がヒラヒラと舞う。白煙の中に人影が見えた。見えたのは、長く艶つややかな黒くろ髪かみだ。光流に背を向け、姥が池の方を見ている。

「ゆき乃！　大だい丈じよう夫ぶか？」

　光流の呼びかけに、ようやくその人は、ゆるゆると振ふり返った。

　やはり──ゆき乃である。

「ご案じ召めされるな、ゆき乃は無事じゃ」

「……は？」

　その御ご所しよ風の京言葉に、光流は呆ぼう然ぜんとする。ゆき乃の声よりも低く、大人の艶やかさがある声だった。

　白煙が引き、その女の全ぜん貌ぼうが明らかになる。その顔は、ゆき乃のようであるが、何かが違ちがう。ゆき乃に似た女は、巫女みこ装しよう束ぞくではなく、平安時代の十じゆう二に単ひとえを着ていた。

　肌はだは雪のように白く、唇くちびるは彼岸花のように紅あかく、瞳ひとみは墨すみのように黒い。そして、何よりも違うのは表情と雰ふん囲い気きだ。獲え物ものを狙ねらう猫ねこのように隙すきがない。

　その女は、光流に妖あやしく微笑ほほえんだ。この世のものとは思えないほど、美しく妖しい微笑みだった。
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　強力な神通力の持ち主だということが、纏まとう空気から分かる。

「そなたと、そなたの結界がゆき乃を守ったのじゃ」

　十二単の女は胸に手を当て、光流に言った。ゆき乃のナチュラルだった爪つめは、朱しゆに塗ぬられている。

「……」

　光流は女に目を奪われ、言葉を発せられない。ただ見つめることしか出来ないのだ。

　十二単の女の後ろで何かが蠢うごめいた。さっきの衝しよう突とつで弾はじきとばされた浅茅ヶ原の鬼婆が、ユラリと起き上がる。鬼婆は白はく濁だくした瞳を見開き、十二単の女を見つめた。

「ゆき乃ちゃんじゃないのかえ……？」

　しゃがれた声は、低く響いた。鬼婆は緩かん慢まんな動作で再び、四つん這いとなり、走り出した。

「危ない！」

　とっさに光流は叫んだ。

　その瞬間、女は鬼婆の方へ振り返りざま、手を袈け裟さ懸かけに振り下ろす。艶やかな黒髪が、その動きに合わせてなびいた。

「ぐぅ！」

　浅茅ヶ原の鬼婆は、その場に動けなくなる。口から涎が糸を引いて落ちた。

「おぉおおぉおおおお……」

　鬼おに婆ばばに操あやつられていた九九九人の亡ぼう霊れいは一瞬、統制を失い乱れた。十二単の女は、強力な神通力を持って鬼婆を押さえつけたのだ。

「闇やみの者よ、闇へ還かえるがええ」

　女は再び、手を振り上げる。

「待て！　消しよう滅めつはダメだ、封ふう印いんする！」

　光流は制止した。

「……封印？　消滅すべき醜みにくきモノぞ、フフフ」

　女は口元に手を当てて笑った。

「約束したんだ、ゆき乃と！　浅茅ヶ原の鬼婆も駄だ菓が子し屋のばあさんも助けるって！」

　動どう揺ようしている光流は、敵とも味方とも分からない女に説明した。

「ゆき乃と？」

　女は手をスッと下ろし、構えを解いた。光流の説明は有効だったようだ。

「そなた……ゆき乃の主あるじであらしゃりますのか？」

　十二単の女は、黒こく檀たんのような瞳でじっと光流を見つめる。

「お前は何者だ！　ゆき乃はどうした！」

　光流は、女の質問に答えずに叫さけんだ。必死な光流を、女は冷ややかな瞳で見つめている。

「ゆき乃は無事やと申したであろう」

　そして、からかうように微笑む。

「だったら！　ゆき乃はどこだっ!?」

　光流の口調に苛いら立だちが混ざる。

「ゆき乃は私の中におる……」

「どっ、どういうことだ!?」

「……私は、ゆき乃の中に封印されていたゆき乃の母や」

「え？」

　光流は茫ぼう然ぜんとなり、女を見つめる。

「ゆき乃の母である葛くずの葉はや」

「……葛の葉……姫ひめ!?」

　その名を聞いた光流は言葉を詰まらせた。
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　葛の葉姫とは、平安時代、信しの太だの森に住んでいたと言われる伝説の白びやつ狐こである。信太の森は今の大おお阪さか和泉いずみ市にあった。

　ある日、安あ倍べの保やす名なと恋こい人びとの葛の葉は信太の森を訪おとずれた。

　保名は、森の奥で悪漢に追われる白狐を助ける。危険を避さけるため、恋人の葛の葉も逃にがすが、保名は悪漢に捕つかまり大おお怪け我がを負ってしまう。

　そこへ葛の葉が戻もどり、保名を家まで送り届け介かい抱ほうする。二人は悪漢から逃のがれるため、誰だれも知らない地に隠かくれ住んだ。そうして、いつしか二人は恋人から夫ふう婦ふとなった。

　二人の間には童どう子じ丸まるという子供も生まれた。幸せな日々は数年続いた。

　しかし、五歳の童子丸が、葛の葉の正体を狐きつねだと見破った。女によう房ぼうの葛の葉は、恋人の葛の葉ではなく、信太の森で保名に助けられた白狐だったのだ。白狐が葛の葉に化けて、保名と夫婦になったのである。人間である本物の葛の葉は、ずっと保名を探し続けていたのだった。

　正体を知られた白狐の葛の葉は、すがる童子丸を泣く泣く残し、信太の森へ帰っていった。

「恋こいしくば　尋たずね来て見よ　和泉なる　信太の森の　うらみ葛の葉」白狐である葛の葉は保名と童子丸に、この和歌を残した。

　保名と童子丸が信太の森を訪ねると、葛の葉が現れ、水すい晶しよう玉だまと黄金の箱を二人に託たくした。そして葛の葉は森の奥へ消え、二度と二人の前には現れなかった。この童子丸が、後の陰おん陽みよう師じの安あ倍べの晴せい明めいである。

　安倍晴明は葛の葉から譲ゆずり受けた宝を使い、陰陽師として地位と名声を築いたとされる。







　光流の目の前で妖よう艶えんに微笑む女は、自分が葛の葉だというのだ。

「葛の葉……姫が、ゆき乃の母親？」

　混乱する光流は、事実を受け止めきれず、反はん芻すうして飲み込もうとした。葛の葉がゆき乃の母だということは、安倍晴明の母とゆき乃の母は同じだということだ。

　しかし、よく考えてみれば、葛の葉こそ三囲神社を守護する伝説の白狐、「元妖よう狐この稲荷いなり神しん使し」という肩かた書がきにピタリと当てはまるのだ。

「……」

　光流の頭の中で、迷いと戸と惑まどいがグルグルと回った。

「ウォ────ン！」

　その時、お美津狐の悲しげな声が響ひびいた。光流はハッとして姥が池の方を見る。お美津狐は九九九人の攻こう撃げきに必死に耐たえていた。逃げようとしてもあらゆる方向から引っ張られ、殴なぐられ、蹴けられ、逃げ出すことも出来ない。統制を失った亡霊たちは、一いつ斉せいにお美津狐を攻撃したのだ。まるで熱狂する大衆に、なぶり殺しにされる野の良ら犬いぬのようだ。

　お美津狐が、本来の力を出せば、人間の亡霊など敵ではない。だが、お美津狐は光流の「人間の魂たましいを傷つけるな」という言葉を忠実に守り、ひたすら耐えているのだ。

「お美津！」

　憎にくまれ口ばかり叩たたくお美津狐の今の姿に、光流は胸を詰つまらせる。健けな気げな忠狐は、主あるじである光流を失望させなかった。

「そなたは残ざん酷こくな主やな」

　葛の葉は、姥が池の方へ手を掲かかげた。

「ダメだ！　罪のない魂を傷つけるな！」

　光流の声に葛の葉は一いつ瞬しゆん、視線を逸そらしたが、すぐに姥が池の亡霊たちに向き合う。両手を平行に開き、押さえ込むような動きをした。それは、舞ぶ踊ようのように優ゆう雅がであった。

　お美津狐を攻撃していた九九九人の亡霊たちは、見えない力に押し出され、姥が池の水面に整列した。そして、その場に縛しばられる。

「おおおぉおおぉぉぉお」

　亡霊たちは不満を垂らす。その亡霊たちの前には同じように浅茅ヶ原の鬼婆が、葛の葉の神通力で縛られている。

　九九九人から解放されたお美津狐は、ヨロヨロと立ち上がり、光流と葛の葉の方へ歩き出す。

「お美津！」

　光流は痛む足を引きずりながら、お美津狐に駆かけ寄った。間近で見るお美津狐の姿は見るも無む惨ざんに傷だらけであった。所々、毛がむしられ、血が滲にじんでいる。

「お美津！　ごめんな！　よく耐えたな。ありがとうな」

　光流は第一の式神であるお美津狐の首や背を癒いやすように撫なでた。

「人間の亡霊など、どっさない」

　お美津狐は傷ついている右目を閉じたまま、飛驒弁で「どうってことない」と言い、ニヤリと笑った。

「ぬしも、えらいボロボロやさ。大だい丈じよう夫ぶか？」

　お美津狐は、血の滲む狩かり衣ぎぬを着た裂れつ傷しようだらけの光流を心配した。光流の頰ほおには一文字の傷が出来ている。

「お前に比べたらかすり傷だ。ツバつけときゃ治る」

　光流は、痛みに耐えて笑う。お美津狐のダメージは光流よりもひどく、血が流れる傷が痛々しかった。

「お美津狐、ひさかたぶりじゃ」

　葛の葉が声をかけると、お美津狐は驚おどろいて無傷である左目を見開いた。

「あなたさまは！」

　その京言葉と十じゆう二に単ひとえと、ゆき乃に似た顔には遠い昔、遥はるか遠い昔だが確かに覚えがあった。

「……葛の葉姫さま!?」

　お美津狐は怯おびえた犬のように耳と尾おを垂らし、ひれ伏ふす。

「小こ法ぼ師しと子は変わりないか？」

　葛の葉はお美津狐の妻と子の様子を優やさしく聞いた。

「はいっ、女房も子供も飛驒で元気にしております」

「は？」

　いつもは、飛驒なまり丸出しで態度がでかいお美津狐の変へん貌ぼうぶりに、光流は啞あ然ぜんとする。

　一方、葛の葉はお美津狐の返答を聞いて、優しい笑えみを漏もらす。

「よしなに」

「ありがたきお言葉……しかし、葛の葉姫さま、なぜこちらに？」

「ゆき乃の力を、そなたらが解放したからじゃ。何のために私が封ふう印いんしたのか分からへん」

「封印？」

　光流とお美津狐は顔を見合わせた。

「ゆき乃の力は母である私が封印していたゆえ」

　葛の葉は、紅あかい唇くちびるの口角を上げる。

「葛の葉姫さまが、ゆき乃さんの母上さま……？」

　葛の葉がゆき乃の母と名乗る事実を、お美津狐も光流と同様に飲み込めないようだった。葛の葉は平安時代の陰陽師、安陪晴明の母である。その有名すぎる伝説は、光流もお美津狐も知っている。

「そなたらに理ことわりを申すゆえ、夜桜の下、語らいましょうや」

　葛の葉は床しよう几ぎが三つ並んだ桜の木を指した。

　光流は、桜の木とは反対方向の、姥が池を振ふり返る。

「葛の葉姫ひめ、浅茅ヶ原の鬼おに婆ばばと旅人たちは……」

　優雅な葛の葉、幽ゆう玄げんな夜桜と相反して、姥が池は邪じや気きに満ちていた。

「私に考えがありますゆえ、そのままに……」

　葛の葉は冷たい視線を鬼婆に送り、言った。

　鬼婆は姥が池から葛の葉を忌いま々いましそうに見つめる。

「その前に……」

　そう言うと、葛の葉はお美津狐の鼻先にそっと手を添そえた。そして紅い唇を尖とがらせて、そっと口づけをした。

　光流は大きなお美津狐の口元に、葛の葉の薄うすく開かれた紅い唇がゆっくりと重なるのを目の前で見た。

「なっ！　何してんだ！」

　取り乱す光流はバタバタと手を振る。

　葛の葉の口元からほのかに輝かがやく光の筋がお美津狐の口へ取り込まれていく。それは神通力である。葛の葉はお美津狐の傷を癒やすため、口移しで神通力を送っていた。

「……はぁっ」

　口づけが終わると葛の葉はあごを反らし、大きく息をついた。その、なまめかしさは人間を惑まどわせる妖あやかしの魅み力りよくだった。

　葛の葉の神通力により、お美津狐の傷はみるみるうちに治っていく。傷つけられた右目も開くようになり、むしられた金色の毛も、艶つややかな元の毛並みに戻もどった。

「良うなったか？」

　葛の葉は、微笑ほほえんで尋たずねる。

「お、畏おそれ多きことでございます！」

　お美津狐は震ふるえながら更さらにひれ伏した。

「ゆき乃も、そなたから宇迦之御魂神の御お米こめを譲ってもろうたんやろ？」

「……」

　お美津狐は、ただ恐きよう縮しゆくするばかりだ。

「さ、お美津狐よ。そなたの主と私の話を聞いておくれ」

　葛の葉は、震えるお美津狐の背を愛いとおしそうに撫でる。




　葛の葉は、話し始める前に少しだけ悲しそうに笑った。

　平安時代に安倍保名、幼い安倍晴明と別れたあと、長い間、信しの太だの森もり葛くずの葉は稲荷いなり神じん社じやで稲荷神使として過ごした。今から数十年前に宇迦之御魂神から勅ちよく命めいを受けて、東京の墨田区へやってきた葛の葉。

　向島の花街で「葛くず葉は」という芸名で芸者をしながら、この地を見守っていた。

　ある日、ゆき乃の父、三囲神社の三井雪雄と出会う。そして恋こいに落ち、結けつ婚こんをした。人気芸者「葛葉」は結婚後、三井葉よう子こと名乗る。小雪とゆき乃、二人の娘むすめにも恵めぐまれ幸せに過ごした。葛の葉は三井葉子として過ごし、この地を守る任務を果たすつもりだった。

　しかし、悲劇は繰くり返す。

「お母さんはお耳と尾っぽがあるけど、白しろ猫ねこさんなの？　それとも狛こま犬いぬさん？」

　五歳のゆき乃は無む邪じや気きに葛の葉に聞いた。葛の葉の神通力を受け継ついだゆき乃には、母の本ほん性しよう、本来の姿が見えたのだ。

　それは、千年前に幼少の安倍晴明、童子丸が葛の葉の正体を知った年ねん齢れいと皮肉にも同じであった。

　宇迦之御魂神との約束で人間に正体を知られたときには、姿を消さねばならなかった。宇迦之御魂神の勅命である任務は、他ほかの稲荷いなり神しん使しが代わりに受け継ぐことになるだろう。葛の葉は繰り返す悲劇に泣いた。

「うぅ……雪雄さん、小雪、ゆき乃！」

　葛の葉は嗚お咽えつして泣きながら、無邪気に尋ねたゆき乃を抱だきしめた。

　葛の葉が下町にいる理由。それは、下町に大きな災難が降りかかるという宇迦之御魂神の予言から下町を守護するためだった。しかし、今この地を離はなれれば将来、家族も下町も災難に巻き込まれることになる。見捨てるわけにはいかない。愛する家族、夫の雪雄と娘二人を守りたい。この美しい下町を守りたい。三井葉子である自分に温かく接してくれた下町の人々を守りたい。これから起こる災さい厄やくから皆みなを守りたい。他の誰だれかがではなく自分が守りたい。千年前は諦あきらめて手放してしまった家族を、今度は諦めたくない。しかし、今の葛の葉は姿を隠かくさなければならない身である。災厄が動き出すその時まで神通力を蓄たくわえ、眠ねむりにつくのだ。その前に、もう一つ忘れてはいけないことがある。

「瀬せをはやみ　岩にせかるる　滝たき川がわの　われても末に　あはむとぞ思ふ」

　葛の葉は和歌を詠うたい、ゆき乃に手をかざした。ゆき乃はキョトンして母を見上げる。愛しい我が子に、葛の葉は悲しく微笑んだ。

　幼いうちから神通力を持てば、軽はずみに使って人から疎うとまれたり、トラブルに巻き込まれるかも知れない。神通力の使い方を教えるべき自分は側そばにいられないのだ。分別のつく大人になるまで、ゆき乃には普ふ通つうの人間の女の子として暮らして欲しい。葛の葉はゆき乃の神通力を厳重に封印した。

「その時が来たら、お母さんを手伝って」

　葛の葉の瞳ひとみから次から次へと涙なみだが零こぼれ落ち、小さなゆき乃の頰も濡ぬらした。

「愛してる……」

　葛の葉は姿を消した。ゆき乃の中に──。

　葛の葉の神通力は和歌の言こと霊だまの力を使う。五・七・五・七・七のリズムにより言霊は、より力を強める。五歳のゆき乃の力を封印した和歌には葛の葉の気持ちが込められていた。

「岩に遮さえぎられて二手に分かれている川の流れが、また一つに合流するように、今、別れてもまたいつかあなたに逢あいたいと思う」

　それは、ゆき乃にだけではなく、家族や葛の葉に関かかわった温かい人々に向けられた言葉だった。

　葛の葉もお美津狐も人間が好きだ。妖や神使には理解できないような不安定な感情を持っていることも人間の魅力だった。

　お美津狐が化かして脅おどかしていた飛驒の人間たちは、お美津狐を嫌きらうどころか「お美津稲荷神社」を建こん立りゆうし祀まつった。お美津狐は自分を妖よう怪かいとしてではなく、神として崇あがめた人々に驚おどろいた。人々はお美津狐の妻の小法師や仲間の狐きつねたちまで一いつ緒しよに祀ったのだった。

　それは人間の弱さでもあり、強さでもあった。恐おそれているものを祀る風習は日本各地にある。それでも、毎日参拝する人々や、毎年祭礼を開かい催さいする人間の生き真ま面じ目めな信しん仰こう心しんにお美津狐は感心していた。

　人間たちの信仰心により、お美津狐は妖よう狐こから稲荷神使になれたのだ。お美津狐もまた、葛の葉のように「人々の力になりたい」という思いを抱いだき、浅草神社に修しゆ行ぎようにきているのだ。

「……」

　光流は葛の葉の思いに心を揺ゆさぶられていた。自分と同じように下町を守りたいという強い思いは、閉とざされてはいたが、ゆき乃の中に存在していたのだ。ゆき乃の中に眠る熱い思いを光流は感じ取っていたのだ。

　葛の葉によって何重にも封ふう印いんされていたゆき乃の神通力は、光流たちにより徐じよ々じよに解放されていったのだった。そして、ゆき乃の中に自らを封印した葛の葉も目覚める時が近づいていた。

　浅茅ヶ原の鬼婆をきっかけにしてすべてが解放されたのだった。

　葛の葉が目覚めた理由と宇迦之御魂神の勅命。光流は、それを聞きたくてうずうずしていた。もしかして……と、思うところがある。

　そして、ゆき乃がこれからどうなってしまうのか気がかりだ。葛の葉に体を乗っ取られているゆき乃は戻ってこられるのだろうか。

　光流は葛の葉を見つめた。怪け訝げんそうに自分を見つめる光流の視線に葛の葉は気づいた。

「神かん主ぬしどの、何か腑ふに落ちぬ顔をしてあらしゃりますなぁ」

　葛の葉は皮肉っぽい言い方をした。葛の葉には神使の慈じ悲ひと妖の冷れい酷こくさが同居している。

「藤原です。俺は藤原光流」

「藤原……藤原氏に縁ゆかりのある御お方かたで？」

「まぁ、元をたどればそうかも……」

　よく分からない光流は、曖あい昧まいに返事をした。

「そないですか……して何か気にかかることでも？」

「葛の葉姫。宇迦之御魂神の勅命とは何でしょうか？」

　光流は真しん剣けんな表情で聞いた。藍あい色いろの瞳が、強く輝く。

　葛の葉は腰こしかけていた床しよう几ぎから立ち上がる。

「それについては……」

　隅田川の向こうで紫むらさき色いろに光るスカイツリーをチラリと見る葛の葉。光流も釣つられてスカイツリーを見た。

　紫色のライトアップは「雅みやび」と名付けられたスカイツリーの着物だ。すぐ隣となりには鋭するどく尖とがった三日月が輝かがやいている。

　葛の葉は何かを言いかけて、口をつぐんだ。そして、言い直す。

「それについては、またの機会にゆっくりとお話ししたいと思うております。そろそろ時間ものうなってきましたし……」

「時間……」

　光流は、浅茅ヶ原の鬼おに婆ばばと九九九人の亡ぼう霊れいを見る。葛の葉の神通力により縛しばられてはいるが、それは永遠ではない。

「ゆき乃は、そなたの式神なのやろ？　そんなん、何も教えんと、お嫁よめに出してしまったようなもんや。少しでも主あるじ様のお役に立てるよう指導致いたしますゆえ」

「嫁……」

　光流は、苦く笑しようした。

「いや、俺が無理やり頼たのみ込んだようなものなので……」

　ゆき乃に、何もしなくていいからと言っていたのに、予想を大きく外れた事態となったことを、光流は申し訳なく思った。

「光ひかる君きみ……」

　葛の葉は光流を光源氏の幼名で呼んだ。紅あかい唇くちびるから発せられたその呼び名は、禁じられた呪じゆ文もんのように怪あやしげに聞こえる。

「あの浅茅ヶ原の鬼婆と駄だ菓が子し屋のばば様をお救いしたらええんやな。光る君、手出しはあきまへんえ。ゆき乃に神通力の使い方を教えます」

「はい……」

　光流は「光る君」という呼び名の余よ韻いんに、うわの空で答えた。

「私はまだ目覚めたばかりで実体が無いゆえ、ゆき乃に狐きつね魂だまを授さずけます」

「狐魂？」

　光流は、それがなんであるか思い出そうとしたが、出来なかった。

「では……光る君、お美津狐。ご機き嫌げんよう……」

　光流の呟つぶやきはそのままに、葛の葉は大きな白はく煙えんに包まれ姿を消した。
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「ゲホゲホ！」

　光流は狩かり衣ぎぬの袖そでで顔を覆おおう。白煙は大きく舞まい上がり、一面を白の世界に変えた。季節外れの木の葉が数枚舞まっている。

「藤原の！」

　お美津狐が、尾おで光流を守る。

「ゆき乃！」

　お美津狐の金の毛並みに包まれながら、光流はゆき乃を呼ぶ。その声に呼応するように、白煙はサァーッと引いていった。

　巫女みこ姿のゆき乃が、光流たちの数歩前に現れる。背を向け、姥が池の鬼婆と亡霊たちを見つめている。

「マジかよ……」

　その後ろ姿を見て光流は呟く。ゆき乃の頭からは白い狐の耳が、腰からは白い尾が生えていた。

　ゆき乃はゆっくりと、光流とお美津狐を振ふり向いた。葛の葉とは違ちがう、可か憐れんな笑えみを浮うかべている。

「まだ何もしてねぇのにドヤ顔かよ」

　光流は、ゆき乃の後ろ姿に言った。







「求められた以上の仕事をする」

　ゆき乃は、父の言葉を思い出した。学校行事の実行委員に選ばれたゆき乃に父が激げき励れいとして送った言葉だ。

　ゆき乃は浅茅ヶ原の鬼婆と亡霊たちに向かって歩き出す。白い尾が揺れる。

　──ゆき乃、私の声が聞こえるやろ──

　ゆき乃の耳に、かすかな記き憶おくに残る懐なつかしい声が響ひびく。

「はい、お母さん」

　ゆき乃は、声の主が誰だれなのか、すぐに分かった。

　──ゆき乃、色々と辛つらい思いをさせてもうて、堪かん忍にんえ──

「うん……」

　ゆき乃は、涙なみだぐんだ。しかし、ギュッと瞳ひとみを閉じて涙をこらえ、力を込めて浅茅ヶ原の鬼婆を見る。

　鬼婆は、涎よだれを垂らし何かを叫さけんでいた。

「お母さん、私ね、浅茅ヶ原のおばあちゃんも、花川戸のおばあちゃんも助けたいの。そうすれば浅草の街を救うことにも繫つながるでしょう？」

　──欲よく張ばりな子やな。それに、神通力の使い方も知らんと式神になるなんて向こう見ずや。誰に似たんやろか──

　母は笑った。写真の母の笑顔が浮かぶ。

　──よいか、ゆき乃。神通力はな──

　葛の葉は言った。

　──神通力とは、想像することや。想像力が神通力の源や。出来るやろ？──

　それだけ告げると、ゆき乃の中で葛の葉の気配は消える。

「想像すること……ありがとう、お母さん。私、やってみるね」

　ゆき乃は、目を閉じて想像した。仲なか睦むつまじく暮らす鬼婆となる前の母と、美しい娘むすめの母娘おやこ。貧しいけれど、笑顔の絶えない温かな家。

　ゆき乃は、瞳を開き、薄うす闇やみの空を見上げる。その瞳の色は、黒から金に変わっていた。

「来てください……」

　ゆき乃の呼びかけに、輝くように美しい女性が空から降りてきた。

「おっかさん、私よ」

　石いし枕まくらに潰つぶされて死んだ娘が、生前の美しい姿で姥が池へ現れたのだ。浅茅ヶ原の鬼婆は、白はく濁だくした瞳を見開く。

「おお、お前……」

「おっかさん、あの時、私は自分から犠ぎ牲せいになったの。鬼おにに憑つかれたおっかさんを止めたくて、観音様にお願いしたのは私なのよ」

「なんてことを。お前に立派な祝しゆう言げんを挙げさせたくてしていたことだ！」

　しゃがれ声で怒ど鳴なる鬼婆に向かい、娘は優やさしく微笑ほほえんだ。慈じ愛あいに満ちた女め神がみのような笑顔だ。

「おっかさん、いつも私を思ってくれてありがとう」

　光り輝く娘は、鬼となった母を抱だきしめた。

「おお……わしの美しい娘や」

　浅茅ヶ原の鬼婆は腰の曲がった小さな老ろう婆ばへと姿を変えた。人を鬼へと変えていた邪じやの心が削そがれたのだ。

「狐きつねの子……」

　老婆は、しゃがれてはいるが穏おだやかな声でゆき乃を呼んだ。

「わしゃ、娘に会うために千人目の犠ぎ牲せい者しやを探していたんじゃ。それは、神通力を秘ひめたお前さんが最適であった。しかしな、このばあさんが激しく抵てい抗こうしおって」

　ばあさんとは、浅茅ヶ原の鬼婆が取り憑いたキヨ子のことである。キヨ子は意識を乗っ取られながらも、ゆき乃を守っていたのだった。

「狐の子よ、願いを叶かなえてくれてありがとう。色々とすまなかったのう……」

　浅茅ヶ原の鬼おに婆ばばであった老婆は深々と頭を下げた。娘も同じくゆき乃へ頭を下げる。

「お詫わびを兼かねたお礼に、わしに何か出来るかのう」

　そう言った老婆に、ゆき乃は潤うるんだ瞳で頷うなずく。

「キヨ子おばあちゃんを元の優しいおばあちゃんに戻もどしてください。そして、この花川戸公園でケガをする子が出ないように、子供たちを見守ってあげて」

「なんて欲張りな狐じゃ」

　老婆は、ニヤリと笑った。それは不気味な笑顔ではなく、やれやれといった感じの呆あきれた笑顔だ。

　ゆき乃は両手を広げ、天へ向けた。

「ひさかたの　光のどけき　春の日に　しづ心なく　花の散るらむ」

　歌うように和歌を詠よむ。なぜか自然にそうしていた。

　穏やかな春の日なのに、なぜ桜の花は慌あわただしく散ってしまうのだろうという和歌だ。

　薄闇だった公園に天から一筋の光が射さし、花川戸公園いっぱいに拡ひろがった。

　浅茅ヶ原の鬼婆である老婆と娘は輝かがやき出す。天からの光に照らされ、輝いて見えたが次し第だいにその輝きが激しくなってきた。浅茅ヶ原の鬼婆は神聖な仙せん女によのような姥宮沙竭羅龍王へ、娘は羽は衣ごろもを纏まとう天てん女によのような福寿稲荷大明神へと姿を変えた。その輝きは神が持つ光だった。

　そして、姥が池の水面に整列していた九九九人の亡ぼう霊れいは皆みな、天を仰あおぐ。

　光の中で亡霊たちは色いろ鮮あざやかなアゲハ蝶ちようとなり、一いつ斉せいに天へと羽ばたく。パタパタと羽音が聞こえてきそうなほど、たくさんの蝶が舞う。九九九匹ひきの蝶は天からの光を受け、天高く飛んでいく。
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　光流は今まで見たことのない美しい光景に「あぁ」とため息をもらした。

「……藤原さん」

　困ったように自分を呼ぶゆき乃の声に、光流が視線を移すと、一いつ匹ぴきのアゲハ蝶が迷って天へ昇のぼれずにいた。

　光流は御ご幣へいを、ゆっくりと掲かかげる。天を示す御幣の動きに合わせて風が生まれた。

　潮風の上じよう昇しよう気流が、優しくその一匹のアゲハ蝶を天へ導く。そうして浅茅ヶ原の鬼婆に殺された旅人たちは一人残らず昇しよう天てんし、怨おん念ねんは桜の花びらのように散った。

　姥宮沙竭羅龍王と福寿稲荷大明神はそれを見届けると、姥が池に並んだ二つの小さな祠ほこらに鎮ちん座ざした。

　ゆき乃により、浄じよう化かと昇天とが同時に行われたのだ。

「あいつ……」

　光流はゆき乃の後ろ姿を見つめる。

　千四百年以上前に、浅草寺の観音様が浅茅ヶ原の鬼婆を姥宮沙竭羅龍王へ変えた奇き跡せきと同じことをゆき乃はやってのけた。そして、光流を更さらに驚おどろかせたのは、到とう底てい、理解し合えないと思っていた妖よう怪かいと理解し合い、互たがいに良い条件で解決に導いたことだ。今まで妖怪退治をしてきた光流は、全すべて力でねじ伏ふせてきた。

　突とつ然ぜん、ゆき乃の身体からだが傾かしぐ。

「あぶねぇ！」

　光流は床しよう几ぎを一つ抱かかえて走り寄り、ゆき乃を座らせた。

「藤原の。ぬしは、とんでもない拾い物をしおったな」

　光流とゆき乃の後ろ姿を見つめ、お美津狐は呟つぶやく。

　神通力を消しよう耗もうしたゆき乃は、肩かたで息をしている。白い耳と尾おは、いつの間にか消えていた。ゆき乃は目の前の光流を見て驚く。

「藤原さん！　その傷！」

　光流は裂れつ傷しようだらけで、狩かり衣ぎぬは所々裂さけ、血に染まっていた。頰ほおには一文字の傷がついている。

「ただのかすり傷だ。気にすんな」

「もしかして、あの時、私をかばって……？」

「俺の力が足りなかっただけだ」

　光流は照れくさそうに言ったが、ゆき乃は心を痛めた。

「俺のことより……お前、本当に鬼婆を救ったな」

　光流は感心した様子でゆき乃を見るが、ゆき乃は光流の言葉にハッとする。

「花川戸のおばあちゃんは？」

「あ、ああ……ん？」

　光流も我に返って公園を見回すと、姥が池の近くに人ひと影かげが見えた。

「……あ、転がってる」

　駄だ菓が子し屋の女主人キヨ子は、公園内の照明の当たらない暗がりで倒たおれていた。

「おばあちゃんを助けてください。藤原さん、お願いします」

　そう言って、ゆき乃は手を伸のばす。三囲神社の境けい内だいで豊川がゆき乃にしたように、ゆき乃は光流の手を両手で包んだ。そして、光流の傷が回復するよう強く祈いのる。

「おい、なにす……」

　光流は慌てて手を引っ込めようとしたが、急に大人しくなった。傷の痛みが消えていったのだ。頰の傷もスゥと跡あと形かたもなく消えていった。そして、全身の傷が癒いえていく。所々、裂けた狩衣まで新品同様に綺き麗れいになっていく。

「ゆき乃、お前、その力……」

　光流が言いかけると、ゆき乃はガクンと首を落とし、気を失ってしまった。

「うえ！　マジかよ。ゆき乃！」

「藤原の！　ここはわしに任せて行ってこい」

「お、おう」

「ゆき乃を頼たのんだぞ！　お美津！」

　お美津狐は大きく頷いた。







　公園の隅すみの暗がりで、キヨ子は寝ね息いきを立てていた。ケガはなさそうだ。ホッとする光流。そして光流は、キヨ子を抱だきかかえた。驚くほどその身体は軽い。

「しゃーない。家まで送り届けてやっか」

　訪おとずれたキヨ子の家は、寂さびしさを埋うめ合わせるように物が溢あふれている。

「よっと……」

　敷しかれたままの布ふ団とんに寝ねかせると、キヨ子は目を覚ました。

「……ん、なんだい。あんた三社様の倅せがれかい？」

「はい。藤原光流です。外で寝ていらっしゃったので、こちらまでお送りさせて頂きました。体調はいかがですか？」

　光流は、爽さわやかに答え、キヨ子を気き遣づかった。

「そう。すまないね。とても良い気分よ。娘むすめと孫が会いに来てくれる夢を見ていたの。あんた、ゆき乃ちゃんを泣かせた意地の悪い色男だと思ってたけど、好男子だねぇ。お茶でも飲んでいくかい？」

「ありがとうございます。お気持ちは嬉うれしいのですが、急いでいまして次の機会にぜひ頂きたいと思います。すみません、失礼します」

　光流は、キヨ子の家を後にした。玄げん関かんの外で舌打ちする。

「なんだよ、意地の悪い色男って。ゆき乃は俺のことをなんて言ったんだ？　ま、どっちにしろ、いい男なんだな、俺……」

　光流が花川戸公園に戻もどると、ゆき乃は床几に座ったまま虚こ空くうを見つめていた。誰だれが見ても普ふ通つうではない状態である。

「ゆき乃、ばあさんは無事だ。安心しろ」

　光流はゆき乃の両りよう肩かたに手をかけた。

「あ……藤原さん？」

　ゆき乃は、夢うつつのまま呟く。目の前の光流を探すように視線を彷徨さまよわせた。

　その時、

「おーい！　ピカ……えっと、藤原ー！」

　と、光流を呼ぶ声が公園内に響ひびく。

　シュンと電池が切れたようにお美津狐の金の結界が消える。光流は声の主を見た。それは、昨日会った光流の同級生の本田だ。本田は光流たちを目指して歩いてくる。

「お美津、結界はどうした？」

　光流は早口で尋たずねた。

「なんや、気が緩ゆるんでしまったのかもしれん、すまん。ほんまにすまない」

　お美津狐は申し訳なさそうに何度も謝った。まだ、ぼんやりとしているゆき乃を見て、光流は言う。

「もういいから気にすんな。それより、本田のこと足止めしてくれ。俺、ゆき乃を見てるから、本田を頼む」

　お美津狐は小さな結界を張り、白はく煙えんを上げて人間の女性の姿に変へん幻げんした。

「ＯＫ！　本田さんね」

　美津は本田のもとへ足早に向かう。

「おい、ゆき乃！」

　光流はショック状態のゆき乃の前にかがんで、顔の前で手を振ふって見せる。定まらなかった焦しよう点てんがゆっくりと合っていく。

「……藤原さん、お母さんは……死んでいなかったんですね……」

　光流に気づいたゆき乃は、小さな少女のように言った。安心したのか、涙なみだが頰を伝う。

「そうだよ。お前の母さんは生きてるよ」

　いつもより優やさしい口調で返ってきた言葉に、ゆき乃は微笑ほほえむ。

「藤原さん……知ってたんですか？」

　尋ねるゆき乃は夢の中にいるようだ。

「俺は、噂うわさで突然いなくなったって聞いてたんだ……さっき、お前の母さんと話したよ」

　ゆき乃はただ頷うなずいた。頰に涙の跡あとが残る。光流は、そっとその涙の跡を親指で拭ぬぐった。

「大だい丈じよう夫ぶか？　あれを食え！　ほら、宇迦之御魂神の米！」

「あ……はい」

　ゆき乃は胸むな元もとから、のろのろと巾きん着ちやくを取り出し、米を数粒つぶ飲んだ。数秒で睡すい眠みん不足のようにふわふわとしていた意識がハッキリしてくる。黒い瞳ひとみも力を取り戻した。

「すげー！　ファイト一発だな」

「こんな効果があるモノだったんですね……」

　呂ろ律れつの回っていなかった口調も正常に戻った。ゆき乃はパチパチと瞬またたきをし、現実の世界をもっとよく見ようとした。

「あ……」

　光流の藍あい色いろの瞳に自分の姿が映っている。かがんだ光流に両肩を支えられて顔を覗のぞきこまれていることに気づき、ゆき乃は赤くなり、目を伏ふせた。

「なんだそれ。ハハハ」

　光流は、ゆき乃の両肩から慌あわてて手を離はなし、乾かわいた笑いで照れを誤ご魔ま化かす。

「ゆき乃、そこに座ってろよ？」

　御ご幣へいの先で「そこ」を指しながら、光流は本田と美津の方へ向かった。ゆき乃は頷いて、見送る。

「本田ー、おめぇ、うっせーんだよ！　成敗してくれる！」

　御幣をバットのように構えて、本田へ迫せまる光流。ひと仕事を終えた、その笑え顔がおは輝かがやいていた。

「俺は藤原が幽ゆう霊れいにビビって泣いてんじゃねーかと思って応おう援えんに来たんたぞ！」

　本田は大おおげさに地じ団だん駄だを踏ふむ。

「うるせー！　誰が泣くか！　つーか、もう終わったから！　お前、用無し！　帰れ！」

「ひでぇ！　恩を仇あだで返すのか、お前は！」

「光流さん、本田さん、ご近きん所じよ迷めい惑わくになりますから……」

　ゆき乃は、ぼんやりと三人のやりとりを見ながら、思い起こした。

　三囲神社の奥の間に葛の葉姫ひめの掛かけ軸じくがあった。なぜ、大阪の葛葉稲荷に縁えんあるものが飾かざってあるのか不思議だったが、ちゃんと意味があったのだ。まさか、母の葉子が伝説の白びやつ狐こ、葛の葉だったとは──。

（私が、お母さんの正体を知らなければ、今もお母さんはお父さんと一いつ緒しよにいられたんだ……）

　そう思うと、いたたまれなくなる。

「う……」

　切ない胸の痛みに、ゆき乃は顔を歪ゆがめた。その時、ゆき乃の胸で何かが光った。

「これは……？」

　胸元で光っていたのは、ビー玉ほどの大きさの水すい晶しよう玉だまだった。いつの間にか、水晶玉をペンダントトップにしたネックレスが首から下がっている。葛の葉を象かたどった籠かご形の銀細工に、水晶玉がはめこまれた繊せん細さいなデザインのネックレスだ。ゆき乃は、安倍晴明が母の葛の葉に託たくされた水晶玉の伝説を思い出す。

「お母さん……？」

　ゆき乃は、母の存在を確かめるように水晶玉を握にぎりしめた。ひんやりとした水晶の感かん触しよくの奥に温かさを感じる。

　──愛してる──

　そう言った母の声が聞こえた気がした。

「ゆき乃ちゃーん！　大丈夫？　具合悪いんだってー？」

　本田が、ゆき乃の方に走ってきた。

「おい本田！　町会の夜警なんだろ？　いーから行けよ！」

　光流が慌てて追いかける。

　ゆき乃は本田に会え釈しやくをして微笑んだ。

「本田さん、こんばんは。もう大丈夫です」

「ホントに？……あ、キレーな石だねぇ。水晶？」

　そう言って本田は、ゆき乃の首から下がる水晶玉に触ふれようとした。しかし、火花が上がり本田の指は弾はじかれた。

「イテー！　すげー静電気！」

「だ、大丈夫ですか？」

　ゆき乃も弾かれるようにして立ち上がる。

「図ずう々ずうしいからだ。バチが当たったんだな」

　光流は腕うで組ぐみして、本田に言った。

「うぅ、お祓はらい終わったんだろ？」

　本田は弾かれた手をこすりながら光流に尋ねた。

「おう、今から町会長のとこに挨あい拶さつ行こうと思ってる。ゆき乃はどうする？」

「はい！　私も行きます」

「ゆき乃ちゃんが行くなら、俺も町会事務所行こう」

　本田が所属する花川戸二丁目町会青年部の夜警は、町会事務所を本部にしている。

「じゃあ、私は片付けて社務所に戻っていますね」

　美津は床しよう几ぎを畳たたみながら、三人を見送った。

「美津さんっていいお嫁よめさんになりそうだよねー」

　花二町会事務所に向かいながら本田は言った。

「は？　そうか？」

　美津の正体を知る光流は、気のない返事をした。

「でも、やっぱり俺は、ゆき乃ちゃんだなー」

「え？」

　本田の発言に、光流とゆき乃は声を合わせた。

「だって、ゆき乃ちゃん可愛かわいいじゃん。マジ天使」

「あ……ありがとうございます」

　ゆき乃は、戸と惑まどいながら目を伏せる。

「この女ったらしめ」

　光流は、本田の頭を小こ突づいた。







「藤原くん、ゆき乃ちゃん、ありがとう！」

　町会事務所の中で、辰は二人の手を交こう互ごに取って嬉うれしそうに礼を言った。町会役員や青年部員も嬉しそうに礼を言う。

「もう老ろう婆ばの霊れいは現れないはずです。ご安心を」

　営業スマイルを浮うかべ光源氏を気取る光流を、本田はニヤニヤと見ている。

　辰が、光流に熨斗のし袋ぶくろを差し出した。

「これ、納めておくれよ」

　手て渡わたされた熨斗袋には御お玉たま串ぐし料りようと書かれていた。お祓いの祈き願がん料だ。

「町会長、皆みなさん。納めさせて頂きます」

　光流は、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

「じゃ、藤原くん。お父さんにヨロシク言ってくれな。ゆき乃ちゃんも雪雄にヨロシク」

「ありがとうございます」

　光流とゆき乃は、声を揃そろえて礼を言い、花川戸二丁目町会事務所を後にした。

「藤原さん、皆さんのあの笑顔を見たら、私、式神をやって良かったって思いました」

　浅草神社へ戻もどる道で、ゆき乃は光流に言った。

「んー……」

　しかし、光流は聞いていない。真しん剣けんな表情で熨斗袋を何度かつまんで感触を確かめている。

「やったな、十万はカタいぞ」

「じゅっ、十万円もですか？」

　ゆき乃は、思わず花二町会事務所を振ふり返る。

「ま、そんなもんだろ。お前、頑がん張ばったから全部やる」

「え！」

　ゆき乃は差し出された熨斗袋を見つめた。高校生のゆき乃には大金だ。遠えん慮りよがちに受け取る。

「お前は、よくやったよ。その皆の笑顔が見られたのはお前自身の活かつ躍やくのおかげだ。ありがとうな」

「ちゃんと聞いてたんですか。こちらこそ、ありがとうございます」

　ゆき乃は、初めて自分に向けられた感謝の言葉と光流の自然な笑顔を見た。それは、浅草神社の光源氏ではなく、藤原光流の心からの笑顔だった。

「あ、ゆき乃。今度、約束通り式神契けい約やくを切ってやる。今日はダメだ。さすがの俺も疲つかれたわ」

「……はい」

　あれほど切望した式神契約の解除だったが、ゆき乃は複雑な気持ちだった。

「あ、そうだ」

　光流が何かに気づく。

「はい？」

「それ、大事にしろよ」

　そう言って、光流は自分の胸むな元もとをトントンと指差した。

「これ……ですか？」

　ゆき乃は、いつの間にか首に下がっていたネックレスの水晶玉を握りしめる。

「それは狐きつね魂だまだ」

　光流は、ようやく狐魂の意味と安倍晴明が葛の葉から授さずかった水晶玉の伝説を思い出したのだ。

「狐魂……？」

「葛の葉姫の魂たましいだ。葛の葉姫はその中にいて、お前を守ってくれる」

「お母さんの魂……お母さんがここに!?」

　ゆき乃は母の面おも影かげを探して、水晶玉を覗のぞき込む。

「肌はだ身み離はなさずつけてろよ。浅茅ヶ原の鬼おに婆ばばを倒たおした時点でお前は妖よう怪かいの世界では有名人なんだから。お前の神通力欲しさに襲おそってくるかも知れないぞ」

「えぇ！　そうなんですか!?　そんなの聞いてないです！　なんで式神やる前に言ってくれなかったんですか？」

　何者かに見られているような気になり、ゆき乃は自分を抱だきしめた。

「あーっと、そうだな。えーと、なんつーか。その……ごめん」

「『ごめん』くらい素す直なおにスッと言ってください！」

　不安なゆき乃は、光流を責めた。

「ギャンギャンわめくな！　大だい丈じよう夫ぶだ、俺が守るから！」

　その自信たっぷりの表情が不思議と安心感を与あたえる。

「……ありがとうございます」

　ゆき乃を守る為ために傷だらけとなった光流の姿を思い出し、ゆき乃は素直に礼を言った。

「それに、お美津も葛の葉姫ひめもいるし」

　光流は、事もなげに言う。

（結局、頼たよるとこはそこなのね……）

　ゆき乃は苦笑いした。

「お前、明日あした学校だろ？　貴重な週末を悪かったな。彼氏とデートの約束は無かったのか？」

「大丈夫です。彼氏なんていませんもん」

「へぇー、やっぱり？　彼氏いなそうだもんな」

　そう言うと、光流はクスッと笑う。

「失礼です！」

「ハハ……ウケる」

　光流は怒おこるゆき乃の様子を笑った。そして、車のキーを袂たもとから出す。

「車で送ってく。着き替がえるの面めん倒どうくせーから、このまま行くぞ」

「はい、ありがとうございます」

　光流の車は、黒のハイブリッドカーである。光流は車に乗り込むときに烏え帽ぼ子しを脱ぬぎ忘れ、頭をしこたま打った。

　スカイツリーの横で輝かがやく黄色い三日月は、更さらに細く尖とがり、夜空を刺さした。







　それから数日が経たった。

　光流は五月の浅草神社例大祭「三社祭」の準備に追われているようだった。三社祭前というのは、浅草神社だけでなく、とにかく浅草中が忙いそがしい。

「俺、明日から三社祭の準備で忙しいけど、何かあったらすぐ連れん絡らくしろよ？」

　あの夜、光流はそう言ってゆき乃を車から降ろすと、打った頭をさすりながら帰っていった。

　それから今日まで、花川戸公園での浅茅ヶ原の鬼婆の一件など無かったかのように平和だった。

（ホントにあったんだよね。お母さん……）

　午後の教室で、ゆき乃は水すい晶しようのような狐魂を手のひらで転がす。

「それ、しまっておきなさい」

　耳元で囁ささやく声がした。驚おどろいて声の主を見ると、それは担任教師の豊川だった。

「すみません……」

　ゆき乃はペコリと頭を下げて制服のポケットに狐魂をしまう。豊川は少し笑えみを浮かべて、頷うなずいた。今は担任でもある豊川の古文の授業中だ。

（没ぼつ収しゆうされなくて良かった……）

　ゆき乃はホッとしてポケットの上から狐魂を握にぎった。

「源氏の君は御あたり去りたまはぬをましてしげく……」

　豊川は何事も無かったように机の間を縫ぬって歩きながら、授業を進める。

（先生……）

　ゆき乃は、その後ろ姿を見て、三囲神社の境けい内だいで豊川に会った朝を思い出した。

「君は特別な生徒だ」

　と言った豊川の切なげな表情が蘇よみがえる。それを思い出すたび、ゆき乃の胸はキュッと音を立てる。ゆき乃は、源氏物語を朗読する豊川の声に耳を澄すました。







　放課後になり、ゆき乃は花川戸公園を訪おとずれた。正確には、花川戸公園の隣となりに住むキヨ子を訪ねた。

　父の雪雄から、キヨ子が引っ越こすと聞いたのだ。キヨ子は遠く離はなれて生活する娘むすめ夫ふう婦ふと共に暮らすことになったという。

　数年ぶりにシャッターが開いた駄だ菓が子し屋の入り口に、昔使っていた縁えん台だいに座るキヨ子がいた。

「おばあちゃん！　こんにちは！」

　ゆき乃は小さい頃ころと変わらない挨あい拶さつをした。

「あら、ゆき乃ちゃん」

「おばあちゃんが引っ越すって聞いてお別れを言いにきたの」

　笑顔でお別れをするつもりが、そう言う間にも、ゆき乃の瞳ひとみは潤うるみ始める。

「ゆき乃ちゃん、ありがとうね。もうすぐ娘と孫が迎むかえに来るのよ」

　キヨ子は嬉うれしそうにゆき乃に言った。そして、ゆき乃の手を握る。

「おばあちゃん、良かったね。元気で暮らしてね。落ち着いたら遊びに行ってもいい？」

　ゆき乃は、かがんでキヨ子に目線を合わせ、キヨ子のしわだらけの優やさしい手を握り返した。

「……ダメ」

　そう言って、キヨ子はゆき乃の手を優しく叩たたいた。

「おばあちゃん……」

　悲しみが、ゆき乃の表情に、はっきりと表れる。

「ゆき乃ちゃんは、ここにいて下町を守って。たくさんの人や、そうでないモノも、助けてあげて。ほら、あの好男子の神かん主ぬしさんとね。おばあちゃんと約束よ」

　浅茅ヶ原の鬼婆に取り憑つかれていた間、キヨ子の記き憶おくはハッキリとしていないようだが、ぼんやりとした記憶の中でキヨ子は何かを感じ取ったようだ。ゆき乃は、泣きながら何度も何度も頷いた。

「約束するよ、おばあちゃん」

　キヨ子の娘と孫は間もなくキヨ子を迎えに来た。ゆき乃は、キヨ子を見送った。







　そして、姥が池に建つ二つの祠ほこらに手を合わせるゆき乃。姥が池は、陽ひの光を反射し、澱よどみなくキラキラと輝いている。

　その輝きはゆき乃を応おう援えんし、勇気づけた。

　ゆき乃は決心した。

　制服のポケットから携けい帯たいを取り出し、通話ボタンを押した。
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『じゃあ、白馬に乗ってくから待っててくれ』

　ゆき乃は、そう言った通話相手を、浅草神社の社務所前で待っていた。

（……白馬）

　──といえば思い浮うかぶのは、三社祭で本ほん社しや神み輿こしを先導する神馬だ。今年は、光流がその神馬に乗るのだと聞いていた。

（まさか、神馬で来ないよね……）

　その時、バイクのエンジン音が近づき、一台の白いビッグスクーターが境内の駐ちゆう車しや場じように入ってきた。

「……！」

　ゆき乃は目を丸くする。ビッグスクーターに乗っているその人は、薄うす青あお生き地じに雲うん鶴かく紋もんの狩かり衣ぎぬをなびかせているのだ。

（狩衣姿でバイクに乗るなんて……そんなの絶対に、あの人しかいない）

　ゆき乃はじっと、その人を見つめた。

「よお！」

　思っていた通りのその人、藤原光流は手を上げた。白馬とは、白のビッグスクーターのことだったのだ。

「なあ！　着替えてくるから、社務所でちょっと待っててくれよ」

「はい……」

　数十分後──光流は、濃こい茶ちやの着物に揃そろいの羽織で現れた。

「着物……」

　ゆき乃は思わず見とれた。着物姿の光流は、粋いきな若わか旦だん那なという風ふ情ぜいで浅草の街にピッタリなのである。

「いいだろコレ」

　そう自信たっぷりに言った着物姿の光流は、数分後には制服姿のゆき乃とコソコソと仲なか見み世せを歩いていた。観光客でかなり人が多い。

「浅草って、平日も混こんでますね」

　ゆき乃の言葉に光流は「あぁ」と小さく答えた。浅草神社の光源氏が制服の女子高生を連れていたと噂うわさされるのが嫌いやなのだ。

（そんなにコソコソするなら浅草から出ればいいのに）

　ゆき乃は黙だまって、草ぞう履りを鳴らして歩く光流の後をついていく。

「あ、本屋寄っていいか？……確か、今日発売だったはず……」

　光流のその言葉により、ゆき乃は浅草ＲＯＸにある書店、リブロに連れてこられた。

（寄るもなにも、目的地が分からないんだけど……）

　キョロキョロと広い店内を見回すゆき乃とは反対に、光流は迷わず二冊のガイドブックを購入した。そのうち一冊のあるページを開いて、「ほら」とゆき乃に差し出す。そこには、浅草神社の光源氏として完璧な微笑みを浮かべた光流が、神社を紹介する記事が掲載されていた。

「私にですか？……いりません……」

「は？　いりませんってことはねぇだろ。素直に受けとっとけよ」

「じゃあ、いただきます……ありがとうございます」

　ゆき乃は、受け取ったガイドブックを胸の前で抱きしめ、礼を言った。

「そうそう、そうやって素直な方が可愛いぞ」

　光流は上機嫌になり、鼻歌を歌いながら店を出た。

　それから浅草六区通りへ来ると「ココ入るぞ」と言って、光流は看板を指差した。

　看板には、東とう京きよう蛍ほたる堂どうと書いてある。路地の奥まったところにある店には、日本の古き良き時代のアンティーク雑貨や洋服や着物が並んでいる。大正ロマン、昭和モダンをテーマにした店内にゆき乃は「かわいい」と、思わず呟つぶやいた。

「神主さん！　どうも、こんにちは」

　店の奥から主人が出てきた。光流は主人となにやら相談をし、「お願いします」と言って店を出て行こうとする。

「藤原さん！　どこ行くんですか？」

　ゆき乃は光流の濃茶の羽織の端はしをつかんだ。

「お前が制服だと色々とまずいから、着き替がえ頼たのんどいた。じゃあな」

「え？　藤原さん！」

　ゆき乃の呼びかけも空むなしく、光流は店を後にする。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ちゃんと伺うかがってますから。これにお着替えください」

　店の主人は、ゆき乃を試着室に案内すると、和装一式を渡わたした。

「これは？」

「神主さんが選んだ昭和初期のアンティーク着物一式です」

「……藤原さんが選んだ着物？」

　ゆき乃は着物を広げた。紫むらさき色いろを基調とした銘めい仙せんの着物だ。

「かわいい！」

「ですよねぇ」

　主人はゆき乃の言葉に嬉しそうに微笑ほほえむ。店に並ぶ品々を本当に愛しているのが分かる笑え顔がおだ。

　小こ花ばな柄がらの長なが襦じゆ袢ばん、橙だいだい色いろの半はん襟えり、紫むらさきの銘仙の着物、刺し繡しゆうの帯、全すべて可愛かわいかった。着替え終わり、試着室のカーテンを開けると、主人は着物に合わせた草履を置いた。

「とってもお似合いです」

　主人の笑顔にゆき乃も微笑む。

「お代は、神主さんから頂いてますから」

「え……そうなんですか」

　ゆき乃は、鏡の中の自分を、もう一度見直す。光流は完かん璧ぺきにゆき乃に似合う着物を選んでいた。

「神主さんには、ここの改修工事の時にお祓はらいをしてもらったんです」

「そうだったんですか」

　自分が生まれる前の時代にタイムスリップしたような店内を、ゆき乃は再び見回す。また訪おとずれたくなる素す敵てきな場所だ。

「ここを出るとホッピー通りがありますから、『弥や太た郎ろう』というお店で神主さん待っているそうです」

「はい、色々ありがとうございました」

　ゆき乃は、笑顔で礼を言った。

（ホッピー通りの、弥太郎……）

　ゆき乃は、赤あか提ちよう灯ちんが連なるホッピー通りに向かった。

　ホッピー通りは戦後、闇やみ市いちだった所で、屋台風の居酒屋が並ぶ飲み屋街である。店先にテーブルが並び、半屋外で飲み食いする賑にぎやかな雰ふん囲い気きは浅草らしい風景の一つだ。その特とく殊しゆな雰囲気は、観光客に人気で、日本の世せ俗ぞく的てきな飲食を楽しむ外国人観光客も多く見られる。

「弥太郎」という店に光流はいた。

「おー、カワイイじゃん。狐きつねにも衣い装しようだな。すいませーん、ジュースください」

　光流は着物姿のゆき乃を見て、枝豆をつまみながら言った。

「あの……可愛い着物をありがとうございます」

　思わぬプレゼントに、狐と呼ばれたことに気づかず、ゆき乃は礼を言った。

「ああ、お前、黒くろ髪かみで前まえ髪がみぱっつんだし、和装似合うと思って。それに制服じゃ居酒屋来れねーし、恥はずかしいし」

「恥ずかしいなら着替えに帰る時間をくださいよ」

「そりゃ、そーだ。ハハハ」

　オレンジジュースがテーブルに置かれた。ゆき乃は、周りを気にしながら小声で言う。

「でも、なんで居酒屋なんですか？　私たち未成年ですよ」

「気にすんな！　じゃ、春の宴の始まりだ」

　カチンと、光流とゆき乃はグラスを合わせた。光流は勢い良くグラスを空ける。

「あー！　うめぇーっ！」

「あの、それどう見てもビールですよね？」

　真ま面じ目めなゆき乃は、周りの様子を窺うかがって小声で聞いた。そして、瓶びんビールとグラスをじっと見つめる。

「あ？　今日ぐらい、いーだろ？」

「でも……」

「うっさい！　すいませーん、ホッピー！」

「はーい、ホッピーです！」

　店員の金きん髪ぱつの女の子は、光流に負けず威い勢せいがいい。ジョッキの焼しよう酎ちゆうとホッピーの瓶が光流の前に置かれる。

（もう……私、大事な話があって連れん絡らくしたのに……）

　ゆき乃は、密ひそかにため息をつき、気を取り直した。

「あの、今日は三社祭の準備は大丈夫なんですか？」

「……今日ぐらい、いーだろ？」

「……？」

　ゆき乃は、様子のおかしい光流をじっと見つめる。光流はモツ煮に込こみをつつきながら、ホッピーを一口飲んだ。

「あ！　そーいえばよ、近々、吉よし原わら行くかもしんねぇ」

　光流は真面目な顔で言った。

「吉原ってあの吉原ですか？　それ……なんの宣言なんですか？」

　吉原と言えば、江戸時代に遊ゆう郭かくがあった地域で、現代は風ふう俗ぞく街として知られた土地だ。浅草神社から徒歩十五分ほどの地域である。ゆき乃は、冷たい眼まな差ざしで光流を見る。

「ち、違ちがうぞ！　妖よう怪かいつーか……」

「え？　吉原に妖怪が出るんですか？」

「だけじゃねーよ。南みなみ千せん住じゆの小こ塚づかつ原ぱら刑けい場じよう跡あとも牛うし嶋じま神じん社じやの方角もかっぱ橋もなんか変だ。街全体が、ざわついてるっつーか……浅茅ヶ原の鬼おに婆ばばも俺の結界が効かないくらい力を増してたし、もっと強いのが出てきそうだ」

「えぇ！」

「いっぺんに出てきたらどーしよ？　やべーな。ハハハ」

　酔よい始めた光流は、笑いながら枝豆を口に放ほうり込んだ。

「やべーな、じゃないですよ！　私たち、こんな、のんきに枝豆食べてていいんですか？　浅草の街や人々を守る自覚をしろって藤原さんが言ったんですよ」

「今日は何も起きねぇよ。今日ぐらい、いーだろうが」

　そう言って光流は大きく足を組む。着物の裾すそが開き、白のステテコがチラリと見える。

「藤原さん！　ステテコ見えてますから」

「……お前ってさ、結構うるせーよな。やっぱ、下町の女だな」

「藤原さんがおかしいんですよ！　ステテコは下着ですよ」

「今日ぐらい、いーだろ？」

　酔ってきた光流は据すわった目でゆき乃を見た。ゆき乃は無表情で光流を見返す。

「あの、さっきからその、今日ぐらいって何なんですか？」

　その時、誰だれかの声を合図に店内から拍はく手しゆが起きた。

「ヒカルちゃーん！　おめでとー！」

「え……なに？」

　ゆき乃は、店内を見回した。バースデーソングが一いつ斉せいに歌われる。店内に手て拍びよう子しと歌声が響ひびく。ゆき乃は驚おどろいて光流を見た。

「フフン」

　光流は得意げに微笑んだ。

「おう！　ヒカルちゃん！　おめでとう！」

　光流が、「つばさ君」と呼んで慕したう店長が、ホールのケーキを運んできた。光流とゆき乃のテーブルに置かれたケーキのプレートには「ヒカルちゃんお誕生日おめでとう」と書かれていた。

「つばさ君、皆みなさん、ありがとうございます」

　光流は店長と店内の客に笑顔を向けた。そして一気にロウソクの火を吹ふき消すと、再び、拍手が沸わき起こる。

「え？　誕生日？」

　ゆき乃は目を丸くして、両手で口元を押さえる。光流は、驚くゆき乃に顔を近づけ、小声で言った。

「何その顔。お前のサプライズみたいだな」

「だ、だって、誕生日……私、知らなくて」

「イヒヒ」

　光流はイタズラっ子のように笑った。

「ヒカルちゃん！　ハタチのお誕生日おめでとう！　でも良かったのか？　せっかくの誕生日デート、うちの店で」

　店長は、光流とゆき乃を交こう互ごに見ながら言った。

「いやいや、つばさ君。デートでも彼女でもないですから。そこは全力で否定させてください」

　光流は最後にニコッと笑った。ゆき乃は複雑な表情でケーキを見つめる。

「ケーキ食おうぜ」

「あの……おめでとうございます」

　ゆき乃はチラリと光流を見て言った。

「おう、ありがとな」

「せっかくの誕生日なのに私と一いつ緒しよでいいんですか？　彼女さんとか、お友だちは？」

「あぁ、友だちは今度の週末、六本木のクラブで誕生日パーティーしてくれるらしー」

「へぇー、なんか大人って感じですね」

「それに……彼女は一ヶ月くらい前に別れた。つーか、フラれた」

　光流はあっさりと言った。

「あ……そ、そうなんですか」

（わりと最近だ。しかも、藤原さんがフラれたなんて……）

　ゆき乃は、複雑な表情をしたままケーキを一口食べた。

「あ、美味おいしい！」

　浅草の老舗しにせケーキ店のショートケーキは、ほんのり洋酒の香かおりがした。

　そして、法的に飲酒の許された年ねん齢れいになった光流は、ホッピーを勢い良く飲む。

「あー……」

　光流は、だるそうに髪かみをかきあげた。

「藤原さん、目すわってます……」

　ゆき乃は、初めて間近で見る、酔っている人を観察した。酔っている光流は、思いつくまま支し離り滅めつ裂れつに話した。

「俺は……ホントは服屋かスタイリストになりたかったんだ」

　光流は、腕うで組ぐみをして遠くを見る。

「お洋服、好きなんですね……藤原さん色々なカッコしますもんね」

　光流は、会うたびに違うテイストの服を着ていた。

「昔の話だ。今は魑ち魅み魍もう魎りようから地元を守るっていう大事な使命があるからな」

「使命……藤原さんは、いつから妖怪退治をしているんですか？」

「三年くらい前……お前と同じ年の頃ころかな。でも、今ほど強力なヤツはいなくて、家や鳴なりとか狐こつ狗く狸りとかそんなのを祓はらってた」

　家鳴りは、家をきしませてミシミシと音を立てる小さな妖怪である。狐狗狸は言わずと知れたコックリさんであるが、正体は狐きつねや狸たぬきよりも、人の悪あく霊りようであることが多い。

「でも、すごいです。私にはいまだに見えないし」

「そのうち、見えるようになるだろ……あーぁ」

　光流は眠ねむたそうにあくびをした。

「よし、帰るぞ！」

「わっ、大だい丈じよう夫ぶですか？　藤原さん」

　立ち上がろうとしてよろける光流を、ゆき乃が支える。

「わりぃ、安酒で酔った」

　その言葉に店長が反応する。

「おい、ヒカルちゃん！　悪かったな！　安酒で！」

「あ、すいません。安くてうまい最高の酒って意味ですよ！　つばさ君、ごちそうさまです。マジで美味しかったです。ケーキまでありがとうございました」

　店長には自然体である光流は、礼を言って頭を下げた。

　光流が会計を済ませ、二人はホッピー通りを歩く。光流は千鳥足でゆき乃に寄りかかるようにして歩いた。自分より二十センチ近く背の高い光流を、ゆき乃一人では支えきれない。

「ちょっと、藤原さん。大丈夫ですか？　今日は美津さんは？」

「美津さん？　いま休きゆう暇かで飛驒に帰ってる」

「そうなんですか……」

「なんだよ？　会いたかった？」

「はい、会いたいです。あれから会ってないし」

「お前、嫌きらわれてんじゃん」

「ひどい！」

「うそうそ。美津さん褒ほめてたよ。何も出来ない小こ娘むすめだと思ってたけど、光流さんは見る目あるわねって」

「それって、藤原さんを褒めてるじゃないですか」

「ハハ。ふーん、そーか、美津さんに会いたいか。キスまでした仲だし？」

　光流は、ニヤニヤと笑う。

「なんですか、ソレ？」

　ゆき乃は首を傾かしげた。

「お前さ、葛の葉姫ひめの時にお美津にキスしてたぞ」

「え？　えーっ!?　覚えてません！」

　ゆき乃は、衝しよう撃げきの事実に口元を押さえる。

「もしかして、あれがお前のファーストキス？　初めてのキスの相手、化け狐？」

　光流は、ゲラゲラと笑い出した。光流のヤキモチは小学生レベルで分かりやすいのだが、鈍どん感かんなゆき乃は気がつかない。

「藤原さん！」

　ゆき乃はショックと恥はずかしさから光流の笑いを止めようと大声を出した。酒のせいで光流は笑い上戸になっている。

「なんだよ。何、怒おこってんだよ。ぷっ！　ハハハ」

　さらに笑い出す光流。

「もう！　藤原さん！」

「三井さん？」

　誰かが、ゆき乃を呼んだ。

「え？」

　振ふり返ると、担任教師の豊川がすぐ後ろに立っていた。

「せ、先生っ!?　こんばんはっ！」

　ゆき乃は酒を飲んではいなかったが、飲み屋街で豊川に会ったことに慌あわてた。

「三井さん、着物似合いますね」

　豊川は、ゆき乃の心配をよそに、笑え顔がおで着物姿のゆき乃を眺ながめた。

「誰だれ？」

　背後からゆき乃の肩かたにあごを乗せる光流。

「ちょ、ちょっと藤原さん！　ちゃんとしてください！　担任の先生です！」

「どーも、ゆき乃が世話になってまーす」

　光流はペコリと頭を下げる。

「担任の豊川です。三井さんの彼氏さんですか？」

「違ちがいます！　全然違います！　ただの酔よっ払ぱらいです！」

　ゆき乃はブンブンと手を振って否定した。
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「三井さんは僕の大事な生徒なので宜よろしくお願いしますね」

　豊川は笑顔で光流に言った。

「はぁ」

　光流は面おも白しろく無さそうに、横を向く。

「じゃあ三井さん、また明日あした。気をつけて帰りなさい」

　そう言って手を振る豊川に、ゆき乃も笑顔で手を振り返した。

「『着物似合いますね』って当たり前だろ！　俺が見立てたんだから！」

　豊川と別れた後、二人は奥おく山やまおまいりまち商店街にある大衆演劇場、木もく馬ば亭ていの前を歩いていた。奥山おまいりまち商店街は、歌か舞ぶ伎き演目の風景が描えがかれているシャッターが並び、商店が閉店してからも歩いて楽しい商店街である。

　光流は、豊川の真似まねをしながらずっと文句を言っていた。

「もう、何が気に入らないんですか？」

　ゆき乃は憧あこがれの豊川の悪口を聞かされ、うんざりしている。

「何が『僕の大事な生徒なので』だよ！　だったら俺も言えば良かったー！」

　光流は大げさに頭を抱かかえる。

「なんてですか？」

　光流は答える代わりに真ま面じ目めな顔で、ゆき乃を見つめた。藍あい色いろの瞳ひとみがゆき乃を捉とらえる。

「コイツは……」

　そう言いながら、光流はゆき乃を街灯に追い詰つめていく。

「あの……」

　ゆき乃は後ずさる。背が街灯の柱にぶつかり、後がない。近寄らなければ分からないくらいの、ほのかな香こう水すいの香りは、光流との出会いをゆき乃に思い出させた。

「コイツは……俺の大事な式神ですって」

　光流は顔を近づけ、ゆき乃の耳元でボソリと囁ささやく。

「え……あの……」

（近いよー！　どうしよう！）

　ゆき乃はあからさまに視線を彷徨さまよわせるが、光流は真面目な顔で、じっとゆき乃を見つめた。

「……」

「ドキッとしてんじゃねぇよ、バーカ！」

　光流は、ゆき乃の脳天を軽くチョップした。ゆき乃は、しばらくボーッとしていたが、光流に翻ほん弄ろうされている自分に気づく。

「ひどい……」

「お前があんな人間離ばなれしたキラキラ教師に愛あい想そ振りまくからだ！」

「キラキラって……別に私、愛想なんか振りまいてません」

　ゆき乃は街灯に追い詰められたまま、光流を上うわ目め遣づかいで睨にらんだが、自分では気づかないうちにデレデレとしていたのだろうかと少しだけ不安になった。

「へー、あっそ。アイツ、男には人気ねーだろ」

　光流も藍色の冷めた瞳でゆき乃を見返したが、すぐに意地悪そうな笑顔に変わる。

「……お前そういえば、話があるって言って電話してきたよな？　何？　俺に告白すんの？　それとも、式神契けい約やく早く切れって？」

「ち、違います……私を……私を正式に式神にしてくれませんか？」

　今度はゆき乃が真しん剣けんな眼まな差ざしで光流を見上げる。その黒い瞳には決意の色がハッキリと表れている。

　光流は一いつ瞬しゆん、目を見張るが、すぐにまた意地悪な笑顔を浮うかべた。

「へぇー、なんで？」

　ゆき乃は、姥宮沙竭羅龍王と福寿稲荷大明神の祠ほこらの前で決意したことを伝えようと、光流の意地悪な笑顔に心折れることなく真剣に答えた。

「今回のことで、私も下町の街を守りたいって思ったんです。人だけじゃなく、浅茅ヶ原の鬼おに婆ばばみたいに苦しんでいる妖よう怪かいがいれば助けてあげたいって思うんです」

「ふーん、そうなんだ？　この前まで『やめたい』ってビービー言ってたくせにな」

　気のない返事をしたものの、ゆき乃の決意を聞いた光流の唇くちびるは喜びを隠かくしきれず微笑ほほえむ。そして、ゆき乃の背にある街灯にそっと手を置く。桜の木から街灯に変わっていたが、いつの間にか初めて出会った時のように、ゆき乃は押し付けられていた。そして御ご幣へいではなく、光流のもう片方の手が、ゆき乃の肩を押さえた。光流の顔から笑みが消え、真剣な眼差しがゆき乃を見つめる。

「だったら、他ほかの男に愛想振りまくな。お前の主あるじは俺だ」

　力強くゆき乃を見つめる光流の瞳が、藍色から青に輝かがやき出した。その青い瞳が近づく。

「な……なにす……」

　近すぎる距きよ離りに耐たえられなくなったゆき乃は、ギュッと瞳を閉じた。心の中では「どうしよう」という言葉が何度もリピートする。

　チュッ！

　光流が、ゆき乃の頰ほおにキスをした。

「な、何するんですか！」

　頰を押さえて真っ赤になるゆき乃。光流の瞳は藍色に戻もどっていた。

「やっぱ、やーめた。今のは誕生日プレゼントにもらっとく。式神契約は、また今度な」

　そう言って片手をあげると、光流は背を向け、ゆき乃から逃にげるように歩き出した。その直後、背後でボンッと大きな爆ばく発はつ音が起きる。

「は？」

　光流は振り向いた。ゆき乃がいた場所が白はく煙えんに包まれている。その白煙の中から轟ごう音おんを上げて大きな火の玉が光流めがけて飛んでくる。

「だー！　何だこれ！」

　何とか炎ほのおを避よけて、白煙に目を凝こらす。そこには、ゆき乃ではなくゆき乃の母、葛の葉が立っていた。

「葛の葉姫!?」

「光る君！　どういった了りよう見けんや！」

　葛の葉からは、殺気さえ感じられた。一度、ゆき乃に憑ひよう依いしている葛の葉はゆき乃に同調し、前回現れた時の十じゆう二に単ひとえではなく、ゆき乃が着ていた紫むらさきの銘めい仙せんの姿である。

「戯たわむれでご自分の式に接せつ吻ぷんするとはどういった了見やと聞いておりますのや！」

「えっ？　えぇ？」

　突とつ然ぜんすさまじい剣けん幕まくの葛の葉に一いつ喝かつされ、光流は動どう揺ようした。

「ゆき乃はそなたの式である前に私の大事な娘むすめや！　妹いも背せになる覚かく悟ごであらしゃるのか!?」

「妹背って……うわー、何この面めん倒どうくせー状じよう況きよう……」

　妹背は夫ふう婦ふという意味だ。光流が呟つぶやいた直後、今度はさっきより小さい火の玉がいくつか飛んできた。

「うわっ！　あぶねー！　ここで狐きつね火びを出すな！」

「そないに色いろ恋こいを軽かろんじるあたり、光源氏とは上手うまいこと言うたもんや」

　葛の葉は手のひらの上に狐火を出し、光流を睨む。狐火が投げられる前に光流は慌あわてて言う。

「ちょっ、葛の葉姫ひめ！　頰にキスなんて今じゃ挨あい拶さつと同じなんです！　それにキスしようとした訳じゃなくて、俺は……」

「そないな言い分、通りまへんえ？」

　葛の葉は不敵な笑えみを浮かべながら、手のひらの狐火を大きくする。狐火はボワッと音を立てて燃え上がる。

「あー、くそっ！」

　焦あせる光流は通りの真ん中で土下座をした。

「この度たびはわたくしの不徳の致いたす所により何なに卒とぞ、お母上様にはお許し頂きたくお詫わび申し上げまする」

「……」

　葛の葉は、しばらく冷たい瞳で土下座をする光流を見ていたが、フッと力を抜ぬいた。手のひらの狐火も消える。

「よろしおす。主さまに、そこまでさせては私も心苦しゅうてしゃあない」

　すっかり、酔よいが覚さめた光流は顔を下げたまま舌を出した。

「しかしながら、光る君！」

「はい！」

　葛の葉の声に、光流は土下座の姿勢のまま身を硬かたくした。

「今後、ゆき乃に対して軽けい率そつな行いは慎つつしんで頂かなあきまへんえ？　お気をつけなはれや」

「しかと心得ましてございます」

　光流は更さらに深く頭を下げた。古い言い回しは、葛の葉に誠意として伝わったようだ。

「あい、分かりました。主さまにご無礼致しました。堪かん忍にんえ？」

　ニッコリ微笑む葛の葉。

「……はい」

　光流は顔を上げ、葛の葉の瞳ひとみを見て返事をした。

「くそー、この着物高かったのに……」

　そして、小声で文句を言いながら、着物についた土を払はらって立ち上がる。

「葛の葉姫、一つよろしいですか？」

「何でしょう？」

「なぜ、突然にお姿をお見せになったのですか？」

　光流は礼を欠かさぬ言こと葉ば遣づかいで尋たずねた。

「ゆき乃が危険と感じると狐きつね魂だまに届きますのや」

「は？　き、危険!?　アイツめ……」

　水すい晶しようのネックレスである狐魂には、葛の葉の魂たましいが宿っている。

「なんや？　光る君」

　葛の葉の瞳は一瞬、厳しくなるが、「そうや」と、何かを思い出し、今度は柔やわらかく微笑んだ。

「ゆき乃に伝えて欲しいことがありますのや」

「ゆき乃に？　何ですか？」

　光流は首を傾かしげた。

「ゆき乃は、自分が私の正体を見破ってしまったせいで、私と雪雄さんが一いつ緒しよにいられなくなったと思っておる。でもそれは、違ちがう。私は雪雄さんに狐きつねであることを隠すのが辛つらかった。私自ら言い出してしまっていたと思う。そやから自分を責めたりせず、しっかり前を向きなさいと……それに、私が母親であるばっかりに、ゆき乃を危ない目に遭あわせてしまって、謝るのは私の方や。今こうしてゆき乃と一緒にいられて私は幸せや……と」

　葛の葉は、娘を慈いつくしむ母の微笑みを光流に向けた。

「はい、必ず……必ずゆき乃に伝えます」

　光流は真しん摯しな瞳で頷うなずいた。

「それと、光る君。私からも、質問を宜よろしいやろか？」

　そう言った葛の葉は、今度は妖あやしげに微笑ほほえむ。

「何か？」

　光流は、さっきまで酒で火ほ照てっていたはずの身体からだが徐じよ々じよに冷えていくのを感じていた。

　葛の葉の紅あかい唇くちびるがゆっくりと開く。

「宇迦之御魂神の勅ちよく命めいについてお尋ねでしたやろ？　近ちか頃ごろ、騒さわがしくはないやろか？　気づいておりますのやろ？」

　葛の葉は、意味ありげに質問した。

「……はい」

　光流は頷く。

「あれのせいじゃ」

　葛の葉はゆっくりと睨にらむように遠くを見た。光流は振ふり返り、それを見る。

　そこには、今にも落ちてきそうな大きな満月。それを突つき刺さすようにスカイツリーが立っていた。光流には黄色い柔らかそうな月に対して、そびえるスカイツリーが無機質な、巨きよ大だいな槍やりに見えた。見慣れた風景が異様に感じた。

「スカイツリーが……」

　光流はスカイツリーを眺ながめて呟いた。

「天つ国に届くような巨大な塔とうを建てたおかげで、大きな力を生み出してしもうたんや。良きも悪あしきも引き寄せるような強力な力を……」

　光流は「良きも」のところでお美津狐を思い浮うかべる。お美津狐もまたスカイツリーの力で引き寄せられたということなのか。

　確かに、光流も最近、違い和わ感かんを感じていた。この下町周辺がザワザワと落ち着かない雰ふん囲い気きなのである。それは、さっき弥太郎でゆき乃に話した通りだ。それが、スカイツリー建設のせいだと葛の葉は言う。光流は旧約聖書のバベルの塔を思い出す。

　遥はるか昔、人間たちは自分たちの力を神へ見せつける為ために天に届くほどの塔を建設した。思い上がった人間たちに怒おこった神は、皆みなが同じ言葉を話す為にこのようなことになるのだと、言葉をバラバラにした。人々はお互たがいに会話が出来なくなり、塔の建設を諦あきらめ、世界の各地へ散っていったのだ。現代、世界で言語が違うのは、その時の神の戒いましめだと旧約聖書には書かれている。バベルの塔は実際にメソポタミアに建てられ、高さ九十メートルの七階建てで、最上階には神しん殿でんがあったという。当時としては最さい先せん端たんの技術である。

　バベルの塔は神の怒いかりに触ふれ、建設途と中ちゆうとなったが、スカイツリーは完成してしまった。大家族のような温かい下町の人々がバラバラにされてしまう気がして光流は唇を嚙かんでスカイツリーを睨む。闇やみに浮かぶスカイツリーのその上空で、雲は不気味に渦うずを巻いているように見えた。

「宇迦之御魂神の勅命とは、下町の平安を保つことや」

　葛の葉は光流の藍あい色いろの瞳を見つめた。

「これから様々な魑ち魅み魍もう魎りようが騒ぎだす。東京には強い妖よう怪かいや祟たたり神が多いゆえ、恐おそろしいことになりそうや」

　江戸の始まりから徳川家康により、方位学や風水で保たれていた結界ともいえる磁場は崩くずれてしまったようだ。結界の崩ほう壊かいにより、これから浅茅ヶ原の鬼おに婆ばばなど足元にも及およばない、より強い妖怪が騒ぎだすだろう。

「神や仏を上から眺めようなんぞ……何のために、浅草に観音さんがおられるのか現代の人間は忘れてしもうたんや」

　葛の葉は寂さびしそうに言った。そして、黒い瞳で光流をまっすぐに見つめる。

「光る君。お美津狐とゆき乃と共に、この下町を守ってくれぬやろか？」

「もちろん、そのつもりです」

　光流は力強く頷いた。

「もちろん私も、そのつもりでこの地に留とどまっておりますゆえ……ただ、まだ封ふう印いんから醒さめたばかりで実体が無い。神通力を回復し、実体を取り戻もどすまで、狐魂の中におるつもりや。よろしゅうに」

　葛の葉はお辞じ儀ぎをした。

「ところで、私の後に下町の守護となられた稲荷いなり神しん使しはどなたやろか？」

　光流は首を振った。地域密着型の光流にも見当がつかない。そもそも初めて聞く事実ばかりで、頭の整理がつかなくなっている。

「……分かりませぬか。その方にも会おうて、共に下町を守って頂けるようお願いせなあきまへんなぁ」

　葛の葉は独り言のように呟つぶやいた。

「それにしても。フフフ」

　葛の葉は光流を見て思わせぶりに笑った。

「そなた、神仏に愛めでられてあらしゃりますな。三社権現や観音の加護を賜たまわっておられるようや」

　光流は葛の葉が何を言いたいのか分からず、黙だまっていた。

「……」

　葛の葉は一度、目を伏ふせてから光流に強い眼まな差ざしを向けた。

「そなた……神か？　人間か？　何者や？」

　漆しつ黒こくの瞳が光流を見つめている。

「それは……」

　光流は思わず後ずさった。

「その神通力。持って生まれたものではないのと違いますか？」

　葛の葉は光流の瞳を凝ぎよう視しする。光流は、思いがけない葛の葉の問いかけにすぐに答えられない。

「……俺は神じゃない。俺は……人間です」

「ふぅん。なんや曖あい昧まいな物言いやな。何を隠かくされておりますのや？」

　葛の葉は容よう赦しやなく問い詰つめる。

「今は、言えません。近いうちにゆき乃に話します。どうか、そうさせてください」

　光流は誠意を持って素す直なおに懇こん願がんした。

「まぁ、悪しき者では無いようやから、信じましょう。それぞれ事情もござりましょうし」

　葛の葉は、了りよう承しようした。

「はぁ……」

　光流は胸をなで下ろし、ため息をつく。

「なんだろう？　何かの撮さつ影えいかな？」

　観光客が、葛の葉と光流の様子を見てコソコソ話し、通り過ぎた。道行く人から見れば、着物姿の若い男女が昔風の言葉で話すのは不思議な光景だろう。

「あの……葛の葉姫ひめ。お願いがあるのですが」

　観光客の話が聞こえた光流は、ダメ元で切り出した。

「私に出来ることならば聞きましょう」

　葛の葉は凜りんとした態度で言った。

「その言葉、なんとかなりませんか？」

「はて？　言葉、と言うと？」

　葛の葉は首を傾かしげる。

「京なまりはいいんですが、もう少し現代風になりませんか？　他人の目もありますし」

「……」

　葛の葉は、急に口をつぐんだ。

「あ、すみません。生意気に……」

　光流の言葉を遮さえぎって、葛の葉が低い声で唸うなる。

「これでも努力しておる！」

　葛の葉は瞳ひとみを潤うるませて怒ど鳴なった。少女のように頰ほおを上気させている。光流はキョトンとして怒る葛の葉を見つめた。まだ葛の葉を知って間もないが、光流には、その様子が伝説の白びやつ狐こと呼ばれる葛の葉らしくないように思えたのだ。

「そもそも京なまりとは何や！　元々は京の言葉が都言葉や！」

「じゃ、京言葉で。いや、京言葉は別にいいんですけど……」

「パルーツンギーテー、ナトゥキータルラチーチロタフェノ、カラマポチータリー、アマノカングヤマ」

「はい？」

　葛の葉の発した意味不明の言葉を、光流は呆あつ気けにとられて聞き返した。

「春過ぎて夏来たるらし白しろ妙たえの衣ころも干したり天の香か具ぐ山やまと申しましたのや！　平安の言葉で話せば楽ですけど、そなたには、たったのひと言も理解出来へんことと思います！」

　平安時代と現代では母音の数も発音の仕方もかなり違ちがうのだ。葛の葉の息を切らすほど必死な様子に光流は思わず噴ふき出した。

「ぷっ！　ハハハ、すみません！」

「なんと！　笑うとは随ずい分ぶんと無礼やないですか！」

「三井雪雄さんが、あなたに恋こいした理由が分かる気がします」

　光流は笑いを堪こらえながら言う。

「雪雄さん？」

　突とつ然ぜん、愛する夫の名を出され、葛の葉は大人しくなった。雪雄というキーワードで葛の葉の頰は桜色に染まる。

「ハハ……あなたって可愛かわいらしい人なんですね」

「な、な、なにを……何を言わはりますのや！」

　葛の葉は、ワナワナと震ふるえた。

「親子ほど年の離はなれた、そなたのような子供に何が分かる！」

　そう言うと葛の葉は雪より白く、真綿より柔やわらかな毛並みの美しい白狐に変へん幻げんし、空に駆かけた。

「あ、葛の葉姫！　うわっ！」

　葛の葉の返事は、大きな狐きつね火びで返ってきた。葛の葉は、夜空を駆けて姿を消した。

「……親子？……って、あんた、何千歳だよ」

　光流は、葛の葉の消えた夜空に呟いた。

「あーあ。俺、今日、誕生日なんですけど……」

　光流は独り、歩き出す。一いつ瞬しゆん、大衆演劇場である木馬亭の横の暗い路地を見るが、すぐに前に向き直り、通り過ぎて行った。

「……」

　光流が通り過ぎたのを見計らって、黒のジャージのセットアップを着た男が、路地の暗くら闇やみから姿を現す。フードを目ま深ぶかに被かぶり、顔は見えない。

「ははぁーん、そういうことねぇ……」

　男は光流の後ろ姿を見つめた。

「ババァじゃ力不足な訳だ。せっかく姥が池の石せき碑ひを折ったのになぁ」

　フードの影かげで目は見えないが、男の口元は笑っていた。







「ん？」

　玄げん関かんの大きな物音にゆき乃の父、雪雄は耳を澄すました。リビングから声をかける。

「ゆき乃かー？」

　──返事が無い。不思議に思った雪雄は、リビングのドアを開けた。廊ろう下かを紫むらさきの銘めい仙せんの着物姿のゆき乃が駆け抜ぬける。

「コラ！　ゆき乃！　『ただいま』くらい言いなさい！」

　慌あわてて振ふり返ったゆき乃の、結っている髪かみがはらりとほどけた。

「あっ」

　髪を押さえて雪雄を見るゆき乃は、いつもと何かが違う。

「……ゆき乃、か？」

　雪雄は、確かく認にんするようにゆき乃の名を口にした。しかし、ゆき乃はクルリと背を向け、

「お父さん、ただいま。おやすみなさーい」

　と、早口に言うと二階の自分の部屋に慌てて向かった。

「……ああ、おやすみ」

　雪雄はその場に立ち尽つくす。あの紅あかい唇くちびる、自分を見たときの戸と惑まどいの瞳。それは、懐なつかしく胸を締しめ付ける記き憶おくを呼び起こした。雪雄は、しばらくそこに立ち尽くした。







　朝、目覚ましの音で、ゆき乃は目を覚ます。

「……あれ？」

　頰のキスに驚おどろいた後、ネックレスの狐きつね魂だまが熱くなったのを覚えている。それからは、記憶がない。

「もしかしてお母さん？」

　何となく強く優やさしい母の存在を感じた。ゆき乃は、狐魂を握にぎりしめる。

　部屋を見回すと、制服はきちんとハンガーに掛かけられていて、カバンもその下に置かれていた。昨日、着ていた銘仙の着物は、しわ取りの為ために丁てい寧ねいに掛けられている。母はきちんとした人だったと父から聞いていたゆき乃は、その場でお辞じ儀ぎをした。

「お母さん、ありがとう……でも、お母さんが現れて、そのあと何があったの？」

　ゆき乃は首を傾げながら、身み支じ度たくを始めた。







「きゃー、どうしよう！」

　時間に余よ裕ゆうはあったはずなのに、今日も遅ち刻こくギリギリになり、慌てるゆき乃。昨日、自転車を浅草神社の境けい内だいに置いて帰ってしまったようだ。

「もう！　私のバカ！」

　昨日の夜、どのようにして帰ってきたのか記憶がないゆき乃は、自分を責めながら走って登校した。全速力で学校の階段を駆け上り、昇しよう降こう口ぐちを走り抜けた。

（良かった……間に合ったみたい）

　時間を確認しようとポケットから携けい帯たいを取り出そうとした時、トントンと、誰だれかに肩かたを叩たたかれた。振り向くと、いつかと同じように担任教師の豊川が笑え顔がおで立っている。

「先生！」

　豊川の笑顔にゆき乃の胸はキュッと締め付けられる。しかし、豊川は笑顔のまま言った。

「三井さん、遅刻です」

「うぅ……すみません」

　ゆき乃は生徒手帳を豊川に渡わたした。

「……昨日、遅おそかったんですか？」

　豊川は生徒手帳を受け取り、チラリとゆき乃を見る。

「え？　あっ！」

　昨日の夜、酔よった光流といた時に豊川に出くわしたのを、ゆき乃は思い出した。

「昨日はすみません。あの後、すぐに帰りました」

「三井さん、昨日お酒は……飲んでませんね？」

「はい！　もちろん、飲んでないです！」

　ゆき乃は慌てて顔の前で手を振る。

「そう、良かった」

　豊川はニッコリと笑って、ゆき乃の頭をポンポンと撫なでた。

「じゃあ、教室に急ぎなさい」

「あ、はい。失礼します」

　ゆき乃は、撫でられた頭を押さえる。

（頭ポンポンされちゃった！）

　教室へ向かいながら、笑みがこぼれる。三囲神社での豊川との交流は、ゆき乃には突然で、戸惑う出来事であったが、こうして少しずつ豊川との距きよ離りが縮まっていくのは嬉うれしい。

　放課後になり、笑顔で生徒手帳を受け取るゆき乃に豊川は、

「もう五分、早く家を出なさいね」

　と、優しく言った。三囲神社境内で会ったときの嬉しそうであり、切なそうである複雑な表情は、あれから見ていない。

（先生のあれは何だったのかな……）

　ボーッと考えていたゆき乃は、ハッとする。頭の中で豊川の顔が、機き嫌げんが悪そうな光流の顔に急に変わったのだ。

「急がなきゃ！」

　自転車のないゆき乃は、桜の花びらが敷しかれた薄うす紅べにの通学路を急いだ。昼に突然、光流から連れん絡らくがあり、今日、正式な式神契けい約やくをすることになったのだ。ゆき乃は光流との約束の場所へ向かっている。

『じゃあ、待ってるからな。お前、遅おくれんなよ。俺は遅刻するヤツは大だい嫌きらいだからな』

　電話での光流の言葉を思い出し、ゆき乃は更さらに足を速めた。
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　薄うす青あおの雲うん鶴かく紋もんの狩かり衣ぎぬを纏まとう光流は、御ご幣へいを構える。海の神、綿わだ津つ見み大おお神かみの神通力を持つ光流に薄青の狩衣はよく似合う。学校の制服から浅草神社の巫女みこ装しよう束ぞくに着き替がえたゆき乃に、光流は言った。

「……いいんだな？」

「はい」

　桜舞まい散る花川戸公園の、あの桜の木の前で巫女姿のゆき乃は頷うなずいた。式神の正式な契約は浅草神社ではなく、花川戸公園で行うことになった。ゆき乃が場所を指定したのだ。鬼おに婆ばばから神となった姥宮沙竭羅龍王に、式神となる自分を見て欲しかった。

　ゆき乃は目を閉じ、ここ数日間に起こった様々な出来事を思い出していた。光流との衝しよう撃げきの出会い、初めての怪かい異い、狐きつねの子である自覚、浅茅ヶ原の鬼婆との心の交流、そして、花川戸のおばあちゃんとの再会と別れ。

　そして、ゆっくりと瞳ひとみを開き、意を決したように強い眼まな差ざしで主あるじである光流を見る。その決心を読み取った光流は、祝詞のりと奏上を始めた。藍あい色いろの瞳が青く輝かがやきだし、光流の神通力が発動する。祝詞奏上が終わると、ザァ、ザァツと音を立て、御幣が振られた。

「……！」

　花川戸公園の景色が、春の夕暮れの海へと変わった。水平線の向こうへ沈しずみゆこうとする夕ゆう陽ひは、赤く大きい。二人は夕暮れの砂すな浜はまの波打ち際ぎわに立っていた。二人の足元に波が寄せ、足袋たびと草ぞう履りを濡ぬらす。式神の仮契約をした時とは違ちがい、今は、足元を濡らす波の冷たさが心地ここち好よく感じる。それは海面ではなく、砂浜の上に立っているからなのか、光流を怖こわいと感じていないからか、ゆき乃には分からなかった。

「良かった。海の上じゃないんですね」

　水が苦手なゆき乃は、夕陽に頰ほおを染めながら言った。

「お前が怖がると思って、ここにした」

　そう言った光流の頰も夕陽に染まっている。光流の声は、今まで聞いたことがないくらい穏おだやかだった。

「ゆき乃、葛の葉姫ひめから伝言がある」

「お母さんから？」

　光流は、奥山おまいりまち商店街で葛の葉に頼たのまれた伝言をゆき乃に伝えた。

「……それに、今はお前と一いつ緒しよにいられて幸せだって、葛の葉姫はそう言ってた」

「お母さん……」

　ゆき乃は、母譲ゆずりの黒い瞳を潤うるませ、水すい晶しようのネックレスを握りしめた。そうすると母の温ぬくもりを感じられる気がした。

「藤原さん、ありがとうございます」

　光流は頷くと、海より青い瞳でゆき乃を見つめた。ゆき乃も目を逸そらさずに光流の青い瞳を見つめる。

　そして光流は、ゆっくりとゆき乃へ身体からだを寄せた。二人のシルエットが重なる。

（わっ！）

　青い瞳が近づき、ゆき乃は慌あわてて瞳を閉じた。速くなる鼓こ動どうがゆき乃の気持ちを焦あせらせる。

　光流の指が、ゆき乃の前まえ髪がみを撫でるようにそっとよける。

「お前の主は俺だ」

　囁ささやくように言うと、光流は青い瞳を閉じてゆき乃の額へ唇くちびるをつけた。

　額に感じる優やさしい温かさは次し第だいに熱を帯び、やがて、ゆき乃の身体中にその熱が伝わる。そして、見えない糸のようなものがゆき乃の身体をほんの一いつ瞬しゆん、縛しばり付けた。仮の式神契約の時よりも強い糸だ。主である光流と、仮の式神であるゆき乃の間を繫つないでいた一本の糸のような頼たよりない絆きずなが、強固なものへと変わった気がした。

　光流はゆっくりと身体を離はなす。ゆき乃が目を開けると、夕暮れの海は消えていた。はらりと桜の花びらが落ちる。二人は、花川戸公園のあの桜の木の前で向かい合っていた。濡れたはずの足元は乾かわいていて、光流の瞳の色も輝く青から藍色へと戻もどっていた。

「正式な式神契約ってコレですか？　仮契約の時はこんなことしなかったのに……」

　ゆき乃は、まだ光流の熱が残る額を、そっと手で押さえる。

「ああ、結けつ婚こん式だって誓ちかいのキスをするだろ？」

「誓いのキス！」

　ゆき乃は、光流の口から「誓いのキス」という言葉が出たことに驚おどろき、頰を赤くした。

「それに、俺のものだって分かるように、デコに俺の名前書いといたから」

「ええっ！」

　ゆき乃は、慌てて前髪で額を隠かくした。その様子を見て、光流は笑う。

「ハハッ！　噓うそに決まってんだろ。名前こそ書いてねぇけど、たった今からお前は俺の式神だ。エリートに育ててやるから覚かく悟ごしろよ。キツネちゃん」

　噓をつかれた上に、狐と呼ばれたゆき乃は、ムッとして光流に言う。

「これからは私が式神として藤原さんを守ってあげますから、ご安心ください」

「なんだ、その生意気な態度は……」

　光流はゆき乃を軽く睨にらむ。しかし、光流を主と決めたゆき乃は笑え顔がおを返す。

「私、出来ることなら人間でいたい……でも、式神となった以上は、藤原さんが言うように狐の子、お母さんの娘むすめであることに誇ほこりを持ちます」

　ゆき乃はネックレスの狐きつね魂だまを握にぎった。

「そうか。でも、人間だろうが、狐だろうが、お前はお前だろ？」

「はい！」

　ゆき乃の輝くような笑顔に、光流は目を細めた。

　そして、光流とゆき乃は、姥が池に立つ姥宮沙竭羅龍王と福寿稲荷大明神の祠ほこらに向かい、手を合わせる。

（浅茅ヶ原のおばあちゃん、私、式神になって藤原さんと下町を守っていきます。だから見守っていて）

　目を閉じて懸けん命めいに祈いのった。

「おい、ゆき乃……」

　光流の声に目を開けると、春のうららの陽ひ射ざしの中に姥宮沙竭羅龍王と福寿稲荷大明神が姿を現していた。浅茅ヶ原の鬼婆と娘である。二神は二人に微笑ほほえむ。すると、優しい風が吹ふき、桜の花びらを散らした。一面が桜さくら吹雪ふぶきとなる。

「狐の子よ、ありがとう……」

　神となった浅茅ヶ原の鬼婆と娘は、礼を言って消えた。ゆき乃は、感謝と別れの挨あい拶さつのつもりで深々と頭を下げた。

「ゆき乃、あのさ……」

　その桜吹雪の中、光流は深刻な表情をしている。

「あのさ……俺のことどう思う？」

「え……？」

　ゆき乃は、突とつ然ぜんの光流の言葉に戸と惑まどい、視線を泳がせるが光流の藍色の瞳はゆき乃の黒い瞳をしっかりと捉とらえ、離さない。まっすぐな藍色の瞳はゆき乃の心臓をノックした。それを合図にゆき乃の鼓動はうるさいほど耳に響ひびく。

「……」

　光流は、ゆき乃を見つめて答えを待った。答えを探さぐりながらゆき乃は言う。

「まだ出会ったばかりですけど……口は悪いけど優しいとこもあるっていうか……」

「チッ！　バカ！　そういうことじゃねーよ！」

「えぇ！」

　不ふ機き嫌げんな光流の声に、ゆき乃は顔を赤くして思わず口元を押さえた。

「俺がどう見えるかって聞いてんだよ」

「どう……見える……？」

　ゆき乃は、キョロキョロと目を動かし考えを巡めぐらせる。

「あっ……」

　そして、何かを思いつき、声を上げた。

「なんだ？」

　光流は、緊きん張ちようの面おも持もちでゆき乃の言葉を待つ。

「チャラい神かん主ぬし？　ですか？」

「じゃなくて！」

「えっと、がめつい神主！」

「チガくて！」

「じゃあ、二重人格！」

「は？」

「俺様……？」

「おいっ！」

「えー、もう降参です」

　ゆき乃は、困った表情で言った。

「何なんだ、お前は。舐なめてんのか！」

　光流は、ゆき乃から視線を外し、大きなため息をついた。

「はぁ……だったら、ま、いーや」

「え！　正解はなんだったんですか？」

「それは……」

　そう言って光流は数秒、悩なやんだ様子を見せた。

「……」

　ゆき乃は固かた唾ずを吞のんで見守る。光流は、おもむろに狩かり衣ぎぬの袂たもとから扇せん子すを出し、広げた。

「……正解は、光源氏です」

「うわ……自分で言っちゃうなんて……」

　ゆき乃は、春の風に体を震ふるわせた。

「あ──あ」

　光流は、恥はずかしさを誤ご魔ま化かそうと、わざとらしく伸のびをする。

「おい、この後どうする？　吉原でも行くか！」

「行きません！　私、女ですよ」

　吉原というキーワードにゆき乃は反応する。

「バカ！　巡回パトロールだよ。見てみろよ、あっちの空。邪じや気きの澱よどみがあるだろ？」

　ゆき乃は、光流の指差す方角を見る。浅草寺本堂の更さらに向こう。それは吉原のある方角だ。

「キレイ……」

「は？」

　夕焼けが、雲も空もビルも薔ば薇ら色いろに染め上げていた。春の夕暮れは長い。邪気しか見ていなかった光流も、薔薇色の夕焼け空に気づき肩かたの力を抜ぬく。

「ったく、見えないつーのは幸せだな」

　光流はもう一度、空を眺ながめる。澱みはそれほど強くないようだ。

「よし、着き替がえたら、お前の歓かん迎げい会兼かねてメシでも食いに行くか！　美津さんも誘さそって！」

「はい！」

　ゆき乃は笑顔で大きく頷うなずく。

「花川戸に『エヴ？』っていううまいフレンチレストランがあるから連れてってやる。味はもちろん、店の雰ふん囲い気きも最高！」

「フレンチですか!?　素す敵てき！」
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　ゆき乃は、両手を胸の前で組んで瞳ひとみを輝かがやかせた。

「おーし、好きなもん食っていいぞ。肉でも魚でも……あ、そういや、狐きつねは肉食に近い雑食だったな」

「はい！」

「お前……はい、って……」

　光流とゆき乃は、花川戸公園を後にし、浅草神社へ向かって歩く。

　優やさしい風が花川戸公園に吹く。風の音は「ありがとう」と言っているように聞こえる。風は花川戸公園を一周するように吹いてから、花川戸の街へ春を知らせに広がっていく。

　広がる春の風は、桜の花びらと踊おどり、浅草の地を優しく撫なでていった。







　あとがき
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「神様！仏様！きつね様！」をエブリスタに投稿し、最初にいただいたのは、講談社ヤングマガジン編集部さんからのコミカライズのお話でした。メールをいただいたときは嬉うれしすぎて信じられない反面、もしかしたら出版詐さ欺ぎか、とも思いました（笑）。なぜなら、本作は受賞作品でもなく、ランキング上位でもなく、私自体も知名度がなく、注目作品ではなかったからです。数ある作品から本作を見つけてくださり、ヤングマガジン編集部さんへおすすめいただいたエブリスタの前担当さんに感謝です。

　それから数ヶ月後に角川書店さんから小説の書しよ籍せき化のお話をいただいたのでした。




　エブリスタで掲載されている原作、ヤングマガジン海かい賊ぞく版ばんで公開されているコミック、そしてこちらの小説。どの作品も少しずつ内容が異なりますので、それぞれの魅み力りよくある「きつね様！」を楽しんでいただければ光栄です。

　また、物語は実在の場所をモデルにしていますので、本書の地図を参考に、ぜひ、現地を巡めぐっていただけると嬉しいです。カバーのゆき乃のと光ひか流るが立つ場所は三囲神社になりますが、境内のある場所が完全に一いつ致ちします。カバーイラストをいただいた後、三囲神社の境内をウロウロしながら「ここだ……」と呟つぶやき、感動で鳥とり肌はだを立てました（笑）。




　最後になりましたが、美び麗れいなイラストでゆき乃や光流、その他のキャラに命を吹ふき込こんでいただいたvientヴイエントさま、素人しろうとの私をお導きくださり、本の形にしてくださった出版関係者さま。

　実名での登場を快かい諾だくしてくださり、取材に応じてくださった浅草の皆みなさま。

　そして、エブリスタ原作から応おう援えんしてくださっている読者の皆みなさま。

　そして、そして、この本を手にとってくださった皆さま。そればかりか、あとがきまで読んでくださった皆さま。

　皆々さま、本当に、本当にありがとうございます。お名前をすべて列挙できず、申し訳ございません。

　皆さまに支えられ、「神様！仏様！きつね様！」は完成致いたしました。最後にもう一度、言わせてください。

「ありがとうございます」








浅草アリス（２０１４年10月現在）　　


















カバー・口絵・本文イラスト／vient

デザイン／BELL'S










神かみ様さま!仏ほとけ様さま!きつね様さま!




花はな川かわ戸ど姥うばが池いけの怪かい








浅あさ草くさアリス
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